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水
俣
病
事
件
は
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
と
被
害
の
深
刻
さ
に
お
い
て
日
本
を
代
表
す
る
公
害
事
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
こ
の
事
件
は
、
明
治
国
家
と
と
も
に
始
ま
り
戦
後
の
経
済
大
国
に
至
る
ま
で
つ
づ
く
「
工
業
立
国
」
の
国
策
が
生
み
出
し

た
産
物
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
日
本
の
近
・
現
代
史
に
深
く
根
を
下
ろ
し
た
事
件
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
を
抜
き
に
し
て
日
本
の
近
代
を
語
り
、
あ
る
い
は
戦
後
史
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
、
私
た
ち
は
、
水
俣
病
事
件
と
い
う
近
代
化
の
「
負
の
遺
産
」
を
通
し
て
は
じ
め
て
日
本
の
近
・
現
代
史
の
真
実
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
水
俣
病
事
件
と
い
う
近
代
日
本
の
生
み
出
し
た
未
曾
有
の
経
験
は
、
開
発
と
環
境
の
衝
突
、
自
然
と
の
共
生
の
回
復
と
い

う
難
題
を
か
か
え
る
現
代
の
地
球
社
会
に
と
っ
て
も
無
限
の
教
訓
を
含
ん
で
い
る
。

社
会
的
・
政
治
的
事
件
と
し
て
の
水
俣
病
は
、
国
家
の
産
業
政
策
、
日
本
の
化
学
工
業
技
術
、
企
業
と
地
域
社
会
、
公
害
行
政
と

官
僚
、
被
害
者
差
別
と
住
民
意
識
、
裁
判
と
政
治
、
被
害
者
の
闘
争
と
広
範
な
支
援
運
動
な
ど
、
多
様
な
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
細
部
に
わ
た
る
事
件
の
全
体
像
は
ま
だ
霧
の
中
で
あ
る
。

水
俣
病
事
件
は
、
こ
れ
ま
で
メ
チ
ル
水
銀
中
毒
事
件
と
し
て
主
と
し
て
医
学
の
観
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
医
学

的
に
も
、
水
俣
病
の
問
題
は
未
解
明
の
部
分
を
多
く
残
し
て
い
る
が
、
社
会
的
・
政
治
的
事
件
と
し
て
の
水
俣
病
事
件
ど
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
そ
の
本
格
的
な
研
究
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
状
況
に
あ
る
。
事
件
の
全
容
解
明
が
遅
れ
た
最
大
の
原
因
は
、

そ
れ
に
必
要
な
一
次
資
料
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
資
料
集
は
今
後
の
本
格
的
な
水

ま
え
が
き



俣
病
事
件
研
究
の
出
発
点
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
水
俣
病
の
問
題
は
、
一
九
五
六
年
五
月
に
そ
の
集
団
発
生
が
公
的
に
確
認
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
「
水
俣
病
事
件
」
と
呼

び
う
る
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
た
。
医
学
的
な
意
味
で
の
初
発
時
期
は
、
患
者
の
自
覚
症
状
を
み
る
限
り
、
一
九
四
六
年
ご
ろ
ま
で

遡
る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
当
時
は
ま
だ
社
会
的
な
問
題
と
し
て
は
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
に
は
、
水

俣
病
事
件
は
一
九
五
六
年
五
月
に
始
ま
る
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
す
で
に
四
十
年
の
歴
史
を
歩
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
そ
の
歩
み
は
ま
だ
終
わ
っ
て
は
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
四
十
年
の
水
俣
病
事
件
史
は
、
一
九
六
八
年
九
月
の
政
府
見
解
の
発
表
を
境
と
し
て
前
後
二
つ
の
時
期
に
大
き
く
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
六
八
年
九
月
以
降
、
水
俣
病
事
件
は
息
を
吹
き
返
し
て
新
た
な
展
開
を
み
せ
る
が
、
そ
れ
は
水
俣
病

の
原
因
に
関
す
る
政
府
見
解
の
発
表
を
起
点
に
し
た
動
き
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
九
月
ま
で
の
事
件
史
は
、
ま
ず
水
俣
病
の
原
因
究
明
が
先
決
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
し
て
被
害
の
拡
大
防
止
に
必
要

な
対
策
を
怠
り
、
つ
い
に
は
原
因
究
明
そ
の
も
の
を
棚
上
げ
し
て
、
水
俣
病
問
題
を
一
時
的
に
封
じ
込
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
時
期

で
あ
る
。
し
か
し
、
事
件
の
封
じ
込
め
策
は
わ
ず
か
数
年
し
か
も
た
な
か
っ
た
。
一
九
六
五
年
六
月
、
新
渇
の
阿
賀
野
川
流
域
に
第

二
の
水
俣
病
が
発
生
し
た
こ
と
が
公
式
に
確
認
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
衝
撃
的
な
事
実
に
刺
激
さ
れ
て
、
あ
ら
た
め
て
水
俣
病
の
原
因
究
明
と
そ
の
後
の
対
応
策
が
問
題
に
な
っ
た
。
一
九
六
七
年

六
月
、
新
潟
水
俣
病
の
被
害
者
は
、
公
害
の
被
害
者
と
し
て
は
は
じ
め
て
昭
和
鼈
工
を
相
手
ど
り
損
害
賠
償
請
求
の
裁
判
に
踏
み
切

っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
政
府
は
、
一
九
六
八
年
九
月
、
よ
う
や
く
新
潟
水
俣
病
と
同
時
決
着
の
形
で
水
俣
病
の
原
因
に
関

す
る
公
式
見
解
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
遅
き
に
失
し
た
見
解
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
水
俣
病
事
件
の
骨
格
は
、
す
で
に
一
九
五
九
年
末
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
決
定
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

水
俣
病
の
発
生
確
認
以
降
も
海
の
汚
染
と
被
害
の
拡
大
は
つ
づ
い
て
い
た
が
、
唯
一
の
汚
染
源
と
目
さ
れ
た
チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
の
排

水
は
一
度
も
停
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
被
害
が
極
限
ま
で
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
水
俣
病
事
件
で
あ
る
。
今

日
ま
で
つ
づ
く
認
定
・
補
償
の
問
題
と
は
、
本
質
的
に
は
、
被
害
が
目
い
っ
ぱ
い
に
拡
大
し
た
後
の
後
始
末
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。



一
九
六
九
年
以
降
の
水
俣
病
事
件
史
は
、
は
じ
め
て
歴
史
の
主
体
と
し
て
登
場
し
た
少
数
の
水
俣
病
患
者
の
闘
い
を
軸
と
し
て
展

開
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
水
俣
病
事
件
が
企
業
と
行
政
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の

時
期
の
裁
判
を
含
む
多
彩
な
水
俣
病
闘
争
と
こ
れ
に
対
す
る
企
業
・
行
政
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
各
種
の
報
告
や
資
料
が
公

に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
一
九
六
九
年
以
降
の
水
俣
病
闘
争
自
体
、
一
九
五

0
年
代
の
重
い
遺
産
を
引
き
ず
り
な
が
ら
の
闘
争
で

あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
も
、
四
十
年
の
水
俣
病
事
件
史
の
中
で
一
九
五

0
年
代
後
半
と
い
う
時
期
の
も
つ
決
定
的
な
重
要
性

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
件
史
の
認
識
に
立
っ
て
、
私
た
ち
は
こ
の
資
料
集
を
編
集
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
四
半
世
紀
の
間
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
関
係
資
料
の
収
集
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
企

業
と
行
政
の
壁
は
い
ぜ
ん
と
し
て
厚
く
、
ま
だ
入
手
で
き
て
い
な
い
内
部
資
料
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
収
集
で
き

た
約
九
万
点
に
及
ぶ
資
料
は
、
水
俣
病
事
件
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
収

集
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
資
料
集
は
、
こ
う
し
た
膨
大
な
研
究
会
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
事
件
史
的
に
み
て
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
厳
選
し
て
編
集
し

た
も
の
で
あ
る
。
水
俣
病
事
件
は
ま
だ
終
わ
っ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
た
び
一
九
六
八
年
九
月
ま
で
の
関
係
資
料
を
資
料
集
と
し
て

刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
基
本
と
し
た
耀
集
方
針
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
資
料
の
収
録
に
当
た
っ
て
は
、
①
事
件
史
に
関
わ
る
一
次
資
料
を
収
録
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
雑
誌
等
に
発
表
さ
れ
た

医
学
論
文
な
ど
の
二
次
資
料
は
除
外
し
た
。
同
様
に
、
新
聞
記
事
の
類
も
除
外
し
た
。
こ
こ
に
収
録
し
た
一
次
資
料
に
は
、
今
回
初

め
て
公
開
さ
れ
る
貴
重
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。
②
国
会
会
議
録
、
熊
本
県
衛
生
部
の
年
報
、
チ
ッ
ソ
の
社
史
な
ど
一
度
公
刊
さ
れ

た
資
料
で
も
、
通
常
、
容
易
に
利
用
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
で
き
る
限
り
収
録
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
③
各
種
議
事
録
な

ど
の
よ
う
に
一
点
の
資
料
と
し
て
膨
大
な
分
量
に
の
ぼ
る
も
の
は
、
適
宜
、
必
要
な
部
分
を
抜
粋
し
て
収
録
し
た
。

結
局
、
本
書
に
収
録
し
た
資
料
は
八
四
八
点
に
の
ぼ
り
、
さ
ら
に
約
八

0
0
点
の
図
表
類
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
こ
こ
に
収
録
し
た

資
料
は
、
被
害
漁
民
の
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ッ
ソ
の
社
内
資
料
、
国
・
県
・
市
の
行
政
資
料
、
研
究
機
関
の
研
究
資
料
、
そ
れ
に



一
九
九
六
年
三
月

水
俣
病
事
件
四
十
周
年
を
目
前
に
し
つ
つ
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地
域
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙
に
至
る
ま
で
き
わ
め
て
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

チ
ッ
ソ
関
係
で
は
、
水
俣
工
場
技
術
部
の
分
析
デ
ー
タ
や
附
属
病
院
の
研
究
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
水
俣
病
の
発
見
者
で
あ
る
細
川

一
・
元
附
属
病
院
長
の
手
に
な
る
「
細
川
ノ
ー
ト
」
（
未
公
開
）
の
う
ち
、
重
要
な
も
の
は
す
べ
て
収
録
し
た
。
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
、

事
件
史
上
著
名
な
不
コ
四
0
0
号
実
験
に
つ
い
て
も
、
本
書
収
録
の
資
料
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
に
収
録
し
た
全
資
料
は
、
水
俣
病
事
件
史
の
時
期
区
分
に
し
た
が
い
、
事
件
前
史
(
-
九
互
六
年
四
月
ま
で
）
、
事
件
発
生
か

ら
見
舞
金
契
約
締
結
ま
で
(
-
九
五
六
年
五
月
か
ら
一
九
五
九
年
十
二
月
ま
で
）
、
お
よ
び
見
舞
金
契
約
締
結
か
ら
政
府
見
解
発
表
ま
で

（
一
九
六
0
年
一
月
か
ら
一
九
六
八
年
九
月
ま
で
）
の
三
期
に
分
け
て
配
列
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
資
料
は
、
資
料
の
作
成

者
別
に
分
類
し
て
配
列
し
た
。
ま
た
、
各
期
の
冒
頭
に
は
、
そ
の
時
期
の
事
件
史
の
流
れ
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
解
説
を
付
し
て
参
考

に
供
し
た
。

こ
の
資
料
集
は
、
長
期
に
わ
た
る
水
俣
病
研
究
会
の
共
同
作
業
の
成
果
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
。
も
と
も
と
水
俣
病
研
究
会
は
、
一

九
六
九
年
九
月
、
訴
訟
派
の
患
者
・
家
族
が
提
起
し
た
最
初
の
裁
判
を
理
論
面
か
ら
支
援
す
る
目
的
で
発
足
し
た
。
一
九
七
三
年
一
―
―

月
、
患
者
側
が
こ
の
裁
判
に
勝
訴
し
た
後
、
そ
れ
に
つ
づ
く
チ
ッ
ソ
東
京
本
社
に
お
け
る
直
接
交
渉
を
へ
て
、
チ
ッ
ソ
と
患
者
側
と

の
間
で
補
償
協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
連
の
水
俣
病
闘
争
に
ひ
と
区
切
り
が
つ
い
た
。

私
た
ち
が
こ
の
資
料
集
の
編
集
に
着
手
し
た
の
は
、
そ
の
直
後
の
一
九
七
三
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
刊
行
に
至
る
ま
で

じ
つ
に
二
十
数
年
を
費
や
し
た
こ
と
に
な
る
。
膨
大
な
関
係
資
料
の
収
集
と
そ
の
整
理
に
汗
を
流
し
、
そ
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
な
が

ら
の
採
否
決
定
に
悪
戦
苦
闘
し
た
年
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
編
集
方
針
も
二
転
三
転
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、
可
能
な
限
り
決
定
版

上
ぃ
え
る
よ
う
な
水
俣
病
事
件
資
料
集
を
後
世
に
残
し
た
い
と
念
願
し
て
今
日
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
水
俣
病
事
件
四
十
年
と
い
う
節

目
の
年
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
資
料
集
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
『
水
俣
病
事
件
資
料
集
』
が
国
の
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
び
と
に
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

水
俣
病
研
究
会



〈
資
料
の
配
列
に
つ
い
て
〉

一
、
資
料
は
作
成
者
別
に
分
類
し
、
各
項
目
（
項
目
分
類
が
な
い
場
合
は
節
）
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
作
成

年
月
日
順
に
配
列
し
た
。

一
、
日
誌
や
月
報
な
ど
長
期
に
わ
た
る
資
料
は
、
原
則
と
し
て
各
編
ご
と
に
初
出
時
点
に
一
括
し
て

‘
収
録
し
た
。

一
、
行
政
や
企
業
の
内
部
文
書
等
で
複
数
の
日
付
が
あ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
決
裁
日
や
施
行
日

に
拠
っ
た
。

一
、
年
月
日
が
不
明
な
資
料
は
、
前
後
関
係
か
ら
推
定
で
き
る
場
合
は
そ
れ
に
拠
っ
た
。
月
が
不
明

の
場
合
は
該
当
年
次
の
最
後
に
、
日
が
不
明
の
場
合
は
該
当
月
の
最
後
に
配
列
し
た
。

I

、
契
約
書
や
要
望
書
な
ど
の
当
事
者
が
複
数
の
場
合
は
、
先
頭
の
署
名
人
の
所
属
す
る
節
（
ま
た

は
項
目
）
に
配
列
し
た
。

一
、
各
編
ご
と
に
、
資
科
の
通
し
番
号
を
付
け
た
。
注
記
、
解
説
等
で
資
料
を
指
示
す
る
場
合
は
、

編
番
号
と
資
料
番
号
を
合
わ
せ
て
表
示
し
た
。

（例）

Il1169
（第
Il
編
の
資
料
圏
）

＾
資
料
の
表
記
に
つ
い
て
〉

一
、
編
者
が
原
資
料
に
補
っ
た
部
分
は
、
す
べ
て
〔
〕
で
表
記
し
た
。

（
例
）
〔
細
川
ノ
ー
ト

I
〕
〔
一
九
五
九
年
一

0
月
六
日
〕

一
、
抄
録
の
場
合
は
、
略
し
た
部
分
を
〈
略
〉
と
表
記
し
た
。

一
、
資
料
中
の
注
記
は
語
句
の
右
に
(
1
)
（
2
)
（3
)
．．．．．． 
を
付
し
て
表
示
し
、
資
料
標
題
の
注
記
は

標
題
右
下
に
＊
で
表
示
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
資
料
末
尾
に
注
を
記
し
た
。

一
、
原
資
料
が
横
書
き
の
場
合
は
、
資
料
番
号
の
枠
に
下
線
を
付
し
た
。

（
例
）
国
一

一
、
資
料
本
文
中
の
数
字
は
原
則
と
し
て
漢
数
字
を
使
用
し
た
。
原
資
料
が
横
書
き
の
場
合
、
数
巌

を
示
す
数
字
は
算
用
数
字
を
使
用
、
横
書
き
と
し
た
。

一
、
資
料
の
表
、
付
表
は
原
則
と
し
て
横
組
み
と
し
、
数
値
の
表
記
は
す
べ
て
算
用
数
字
を
使
用
し

こ。

凡

例

一
、
単
位
記
号
や
原
子
記
号
、
化
学
式
・
数
式
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
横
書
き
と
し
た
。

一
、
明
白
な
誤
字
・
脱
字
は
訂
正
し
た
。
誤
字
に
意
味
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
（
マ
マ
）
と

傍
注
を
付
し
た
。
た
だ
し
、
同
一
資
料
中
に
同
じ
誤
字
が
あ
る
場
合
は
、
初
出
を
（
マ
マ
）
と
し

以
降
は
省
略
し
た
。

I

、
原
文
が
読
み
に
く
い
場
合
、
句
読
点
・
改
行
等
は
、
適
宜
改
め
た
。

一
、
不
明
字
句
は
ロ
ロ
ロ
や
注
で
表
記
し
た
。

一
、
固
有
名
詞
以
外
は
、
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
、
旧
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
〔
〕
〈
〉
【
】
な
ど
原
資
料
の
囲
み
表
示
は
、
原
則
と
し
て
（
）
に
統
一
し
た
。

一
、
固
有
名
詞
（
人
名
、
地
名
な
ど
）
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、

と
し
て
伏
せ
字

(O)
に
し
た
。

一
、
原
資
料
の
太
文
字
や
傍
線
・
傍
点
・
下
線
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。

原
則
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五
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月
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4

日
本
窒
素
肥
料
事
業
大
観
沿
革
篇
（
抄
）

5

日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
事
業
概
要
（
抄
）

6
契
約
書

7
漁
場
被
害
補
償
契
約
に
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す
る
件
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俣
市
漁
業
会
宛
）
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節

第
二
章

水
俣
町
漁
業
組
合

水
俣
市
漁
業
協
同
組
合

2

昭
和
―
一
七
年
度
通
常
総
会
議
事
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（
抄
）

3

昭
和
―
一
八
年
度
通
常
総
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議
事
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（
抄
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第
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節

1
証
書
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一
節
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解
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式
会
社
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式
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民
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年
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第
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編
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九

二
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年
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月
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一
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五
六
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四
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例

ま
え
が
き

月一

0
日

一
九
三
七
年
七
月
二
四
日

一
九
四
0
年

五

月

五

日

一
九
五
四
年
六
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一
六
日

一
九
互
二
年
五
月
三
0
日

一
九
二
六
年
四
月
＝

i
O
日

五
四

五 二
0
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一
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五
0
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漁
場
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害
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に
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す
る
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海
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漁
業
調
整
委
貝
会
宛
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水
俣
工
場
新
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一
九
五
0
年一

0
月
―
―
―
日

ア
ル
デ
ヒ
ド
関
係
検
討
会
研
究
結
果
綜
合
抄
録一

九
五
0
年一

0
月

一
九
五
一
年
八
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一
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日

一
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五
―
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年
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月
一
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日

一
九
五
四
年
五
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＿
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日
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四
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年
一
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／
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／
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／
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0
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の
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／
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第
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節

13
契
約
書

14
覚
書

15
梅
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料
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の
件

10
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書

11
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理
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況

11
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月
一
八
日

一
九
五
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年
九
月
五
日

一
九
五
五
年
九
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五

8

一
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互
五
年
―
]
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五

8

20
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業
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議
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ュ
／
肥
料
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難
／
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機
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安
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0
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指
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24
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に
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25
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港
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情
書

26
水
俣
港
を
開
港
に
指
定
方
陳
情
書

行
政

一
九
五
五
年
六
月
二
五

8

一
九
五
六
年

月
一
＿
四
日

一
九
五
一
一
年
八
月
＝
―
0
8

一
九
五
五
年
一
一
月
五
日

一
九
五
五
年
一
ー
一
月
＝
―
-
日

一
九
五
五
年
―
―
一
月
一
＿
―
-
日

＿
九
五
五
年
九
月
一
―
―
―

-
H
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五
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―
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（
一
九
五
六
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五
月
1

一
九
五
九
年
―
二
月
）

患
者
・
漁
民

水
俣
病
患
者
家
庭
互
助
会

ー

嘆

願

書

2

〔
竹
下
武
吉
メ
モ
〕
ー

3

陳
情
書

4
決
議
文

5
水
俣
病
家
庭
互
助
会
書
簡
（
新
日
窒
水
俣
工
場
河
村
庶
務
課
長
宛
）

漁
業
協
同
組
合

一
九
五
九
年
九
月
一
七
日
1
-
―一月一―

1
0
日

水
俣
市
漁
業
協
同
組
合

一
九
五
八
年
九
月
―
二
日

一
九
五
九
年
＿
一
月
＝
―
-
日

一
九
五
九
年
―
一
月
二
五
8

一
九
五
九
年
―
―
＿
月
―
-
八
B

一
九
五
七
年
一

〔
要
望
書
〕

〔
漁
業
被
害
対
策
委
員
会
へ
の
招
へ
い
状
〕

8
宜
言
決
議
文

9
要
求
書

10
陳
情
書

〔
自
主
的
操
業
禁
止
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て
〕
一
九
五
七
年
―
二
月
二
五
日

11 6
 

第
二
節

第
一
節

第
一
章

【
解
説
】

第

II
編

一
九
五
七
年
二
月
―
一
日

一
九
五
七
年
二
月
一
五
日

一
九
五
七
年
二
月
―

1
0
日

一
九
五
七
年
二
月
二
二
日

月
一
七
B

一
三
〇

一
三
〇=
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30
陳
情
書

31
奇
病
対
策
協
議
会
記
録
（
抄
）

I

三
湯
浦
町
漁
業
協
同
組
合

31
役
貝
会
会
議
録

33
役
員
会
会
議
録
（
抄
）

34
昭
和
三
四
年
度
臨
時
総
会
議
事
録
（
抄
）

12
陳
情
書

13
要
求
書

14
申
入
書

15
陳
情
書

16
要
求
書

一
九
五
七
年
五
月
二
七
日

一
九
五
七
年
五
月
二
七
日

一
九
五
八
年
一
月

l

―1
0
日

一
九
五
八
年
＝
＿
月
―

1
0
日

17
昭
和
三
二
年
度
通
常
総
会
議
事
録
（
抄
）

18
決
議

19
漁
業
被
害
対
策
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

20
漁
業
被
害
対
策
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

21
要
求
書

22
漁
業
被
害
対
策
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

23
対
新
日
窒
と
の
被
害
交
渉
経
過

24
要
求
書

25
回
答
書

26
漁
場
被
害
額
一
億
円
の
算
出
基
礎
に
つ
い
て
一
九
五
九
年
八
月

27
陳

情

書

‘

28
陳
情
書

29
水
俣
魚
市
場
窮
境
打
開
問
題
に
つ
い
て

二
津
奈
木
村
漁
業
協
同
組
合

一
九
五
八
年
八
月
三

B

一
九
五
八
年
九
月
一

日

一
九
五
八
年
―
一
月
二
八
日

一
九
五
八
年
―
二
月
＝
＿
―
-
日

一
九
五
九
年
一

月
―
一
七
日

一
九
五
九
年
八
月
二
九
日

一
九
五
九
年

l

一
月
＝l
-

日

一
九
五
九
年
―
二
月
一
―
―
日

一
九
五
九
年
八
月
ニ
ー

8

一
九
五
九
年
九
月
1
―
二
月

一
九
五
九
年
八
月
一
九
日

一
九
五
九
年
九
月
＝
―
-
日

一
九
五
九
年
九
月
―
―
-
O
B

＿
九
五
九
年
―
一
月
二
六
日

一
九
五
九
年
八
月
六
日

一
九
五
九
年
―
一
月
＿
六
日

一
九
五
九
年
二
月
一
六
日

一
九
五
七
年
匹
月
一
六
日

；；； ；；； 一
六
〇

ー五 ＿
五
〇

一
四
九

一
四
八

ー
四
八

ー
四
七

一
四
七

一
四
七

ー
四
五

＿
四
四

一
四
三

ー四 ~ 

｀ 
一
三
四

l

三
四-l-＿五

一
三
七

一
三
八

一
三
九
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類
の
生
産
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面
へ
の
水
俣
病
の
影
響
に
つ
い
て

一
九
五
九
年
一

0
月
二
六
日

侶
鮮
魚
介
類
の
生
産
流
通
面
へ
の
水
俣
病
の
影
響
に
つ
い
て

47
鮮
魚
介
類
の
生
産
流
通
面
へ
の
水
俣
病
の
影
響
に
つ
い
て

船
水
俣
病
に
於
け
る
鮮
魚
介
類
の
影
響
に
つ
い
て

45
鮮
魚
介
類
の
生
産
流
通
面
へ
の
水
俣
病
の
影
響
に
つ
い
て

44
鮮
魚
介
類
の
生
産
流
通
面
へ
の
水
俣
病
の
影
響
に
つ
い
て

43 
41 
〔
第
四
〕
部
会

〔
漁
民
総
決
起
大
会
の
決
議
事
項
及
び
宜
言
文
〕

四

そ

の

他

一
九
五
九
年
一

0
月
二
九
日

36
不
知
火
海
漁
民
総
会
開
催
に
つ
い
て

3
7

役
員
会
会
議
録
~

38
昭
和
三
四
年
度
第
二
回
臨
時
総
会
議
事
録
（
抄
）

一
九
五
九
年
一

0
月
一
＿
―
-
日

一
九
五
九
年
―
一
月
一
＿
―
-
日

39
請
願
書

40
役
員
会
会
議
録

41
昭
和
三
四
年
度
第
三
回
臨
時
総
会
議
事
録
（
抄
）

一
九
五
九
年
―
一
月
二
五
日

一
九
五
九
年
―
二
月
一
＿
三
日

一
九
五
九
年
＿
二
月
一
一
四
日

一
九
五
九
年
九
月
二
0
日

＿
九
五
九
年
九
月
三
0
8

一
九
五
九
年

l
0
月―

1
0
日

一
九
五
九
年
一

0
月
一
＝
―
-
日

一
九
五
九
年
一

0
月
一
一
四
日

一
九
五
九
年
一

0
月
二
四
日

一
九
五
九
年
＿
一
月
一
六
日

35
鮮
魚
介
類
の
生
産
流
通
面
へ
の
水
俣
病
の
影
響
に
つ
い
て

一七 一七 ＿
七
〇

一
七
〇

一
六
九

一
六
九

一
六
九

一
六
七 ~ 一

六
五

一
六
四

；；； 云 ；；； 
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第
四
節

第
三
節

52
決
議
文

53
大
会
宜
言

54
陳
情
書

55
〔
工
場
排
水
の
完
全
停
止
に
つ
い
て
の
要
求
〕
一
九
五
九
年
一

0
月
三
0
日

56
陳

情

書

一

九

五

九

年

二

月

一

日

9
陳

情

書

一

九

五

九

年

一

一

月

五

日

58
水
俣
病
蔓
延
に
／
熊
本
県
漁
民
総
決
起
大
会
を
開
催
（
熊
漁
連
情
報
）

全
国
漁
業
協
同
組
合

63
熊
本
県
水
俣
病
漁
業
被
害
に
関
す
る
陳
情

64
水
俣
病
に
関
す
る
漁
業
問
題

51 

熊
本
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

一
九
五
九
年
＝
二
月
二
五
8

一
九
五
九
年
一

0
月
二
七
日

50
流
通
面
に
与
え
た
影
響

〔
鮮
魚
介
類
の
生
産
流
通
面
へ
の
水
俣
病
の
影
響
に
つ
い
て
〕

一
九
五
九
年
一

0
月

一
九
五
九
年
＿

0
月

一
九
五
九
年
一

0
月
一
七
8

一
九
五
九
年

1
0
月
一
七
日

一
九
五
九
年
一

0
月
一
九
日

一
九
五
九
年

l

一
月
五

8

一
九
五
九
年
―
一
月
七
日

一
九
五
九
年
―
一
月
七
日

一
九
五
九
年
―
一
月
一

0
8

59
お
願
い

60
〔
詫
び
状
〕

61
斡
旋
方
依
頼
の
件

61
第
二
回
漁
民
大
会
開
か
る
／
流
血
さ
わ
ぎ
に
進
展
（
そ
の
一
一
）
／
知
事

に
仲
介
を
依
頼
す
る
（
熊
漁
連
情
報
）

一
九
五
九
年
―
一
月
一
七
日

一
九
五
九
年
―
一
月

一
八
五

一
八
四

一八 一
八
〇

一
八
〇

＿八
0

＿
七
六

一
七
六

一
七
五

＿
七
五

＿
七
四

一
七
四

．ー七二
＿七一

l

-

＿
七
三

一七

75 

一
九
五
八
年
八
月
四
B

一
九
五
九
年
八
月
―
二
日

一
九
五
七
年
八
月
二
八
日

71
工
場
周
辺
排
水
溝
浚
渫
の
件
（
稟
議
書
）

n
「
水
質
汚
濁
」
と
は
何
か
？

73
廃
水
管
理
委
員
会
規
定
制
定
の
件
（
稟
議
書
）

74
五
・
六
期
ア
ル
デ
ヒ
ド
装
置
廃
液
処
理
工
事
の
件
（
稟
議
書
）

一
九
五
八
年
七
月
二
二
日

一
九
五
九
年
―
一
月
一
九
日

〔
工
場
排
水
の
分
析
〕

76
醗
酸
課
排
水
中
の

H
g
濃
度
に
就
い
て

n
工
場
排
水
分
析
結
果
御
通
知
の
件

78
水
俣
工
場
に
於
け
る
排
水
処
理
施
設
の
説
明
一
九
五
九
年
二
月
一
五
日

79
工
場
排
水
処
理
基
本
方
針

一
九
五
九
年
―
一
月
九
日

一
九
五
九
年
―
一
月
一

0
日

一
九
五
八
年
八
月

日

一
九
五
八
年
六
月
二
八
日

70
ア
ル
デ
ハ
イ
ド
装
置
廃
液
処
理
配
管
工
事
の
件
（
稟
議
書
）

団
ア
ル
デ
ヒ
ド
装
置
廃
水
処
理
工
事
の
件
（
稟
議
書
）

第
一
節

排
水
処
理

第
二
章
チ
ッ
ソ
株
式
会
社

〔
活
動
日
誌
〕

66
市
民
の
皆
様
へ

67
市
県
民
税
減
免
に
つ
い
て
の
お
願
い

68
会
社
要
求
案

65 

第
五
節
水
俣
市
鮮
魚
小
売
商
組
合

一
九
五
七
年
六
月
三

8

一
九
五
九
年

一
九
五
九
年

一
九
五
九
年
六
月
一
四
日

一
九
五
九
年
五
月
二
五
日
1

九
月
八

8

二
0
五

二
0
四

二
0

二
0
0

一
九
九

一
九
六

＿
九
五

一
九
四

一
九
四

一
九
三

二
0
ニ

二
0
三

一九 ＿九 一
八
九
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〔
工
場
排
水
の
水
質
調
査
に
関
す
る
件
〕

81
水
俣
工
場
の
排
水
に
つ
い
て

82
〔
排
水
浄
化
装
置
竣
工
式
出
席
へ
の
礼
状
〕

83
工
場
排
水
分
析
値

(A)
ア
ル
デ
ヒ
ド
装
置

水
俣
病
対
策

患
者
・
漁
民
関
係

85
〔
回
答
書
〕

86
〔
回
答
書
〕

87
〔
回
答
書
〕

88
〔
回
答
書
〕

89
〔
回
答
書
〕

90
〔
回
答
書
〕

91
協
約
書

92
斡
旋
案
に
対
す
る
回
答

93
契
約
書

94
契
約
書

95
契
約
書

96
契
約
書

97
覚
書

98
水
俣
に
於
け
る
漁
業
補
償
の
沿
革

99
〔
要
望
事
項
に
就
い
て
の
回
答
〕

Ioo
〔
排
水
中
止
の
要
求
に
対
す
る
回
答
〕

101
〔
水
俣
病
の
原
因
に
つ
い
て
〕

第
二
節

84 80 

一
九
五
九
年
―
一
月

〔
一
九
五
九
年
―
-
＿
月
〕

〔
＿
九
五
九
年
〕

一
九
五
七
年
―

I

月
二
五
8

一
九
五
七
年
五
月
二
七
日

一
九
五
九
年
八
月
―
―
一
日

一
九
五
九
年
八
月
＝
＝
一
日

一
九
五
九
年
八
月
＿
七
日

一
九
五
九
年
八
月
一
九
日

一
九
五
九
年
八
月
二
九
日

＿
九
五
九
年
八
月
二
九
日

一
九
五
九
年
八
月
―
―
1
0
8
 

一
九
五
九
年
八
月
＝
二
0
日

一
九
五
九
年
九
月

一
九
五
九
年
一

0
月ニ――
-
8

一
九
五
九
年
一

0
月
三
一
日

一
九
五
九
年
―
一
月
二
八
8

一
九
五
九
年
八
月
三
0
8

一
九
五
九
年
八
月
一
J!O
日

一
九
五
七
年
六
月

日

一
九
五
九
年
―
二
月
二
六
日

一
九
五
九
年
―
一
月
一
＿
六
日

言~ ~ ニ
ニ
五

二
二
五

ニ
ニ
五

ニ
ニ
七

ニ
ニ
八

ニ
ニ
八

ニ
ニ
九

ニ
ニ
九

ニ
ニ
九

ニ―
110

言言言
二
三
八

二
三
九

二
三
九 夏

二
0
七

二
0
六

111 

一
九
五
九
年
―
二
月
二
五
日

一
九
五
九
年
＿
二
月
二
五
日

一
九
五
九
年
―
二
月
三
0
日

一
九
五
九
年
―
二
月
=
1
0
 8
 

一
九
五
九
年
―
二
月
一
―
-
O
B

行
政
関
係

107
水
俣
湾
岸
奇
病
の
研
究
に
関
す
る
件

108
水
俣
病
に
対
す
る
当
社
の
見
解

109
熊
大
鰐
淵
学
長
訪
問
懇
談
の
件

IIO
奇
病
現
地
連
絡
協
議
会
準
備
会
に
出
席
方
依
頼
に
関
す
る
件

一
九
五
八
年
七
月
一
四
日

一
九
五
八
年
七
月

一
九
五
八
年
一

0
月
二
五
日

111
奇
病
現
地
連
絡
協
議
会
準
備
会
御
報
告
の
件
一
九
五
九
年
二
月
二
日

112
所
謂
有
機
水
銀
説
に
対
す
る
工
場
の
見
解
一
九
五
九
年
七
月

113
県
議
会
水
俣
病
対
策
特
別
委
員
会
に
於
る
工
場
長
挨
拶

一
九
五
九
年
八
月
五
日

114
厚
生
省
食
品
衛
生
調
査
会
水
俣
食
中
毒
特
別
部
会
委
員
会
議
事
録

103
覚
書

104
契
約
書

105
覚
書

loo
了
解
事
項

101
契
約
書

一
九
五
九
年
九
月
八
日

115
有
機
水
銀
説
の
納
得
し
得
な
い
点
（
要
約
）

116
西
田
栄
一
電
報
（
水
俣
工
場
宛
）

117
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
樹
脂
製
造
用
水
銀
使
用
報
告
書 一

九
五
九
年
九
月
一
マ
八
日

＿
九
五
九
年
九
月
二
八
日

一
九
五
九
年
一

0
月
七
日

118
有
機
水
銀
説
見
解
書
の
件

119
有
機
水
銀
説
見
解
の
件

120
水
銀
説
に
対
す
る
見
解
書
の
件

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
用
水
銀
使
用
状
況
一
九
五
九
年
一

0
月
二
四
日

一
九
五
九
年

1
0
月＝＝―-日

一
九
五
九
年
一

0
月＝＝―-日

一
九
五
九
年

1
0
月
二
四
日

一
九
五
九
年
二
月
六
日

二七 二
七 二

六
九

二
六
九

二
六
七

戻 二六
0

二
五
七

二
五
五

二
五
四

ニ
四
七

二
三
九

ニ
四
二

ニ
四
三

ニ
四
三

二五
l

-

l

二
七
二

二
七
二

ニ四 ニ四
0
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134
営
業
会
議
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
／
ま
た
れ
る
有
機
の
増
産

一
九
五
六
年

l
0
月

1
0
日

水
俣
工
場
技
術
部

127
字
工
場
廃
水
、
魚
介
類
等
分
析
デ
ー
タ
〕

128
水
俣
病
研
究
資
料

129
有
機
水
銀
検
出
試
験
に
関
す
る
件

二
水
俣
工
場
附
属
病
院

130
水
俣
奇
病
に
関
す
る
調
査

〔
水
俣
病
研
究
メ
モ
〕

水
俣
工
場
新
聞

一
九
五
九
年
―
一
月
一

0
日

一
九
五
七
年

l

〔
一
九
五
九
年
〕

132
営
業
会
議
ル
ボ
ル
タ
ー
ジ
ュ
／
急
が
れ
る
ニ
ボ
リ
ッ
ト
の
増
産

133
営
業
会
議
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
／
注
目
さ
れ
る
ア
セ
テ
ー
ト
の
販
売

一
九
五
七
年
四
月
一

0
8

~ 
＝
＝
二
九

三
三
〇

言

148 

一
時
金
三
千
五
百
万
円
／
漁
業
補
償
紛
争
よ
う
や
く
妥
結
／
斡
旋
委

147
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
／
千
五
百
屯
工
事
進
捗
／
十
月
末
完
成
の
予
定

一
九
五
六
年
七
月
五
日

一
九
五
九
年
四
月
一

O
B

144
重
油
ガ
ス
化
を
増
強
／
電
解
法
と
の
比
重
が
逆
転
／
オ
ク
タ
ノ
ー
ル

も

五

百

屯

増

設

＿

九

五

九

年

四

月

1
0
日

145
漁
業
補
償
引
上
な
ど
要
求
／
漁
民
三
百
余
人
工
場
ヘ
デ
モ

一
九
五
九
年
八
月
一

0
日

141
水
俣
病
／
有
機
水
銀
説
を
批
判
／
県
議
会
特
別
委
員
会
で
／
工
場
の

見
解
を
表
明

一
九
五
九
年
八
月
＿

0
日

一
九
五
九
年
八
月
一

0
日

第
四
節

131 

月

； 

を

； 

第
三
節

一
五
五
九
年
―
一
月
一
＿

□

日

〔
一
九
五
九
年
ご
一
月
〕

〔
一
九
五
七
年
〕

一
九
五
九
年
五
月

=-
＿
o-

一
九
五
八
年
の
回
顧

二
九
七

社
内
研
究

一
九
五
八
年
八
月
一

0
日

140"
水
質
汚
濁
＂
と
は
？
（
そ
の
二
）

141
八
幡
埋
立
地
に
築
堤
／
七
万
五
千
坪
を
か
さ
上
げ

一
九
五
八
年
九
月
一

0
日

一
九
五
八
年
―
二
月
＿

0
日

一
九
五
九
年

l

125
工
場
排
水
の
水
質
調
査
に
関
す
る
件

126
御
参
考
ま
で
に

月

1
0
日

ー4
 

143
営
業
会
議
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
／
景
気
上
昇
期
に
向
い
販
売
面
の
伸
長

二
九
六

二
九
四

122
水
俣
病
原
因
物
質
と
し
て
の
「
有
機
水
銀
説
」
に
対
す
る
見
解
（
第
一

報

）

＿

九

五

九

年

一

0
月

123
水
俣
病
原
因
物
質
と
し
て
の
「
有
機
水
銀
説
」
に
対
す
る
見
解

一
九
五
九
年
一

0
月

．
一
九
五
九
年
＿
一
月
―

-
8

ニ
八
三

二九ー――

一
九
五
七
年
一

0
月一

0
日

一
九
五
八
年
四
月
一

0
日

一
九
五
八
年
七
月
一

0
日

131
水
俣
の
市
民
税
／
従
業
貝
一
人
当
り
六
、
八
四
六
円
／
全
体
の
五
割

を

負

担

一

九

五

八

年

七

月

一

0
日

旧
”
水
質
汚
濁
“
と
は
？
（
そ
の
一
）
／
廃
水
管
理
は
な
ぜ
必
要
か

124
水
俣
病
因
究
明
問
題
と
工
場
排
水
問
題
に
関
す
る
件

137
営
業
会
議
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
／
輸
出
に
よ
る
販
路
の
拡
大

136
営
業
会
議
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
／
苦
し
い
上
半
期
な
お
つ
づ
く
不
況

二
七
五

135
営
業
会
議
ル
ボ
ル
タ
ー
ジ
ュ
／
不
況
突
破
に
背
水
の
陣

! 三
三
四

三
三
七

三
三
八

三
四
〇

三
四
0

三
四
＿

三
四
二

三
四
二

三
四
二

三
四
四

=・ 
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員
会
案
を
の
む

149
水
銀
と
は
と
ん
で
も
な
い
／
水
俣
病
に
日
化
協
の
り
だ
す

150
水
俣
病
／
原
因
は
旧
軍
需
物
資
？
／
“
水
銀
は
犯
人
で
は
な
い
“
/

来

水

の

吉

岡

社

長

語

る

一

九

五

九

年

一

0
月一

0
日

151
営
業
会
議
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
／
売
上
百
億
を
努
力
目
標
に

152
樹
脂
薬
品
部
の
現
状
(
―
-
）
／
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
／
当
社
が
独
占
の
か
た

153
水
俣
病
／
許
さ
れ
ぬ
漁
民
の
暴
力
／
だ
が
従
業
員
は
冷
静
慎
重
に
／

西
田
工
場
長
態
度
を
表
明

154
水
俣
病
／
県
樵
連
と
漸
く
和
解
／
一
時
金
三
千
五
百
万
円
、
立
上
り

融
資
六
千
五
百
万
円
／
知
事
調
停
案
を
呑
む
一
九
五
九
年
―
二
月
二
0
日

第
三
章

水
俣
市

155
保
護
記
録
（
抄
）

156
保
護
記
録
（
抄
）

157
保
護
記
録
（
抄
）

158
奇
病
発
生
源
に
つ
い
て
の
一
考
察

159
〔
魚
類
の
販
売
禁
止
措
置
に
つ
い
て
〕

160
奇
病
実
態
調
査
表

一
九
五
九
年
九
月
一

0
日

一
九
五
九
年
一
0
月
一
0
8

一
九
五
九
年
一
0
月
一
0
8

一
九
五
九
年
一

0
月一

0
日

一
九
五
九
年
一
一
月
一

0
日

一
九
五
七
年
匹
月
八
日

＿
九
五
七
年
八
月
一
四
日

一
九
五
七
年
―
一
月
一

日

一
九
五
六
年
一

0
月
七
日
1
一
九
五
八
年
一
一
月
二
八
8

9ヽ 六
〇

五六

一
九
五
六
年
六
月
ニ
―
＿
日
1
-
九
六
四
年
八
月
ニ
ニ
8

国
・
県
・
市

一
九
五
六
年
五
月
一
四
日
！
九
月

8
 、

9
,
・
V
.
t
`
`
d
`
7
.
f
••• 

i
i
t
'
r
,
 ．． 
9

・

:

；;＇

.

.
r
L
9
,
9
、
・
し
9
,
＂・・9.9‘,90、99・

三
四
四

―-＿四五

三
四
七

三
四
八

l

-

＿四九

三
四
九

・
三
五
0

三
五
ニ

三
五
三

一
九
五
九
年
六
月

日

一
九
五
九
年
六
月
―

1
0
日

161
貴
工
場
在
職
奇
病
罹
災
者
の
退
職
に
伴
う
子
弟
の
就
職
方
依
頼
に
つ

〔
一
九
五
七
年
―
一
月
三
0
日〕

〔
一
九
五
七
年
―
二
月
〕

〔
一
九
五
七
年
〕

164
水

俣

市

漁

獲

高

調

、

165
水
俣
奇
病
に
関
す
る
請
願
書

166
水
俣
病
に
関
す
る
陳
情
書

167
奇
病
に
よ
る
沿
岸
漁
業
不
振
者
の
世
帯
更
生
資
金
借
入
申
込
調
書

＿
九
五
八
年
八
月
九
日

一
九
五
八
年
九
月
ー
ニ
日

一
九
五
九
年
七
月
＿

168
水
俣
奇
病
に
対
す
る
請
願
書

169
水
俣
奇
病
対
策
に
つ
い
て

170
水
俣
病
に
つ
い
て
の
陳
情
書

171
水
俣
病
発
生
と
そ
の
対
策

172
水
俣
病
に
対
す
る
請
願

173
保
護
記
録
（
抄
）
＿
九
五
九
年
八
月
六

8
ー
一
九
六
一
ー
一
年
五
月
四
日

174
漁

民

対

日

窒

紛

争

記

録

〔

一

九

五

九

年

九

月

〕

175
水

俣

病

関

係

経

理

一

覧

表

〔

一

九

五

九

年

一

0
月〕

176
水

俣

病

に

関

す

る

資

料

一

九

五

九

年

1
0
月

lTI
水

俣

病

患

者

並

ぴ

に

援

護

状

況

一

九

五

九

年

一

0
月

178
水
俣
市
に
於
け
る
生
活
困
窮
者
並
に
生
活
保
護
法
適
用
状
況

119
対
馬
漁
業
調
査
報
告
書
（
抄
）

180
特
別
事
由
に
よ
る
特
別
の
財
政
需
要

一
九
五
八
年

1
0
月
一
七
日

一
九
五
八
年
―
一
月
五
日

〔
一
九
五
九
年
一

0
月〕

一
九
五
九
年
ご
＿
月
二
二
日

〔
一
九
五
九
年
〕

163
奇
病
世
帯
の
世
帯
更
生
資
金
貸
付
希
望
額
調

162
〔
熊
本
県
総
評
の
申
し
入
れ
に
対
す
る
回
答
〕

一
九
五
八
年
六
月
一
―
―
―
-
8

い
て

一
九
五
七
年
―
一
月
二
六
日

三
八
九

三
九
二

三
九
二

三
九
四

三
九
五

三
九
五

三
九
八 八六

三
七
三

I

-

＿七五

三
七
八

三
七
九

三
八
〇

三
八
二

三
八
二

三
八
五 公 ハ

四
六 9ヽ

し

ヽ

ゞ
‘
~
~



X 

ニ
，
水
俣
市
議
会

181
昭
和
三
一
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

182
昭
和
三
一
年
第
四
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

183
水
俣
病
対
策
委
員
会
日
誌
（
抄
）

一
九
五
七
年
―
―
―
月
＿

一
九
五
九
年
八
月
二
六
日

一
九
五
九
年
八
月
二
六
8

一
九
五
九
年
ー
ニ
月
一
六
8

日
1

一
九
五
九
年
―
二
月
ニ
―
日

184
昭
和
一
二
二
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

185
奇
病
に
関
す
る
件

186
昭
和
三
三
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

187
水
俣
奇
病
に
関
す
る
陳
情
書

188
昭
和
三
三
年
第
四
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

189
昭
和
一
＿
＿
三
年
第
六
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

190
昭
和
三
三
年
第
六
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

191
昭
和
三
四
年
第
三
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

191
漁
業
対
策
委
員
会
（
斡
旋
委
員
会
）
記
録

193
昭
和
一
二
四
年
第
四
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

194
昭
和
一
二
四
年
第
四
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

195
漁
業
対
策
委
員
会
報
告
害

196
水
俣
病
対
策
に
つ
い
て
の
決
議
文

197
昭
和
三
四
年
第
六
回
市
議
会
定
例
会
（
抄
）

三
水
俣
漁
業
被
害
補
償
斡
旋
委
員
会

198
〔
第
一
次
斡
旋
案
〕

199
斡
旋
案

100
斡
旋
案
を
提
示
す
る
に
当
っ
て

一
九
五
七
年
一
＿
一
月
一
八
日

一
九
五
七
年
―
一
月

一
九
五
八
年
―
―
一
月
一
四
日

一
九
五
八
年
九
月
二
＿
8

一
九
五
八
年
九
月
―
―
1
0
日

一
九
五
八
年
―
二
月
一
五
8

一
九
五
八
年
―
二
月
一
九
B

＿
九
五
九
年
七
月
＝
＿
日

一
九
五
九
年
八
月

一
九
五
九
年
九
月
二
五
日

一
九
五
九
年
九
月
二
八
日

〔
一
九
五
九
年
九
月
〕

一
九
五
九
年
ー
一
月
五

8

〔
一
九
五
九
年
八
月
〕

一
九
五
六
年
九
月
八

8

一
九
五
六
年
―
―
一
月
一
九
8

四
五
六

四
五
五

四
五
四

四
四
六

四
四
五

四
四
三

四
四

四
三
七

四
二
六

四
ニ
ニ

四
二
三

四 四
一
八

四
＿
七

四
一
六

四
＿
四

四

0
六

四

0
三

四
〇

四

0
0

一
九
五
六
年
八
月
三
日

216
熊
本
県
衛
生
部
長
電
報
（
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
防
疫
課
長
宛
）

熊
本
県

215
水
俣
市
字
月
浦
附
近
に
発
生
せ
る
小
児
奇
病
に
つ
い
て

第
三
節

熊
本
県

第
二
節
そ
の
他
の
町
村

一
九
五
六
年
五
月
四
日

一
九
五
九
年
八
月
一
三
B

一
九
五
九
年
八
月
＝
H
-
日

一
九
五
九
年
八
月
二
九
8

一
九
五
九
年
九
月
四

8

＿
九
五
九
年
九
月
一
七
日

一
九
五
九
年
九
月
＿
八
日

201
要
望
書

202
津
奈
木
村
臨
時
議
会
会
議
録
（
抄
）

203
漁
業
問
題
特
別
委
員
会
会
議
録

204
漁
業
問
題
特
別
委
員
会
記
録
（
抄
）

205
水
俣
病
に
伴
う
近
海
の
影
響
に
つ
い
て

206
陳
情
書

207
熊
本
県
芦
北
郡
津
奈
木
村
の
水
俣
病
発
生
に
伴
う
漁
業
被
害
対
策
に

関

す

る

請

願

書

一

九

五

九

年

九

月

二

五

日

208
漁
業
問
題
特
別
委
員
会
会
議
録
（
抄
）
一
九
五
九
年
九
月
＝
＝
0
日

209
漁
業
被
害
対
策
特
別
委
員
会
会
議
録
一
九
五
九
年
一

0
月
―
―
―
日

210
〔
水
俣
病
対
策
村
民
大
会
記
録
〕
〔
一
九
五
九
年

1
0
月
六
日
〕

211
津
奈
木
村
水
俣
病
対
策
特
別
委
員
会
会
議
録
一
九
五
九
年
一

0
月
＿
二
日

212
要

望

書

一

九

五

九

年

―

一

月

二

日

213
水
俣
奇
病
に
対
す
る
芦
北
町
議
会
決
議
一
九
五
九
年
―
一
月
―
二
日

214
昭
和
三
四
年
第
七
回
芦
北
町
議
会
定
例
会
会
議
録
（
抄
）

一
九
五
九
年
ご
一
月
＝
＿
五
日

四
七
四

四
七
三

四
七
0

四七
0

四
六
九

四
六
八

四
六
五

四六 四六 四六 四
六
〇

四
六
〇

四
五
九

四
五
八

四
五
七

四
五
七
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218
水
俣
市
漁
業
協
同
組
合
漁
業
被
害
対
策
委
員
会
の
発
足
に
つ
い
て

220
復
命
書

221
奇
病
対
策
連
絡
会
（
第
一
回
）

122-
＝
好
礼
治
書
簡
（
静
岡
県
・
飯
塚
小
介
宛
）

223
奇
病
対
策
連
絡
会
設
置
要
綱
並
ぴ
に
審
議
員
の
決
定
に
つ
い
て

214
貝
中
毒
に
対
す
る
措
置
概
要
に
つ
い
て

225
復
命
書

216
水
俣
市
に
お
け
る
奇
病
発
生
に
伴
う
漁
業
対
策
要
望
書

〔
研
究
連
絡
会
〕

131 133
〔
七
月
二
四
日
水
俣
奇
病
連
絡
会
〕

134
水
俣
市
奇
病
対
策
打
合
会
概
要

一
九
五
七
年
二
月
―

1
0
日

一
九
五
七
年
二
月

一
九
五
七
年
―
―
―
月
〔
＿
＿
―
-
日
〕

一
九
五
七
年
一
一
一
月
〔
―

1
0
日〕

一
九
五
七
年
三
月
二
三
日

一
九
五
七
年
三
月

一
九
五
七
年
四
月
四

B

227
〔
厚
生
科
学
研
究
班
第
二
回
報
告
会
〕

228
水
俣
奇
病
に
関
す
る
速
報
に
つ
い
て

229
〔
廃
水
に
つ
い
て
〕

230
水
俣
市
に
於
け
る
奇
病
発
生
に
伴
う
危
険
区
域
で
の
操
業
自
粛
に
つ

い
て

一
九
五
七
年
四
月
四
日

一
九
五
七
年
四
月
二
0
日

一
九
五
七
年
七
月
二
四
H

一
九
五
七
年
七
月
一
―
1
0
日

231
水
俣
市
に
お
け
る
奇
病
（
猫
）
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

一
九
五
七
年
三
月
二
六
日

一
九
五
七
年
―
二
月
―
-
＝
日

一
九
五
七
年
―
―
・
一
月
一
五
日

四
九
三

四
九
三

四
九

四
九 四

九
〇

四
九
〇

四
八
九

四
八
八

四
八
四

四
八
三

四八一＿―

四
八

一
九
五
七
年
―
二
月
四
日

一
九
五
七
年
三
月
八
日

四
八

四八 四
七
九

四
七
六

119
水
俣
奇
病
に
関
す
る
調
査
研
究
の
経
過
に
つ
い
て

一
九
五
七
年
二
月
一
六
8

四
七
五

一
九
五
六
年
九
月
八
日

四
七
四

243
水
俣
奇
病
に
つ
い
て

244
復
命
書

245
水
俣
病
に
と
も
な
う
行
政
措
置
に
つ
い
て

246
奇
病
に
類
似
せ
る
患
者
の
調
査
に
つ
い
て

247
水
俣
奇
病
患
者
一
覧
表

碑
水
俣
奇
病

249
水
俣
湾
一
円
の
漁
獲
に
つ
い
て

250
水
俣
病
に
伴
う
漁
民
大
会
に
つ
い
て

251
〔
漁
民
大
会
要
旨
〕

252
〔
復
命
書
〕

253
事
務
連
絡

254
水
俣
湾
の
工
場
排
水
に
つ
い
て

255
水
俣
港
の
工
場
排
水
に
つ
い
て

256
復
命
書

四
水
俣
病
に
つ
い
て
の
陳
情
書

一
九
五
八
年
八
月
一
―
]
日

一
九
五
八
年
九
月
四

8

一
九
五
八
年
九
月
三
0
日

一
九
五
九
年
七
月
〔
七
日
〕

一
九
五
九
年
七
月
―
―
I-H

一
九
五
九
年
七
月
ニ
ー
日

一
九
五
九
年
七
月
二
二
日

一
九
五
九
年
六
月
一
一
五
日
五
一
七

＿
九
五
九
年
六
月
二
二
日

一
九
五
八
年
八
月

一
九
五
八
年
七
月
＝
二
日

一
日

．．
 

，． 

235
第
一
回
水
俣
奇
病
対
策
連
絡
会
（
概
要
）
一
九
五
七
年
七
月
ー
―
1
0
日

236
第
二
回
水
俣
奇
病
対
策
連
絡
会
（
概
要
）
一
九
五
七
年
七
月
ー
―
1
0
日

237
奇

病

患

者

に

つ

い

て

＿

九

五

七

年

八

月

八

日

238
水

俣

奇

病

対

策

打

合

せ

会

一

九

五

七

年

八

月

一

四

8

239
水
俣
地
方
に
発
生
し
た
原
因
不
明
の
中
枢
神
経
系
疾
患
に
と
も
な
う

行

政

措

置

に

つ

い

て

（

照

会

）

一

九

五

七

年

八

月

一

六

8

240
第
三
回
連
絡
会
の
結
果
報
告
に
つ
い
て
一
九
五
七
年
八
月
｝
九
8

241
復

命

書

一

九

五

七

年

八

月

ー

ニ

日

242
水
俣
奇
病
対
策
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
（
回
答
）

五
一
九

五
l

八

五
一
八

五
＿
七

五
＿
五

五
一
四

一
九
五
七
年
ニ
―
月
三
日

一
九
五
七
年
―
二
月
一
一
日

一
九
五
七
年
―
二
月
一
三
日

一
九
五
八
年
七
月
八
日

五
0
六

五
0
六

一
九
五
七
年
―
一
月
一
一
六
日

祁鵡峯

五五五
- - 0 
ニ ニ 八

＼ ？応虞疇‘り、 ゞ鱈以度 /t/ "('. ,l 

五＿一
t-

五
0
五

五
0
四

五
0
四

五
0
0

五
0
0

四
九
九

四
九
八

四
九
八

四
九
七

217
水
俣
市
に
お
け
る
原
因
不
明
脳
炎
様
疾
患
の
発
生
に
つ
い
て

四
九
六

心
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い
て

264
水
俣
病
対
策
特
別
措
置
法
要
綱
案

265
上
京
中
の
浜
崎
衛
生
部
長
よ
り
電
話
録
取

266
日
窒
が
水
俣
病
原
因
研
究
に
非
協
力
な
事
例

〔
一
九
五
九
年
一

0
月
二
六
日
〕

258
水
俣
病
に
関
す
る
調
査
依
頼
に
つ
い
て

259
水
俣
病
に
関
す
る
最
近
の
経
過

260
水
俣
病
綜
合
研
究
班
の
編
成
内
容
（
案
）
に
つ
い
て 一

九
五
九
年
八
月
＝
―

H

＿
九
五
九
年
八
月
三
0
日

一
九
五
九
年
九
月

161
食
品
衛
生
調
査
会
合
同
委
員
会
要
旨

261
水
俣
病
に
つ
い
て
の
陳
情
書

163
鮮
魚
介
類
の
生
産
流
通
面
へ
の
水
俣
病
の
影
響
に
つ
い
て
（
照
会
）

一
九
五
九
年
一
0
月
一
0
日

一
九
五
九
年
一

0
月
一
七
日

一
九
五
九
年
一

0
月
二
八
日

〔
一
九
五
九
年
一

0
月〕

167
水
俣
病
水
産
関
係
資
料

168
水
俣
病
関
係
経
費
一
覧
表

169
水
俣
病
に
関
す
る
最
近
の
経
過

170
水
俣
病
に
関
す
る
水
産
関
係
資
料

171
水
俣
病
関
係
漁
業
基
本
対
策

172
水
俣
病
発
生
に
伴
う
失
業
問
題
対
策
に
つ
い
て 一

九
五
九
年
一

0
月

一
九
五
九
年
一

0
月

一
九
五
九
年
―
一
月
五

8

一
九
五
九
年
―
一
月

一
九
五
九
年
―
二
月
二
二
日

一
九
五
九
年
ご
一
月
ニ
―
―
-
B

一
九
五
九
年
―
二
月

一
九
五
九
年
―
二
月

173
水
俣
病
対
策
（
衛
生
部
）

174
水
俣
病
に
関
す
る
資
料

175
水
俣
病
緊
急
対
策
事
業
計
画
書
（
第
一
次
案
）
〔
一
九
五
九
年
〕

二

水

俣

病

年

報

176
熊
本
県
水
俣
地
方
に
発
生
し
た
原
因
不
明
の
中
枢
神
経
系
疾
患
に
つ

一
九
五
七
年
四
月

一
九
五
九
年
一
0
月
六
日

五
四
六

五
四
四

五
四

五
四

五
四

五
四
〇

五
三
六

五
三
一

五一＝ニ

五
三
二

五
三
七

五
三
八

五
二
九

五
二
八

五
二
七

五
二
四

五
二
四

五 五二
0

278
熊
本
県
水
俣
湾
産
魚
介
類
を
多
量
に
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
る

食
中
毒
に
つ
い
て

195
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
開
催
会
議
録

196
昭
和
三
四
年
一

0
月
一

0
日
開
他
会
議
録

い
て

一
九
五
九
年
九
月
二
六
日

271
熊
本
県
水
俣
地
方
に
発
生
し
た
原
因
不
明
の
中
枢
神
経
系
疾
患
に
つ

一
九
五
八
年
八
月
―

-
B

一
九
五
九
年
一

0
月

一
九
五
七
年
―
―
―
月
八
日

一
九
五
七
年
九
月
三
0
日

一
九
五
八
年
三
月
一
四
日

一
九
五
八
年
九
月
二
九
日

一
九
五
九
年
九
月
二
八
日

一
九
五
九
年
九
月
二
八
日

一
九
五
九
年
―
一
月
五
日

一
九
五
九
年
＿
―
一
月
ー
ニ
日

一
九
五
九
年
―
二
月
二
二
日

一
九
五
九
年
九
月
一
四
日

熊
本
県
譲
会

279
昭
和
―
―
―
二
年
三
月
定
例
会
会
議
録
（
抄
）

280
昭
和
三
二
年
九
月
定
例
会
会
議
録
（
抄
）

281
昭
和
三
三
年
三
月
定
例
会
会
議
録
（
抄
）

282
昭
和
―
二
三
年
九
月
定
例
会
会
議
録
（
抄
）

283
昭
和
三
四
年
九
月
定
例
会
会
議
録
（
抄
）

284
意
見
書

285
要
請
書
し

286
昭
和
三
四
年
―
二
月
定
例
会
会
議
録
（
抄
）

287
昭
和
三
四
年
―
二
月
定
例
会
会
議
録
（
抄
）

四
熊
本
県
議
会
水
俣
病
対
策
特
別
委
員
会

288
昭
和
三
四
年
七
月
八
日
開
催
会
議
録
一
九
五
九
年
七
月
八
日

289
昭
和
三
四
年
七
月
一
三
日
開
催
会
議
録
＿
九
五
九
年
七
月
ニ
―

-a

別
昭
和
＿
―
-
四
年
七
月
二
二
日
開
催
会
議
録
一
九
五
九
年
七
月
二
二
日

291
昭
和
一
二
四
年
八
月
五
日
開
催
会
議
録
一
九
五
九
年
八
月
五
日

292
昭
和
三
四
年
八
月
―
一
日
開
催
会
議
録
一
九
五
九
年
八
月
―
一
日

293
昭
和
一
＿
＿
四
年
八
月
ニ
―
日
開
催
会
議
録
一
九
五
九
年
八
月
ニ
―
日

別
昭
和
三
四
年
九
月
一
四
日
開
催
水
俣
病
対
策
特
別
・
厚
生
労
働
常
任
・

経
済
常
任
合
同
委
貝
会
会
議
録

一
九
五
九
年
一

0
月一

0
日

ハ
＿
九

ハー五

六＿

o

ハ
0
七

六
0
四

五
九
八

五
九
五

五
九

五
九

五
八
六

五八
五八 五八 五

七
九

五
七
六

五
七
三

五
六
七

五
六
四

五
五
五

五
五
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第

五

節

国

第
四
節

そ
の
他
の
県

厚
生
省

303
調
停
案

304
調
停
案

305
不
知
火
海
漁
業
紛
争
調
停
の
経
過

306
調
停
案 五

〔
＿
九
五
七
年
匹
月

一
九
五
七
年
一
＿
一
月
六
日

〔
一
九
五
九
年
―
二
月
一
六
日
〕

＿
九
五
九
年
―
一
月
一
六
日

197
昭
和
三
四
年
一

0
月
二
六
日
開
催
会
議
録

198
昭
和
三
四
年
一

0
月――

1
0
日
開
催
会
議
録

199
国
会
調
査
団
を
囲
む
水
俣
病
対
策
協
議
会
記
録
（
速
記
）

一
九
五
九
年
一

0
月
三
0
日

一
九
五
九
年
―
一
月
一

日〕

300
昭
和
三
四
年
―
一
月
五
日
開
催
会
議
録

301
昭
和
三
四
年
―
一
月
一
六
日
開
催
会
議
録

301
昭
和
三
四
年
―
二
月
二
五
日
開
催
会
議
録

不
知
火
海
漁
業
紛
争
調
停
委
員
会

日

一
九
五
九
年
―
一
月
五
日

一
九
五
九
年
―
―
一
月
二
五
日

一
九
五
九
年
―
―
一
月
一
八
日

〔
一
九
五
九
年
＿
―
-
月
〕

一
九
五
九
年
ー
ニ
月
二
九
日

307
徳
田
正
敏
書
簡
（
細
川
一
宛
）

瑯
水
俣
病
猫
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
（
回
答
）

309
米
之
津
地
区
に
発
生
し
た
猫
の
奇
病
に
つ
い
て
報
告

〔
一
九
五
九
年
五
月
―
―
1
0
日〕

一
九
五
九
年
八
月
二
0
8

一
九
五
九
年
八
月
二
0
日

310
〔
熊
大
研
究
班
報
告
会
メ
モ
〕

311
水
俣
市
に
お
け
る
奇
病
に
つ
い
て

312
熊
本
県
水
俣
市
に
発
生
し
た
所
謂
奇
病
の
対
策
に
つ
い
て

一
九
五
七
年
―
]
月

一
九
五
九
年
一

0
月
二
六
日

ハ
六
七

ハ
六
五

＿ハ六四
公 ハ六

0

＿ハ六〇
ハ
五
八

六
五
八

ハ
五
七

六
五
六

ハ
五
三

＿ハ五五
一ハ五
0

＿ハニ九
ハ
ニ
七

六

一
九
五
九
年
一

0
月
六
日

一
九
五
九
年
九
月
二
六
日

一
九
五
七
年
四
月
五
日

一
九
五
七
年
五
月
ニ
―
日

313
〔
奇
病
対
策
の
打
合
せ
に
つ
い
て
〕

314
水
俣
奇
病
会
議

315
水
俣
地
方
に
発
生
し
た
原
因
不
明
の
中
枢
神
経
系
疾
患
に
と
も
な
う

行

政

措

置

に

つ

い

て

一

九

五

七

年

九

月

一

一

日

316
〔
総
評
及
び
熊
本
県
・
水
俣
市
よ
り
の
申
入
れ
に
つ
い
て
〕

一
九
五
七
年
一
＿
月
一
八
日

一
九
五
八
年
―
一
月
一

0
8

317
水
俣
病
に
つ
い
て

318
熊
本
県
水
俣
市
に
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
水
俣
病
の
研
究
成
果
及
び
そ

の

対

策

に

つ

い

て

＿

九

五

八

年

七

月

七

日

319
水
俣
奇
病
対
策
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
一
九
五
八
年
八
月
一
八
日

320
熊
本
県
水
俣
地
方
に
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
水
俣
奇
病
に
つ
い
て

一
九
五
八
年
＿

0
月
一
七
日

311
日
窒
水
俣
工
場
の
排
水
問
題
に
つ
い
て

312
水
俣
病
に
つ
い
て

313
水
俣
病
研
究
中
間
報
告

314
水
俣
湾
内
に
遺
棄
さ
れ
た
旧
軍
需
品
に
つ
い
て
調
査
録
取

一
九
五
九
年
九
月
=
1
0
日

一
九
五
九
年
一

0
月―

1
0
日

一
九
五
九
年
一

0
月
二
二
日

一
九
五
九
年
一

0
月一

1

-

―日

325
各
省
庁
水
俣
対
策
連
絡
協
議
会

326
水
俣
病
の
対
策
に
つ
い
て

327
水
俣
食
中
毒
に
対
す
る
緊
急
対
策

328
水
俣
食
中
華
対
策
に
関
す
る
各
省
連
絡
会
議
出
席
者
名
簿

一
九
五
九
年
―
一
月
―
一
日

一
九
五
九
年

l

一
月
五
日

329
水
俣
病
の
原
因
究
明
の
結
果
に
つ
い
て

330
食
品
衛
生
調
査
会
の
答
申

331
水
俣
奇
病
対
策
連
絡
協
議
会
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

一
九
五
九
年
＿
一
月
―
二
日

一
九
五
九
年
―
一
月
一

1

一日

ハ九
六
九 ＿ハ九 ハ九 ハ九 ハ九

六
八
九

六
八 ヽ

＼
ヽ 六八

0

ハ
七
九

ハ
七
八

ハ
七
五

ハ七
六
七 ＿ハ七

0

ハ
六
八

六
六
八
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333
熊
本
県
水
俣
市
に
発
生
し
た
奇
病
に
つ
い
て
一
九
五
八
年
八
月
一
八
日

334
水
俣
奇
病
綜
合
研
究
連
絡
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

335
食
品
衛
生
調
査
会
水
俣
食
中
毒
特
別
部
会
に
よ
る
水
俣
病
研
究
発
表

336
水
俣
奇
病
に
対
す
る
熊
本
県
漁
民
総
決
起
大
会
の
決
議
文
お
よ
び
不

知
火
海
水
質
汚
濁
防
止
対
策
委
員
会
よ
り
の
陳
情
書
の
提
出
に
つ
い

指
定
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て

347
水
俣
病
対
策
に
つ
い
て

て

一
九
五
九
年
―
一
月
二
0
日

一
九
五
八
年
一

0
月
二
0
日

一
九
五
九
年

1
0
月
二
八
日

〔
一
九
五
九
年
一

0
月〕

337
〔
企
業
局
工
業
用
水
課
メ
モ
（
抄
）
〕

338
工
場
排
水
の
分
析
依
頼
に
つ
い
て

339
水
俣
病
の
対
策
に
つ
い
て

340
水
俣
病
の
対
策
に
つ
い
て

341
工
場
排
水
の
水
質
調
査
報
告
依
頼
に
つ
い
て
一
九
五
九
年
二
月
一

0
日

342
水

俣

病

の

対

策

に

つ

い

て

一

九

五

九

年

二

月

―

1
0
8
 

343
塩

化

ビ

ニ

ー

ル

生

産

工

場

一

覧

元

五

九

烹

二

月

〕

344
ア
ル
デ
ヒ
ド
生
産
工
場
一
覧
一
九
五
九
年
〔
―
一
月
〕

345
水
俣
病
の
原
因
究
明
の
た
め
に
必
要
な
経
費
一
九
五
九
年

＿
九
五
九
年
―
一
月
二

8

一
九
五
九
年
―
一
月
一

0
8

一
九
五
九
年
―
一
月
一

0
日

そ
の
他
の
省
庁

346
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
指
定
水
域
の

一
九
五
九
年
＿
一
月
二
日

一
九
五
九
年
―
一
月
―

-
H

一
九
五
九
年
一

0
月
六
日

一
九
五
八
年
六
月
―
一
日

二

通

産

省

332
新

H
本
窒
素
肥
料
朦
水
俣
工
場
の
廃
水
に
つ
い
て

七
0
六

七
0
六

七
0
五

七
0
四

七
0
三

七
〇

七
〇

七
〇

七
〇

七
〇

六
九
九

ハ九八
＿ハ九七

ハ
九
五

六
九
五

ハ
九
四

ハ
九
四

359
第
一
一
三
回
国
会
参
議
院
社
会
労
働
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

一
九
五
八
年
九
月
一
八
日

七
五
四

358
第
二
九
回
国
会
参
議
院
社
会
労
働
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

一
九
五
八
年
六
月
二
匹
日
七
四
九

357
第
二
九
回
国
会
参
議
院
社
会
労
働
委
貝
会
会
議
録
（
抄
）

七
四
五

356
第
二
六
回
国
会
参
議
院
社
会
労
働
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

参
議
院

355
第
二
六
回
国
会
参
議
院
社
会
労
働
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

一
九
五
七
年
一
＿
一
月
七

8

一
九
五
七
年
九
月

I

二
日

七
三
九

に）

一
九
五
九
年
一
＿
月
―
二
日

352
第
三
三
回
国
会
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

一
九
五
九
年
―
一
月
ニ
―
-
8

3
5
3熊
本
県
水
俣
市
周
辺
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
水
俣
病
」
に
関
す
る
資
料
~

354
第
―
―
一
三
回
国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

一
九
五
九
年
―
二
月
二

8

七
二
九

一
九
五
九
年
＿
一
月
一
六
8

七
二
五

351
第
一
一
＿
三
回
国
会
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

（一）

349
水
俣
病
の
経
過
と
対
策

衆
議
院

四

国

会

一
九
五
九
年
―
一
月
一
九
日

一
九
五
九
年
―
二
月
五
日

350
第
三
一
一
回
国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
貝
会
会
議
録
（
抄
）

一
九
五
九
年
一

0
月
一
＿
二
日

348
水
俣
病
に
関
す
る
総
合
的
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

七
二
三

七二
0

七＿

o

七
0
七

七
0
七
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368
水
俣
病
研
究
報
告
要
旨

364
水
俣
地
方
に
発
生
せ
る
原
因
不
明
の
中
枢
神
経
系
疾
患
に
関
す
る
中

問

報

告

〔

一

九

五

六

年

―

一

月

―

―

―

日

〕

365
新
日
窒
工
場
に
対
し
て
提
出
を
求
め
る
資
料

366
〔
水
俣
病
原
因
に
つ
い
て
の
報
告
〕

367
主
と
し
て
病
理
学
的
に
み
た
水
俣
病
の
原
因
に
つ
い
て
の
観
察

第
二
節

361 
第
一
節

第
四
章

熊
本
大
学
医
学
部
研
究
班

〔
一
九
五
九
年
五
月
〕

＿
九
五
九
年
七
月
ニ
―
一
日

一
九
五
九
年
八
月
―

1
0
日

＿
九
五
九
年
七
月
一
四
日

363
〔
細
川
一
報
告
書
〕

八
＿
九

八

0
九

八

0
九

八

0
八

七
九
九

一
九
五
六
年
八
月
二
九
日
七
九
五

一
九
五
六
年
五
月
二
八
日
1
＿
九
五
九
年
六
月
一
＿
一
日
七
七
四

研
究
機
関
等

水
俣
市
奇
病
対
策
委
員
会

〔
水
俣
市
奇
病
対
策
委
員
会
日
誌
〕

一
九
五
九
年
―
一
月
一
九
8

七
六
八

361
第
三
三
回
国
会
参
議
院
社
会
労
働
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

＿
九
五
九
年
―
一
月
六
日
七
六
〇

360
第
三
三
回
国
会
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
会
議
録
（
抄
）

一
九
五
九
年
九
月
八
日

七
五
六

第
六
節
そ
の
他

376
〔
細
川
一
ノ
ー
ト
〕
（
抄
）

I

第
五
節

第
三
節

細
川

厚
生
省
厚
生
科
学
研
究
班

369
熊
本
県
水
俣
地
方
に
発
生
し
た
一
中
枢
神
経
系
疾
患
に
関
す
る
調
査

研

究

一

九

五

七

年

一

月

二

五

日

370
熊
本
県
水
俣
地
方
に
発
生
し
た
一
中
枢
神
経
系
疾
患
に
関
す
る
調
査

研
究
報
告
書
（
記
述
要
領
案
）

371
熊
本
県
水
俣
地
方
に
発
生
し
た
奇
病
に
つ
い
て

372
熊
本
県
水
俣
地
方
に
発
生
し
た
中
枢
神
経
系
疾
患
に
関
す
る
疫
学
的

臨

床

的

研

究

〔

一

九

五

七

年

七

月

〕

373
熊
本
県
水
俣
地
方
に
発
生
し
た
奇
病
に
関
す
る
厚
生
科
学
研
究
班
の

調
査
研
究
成
績
に
つ
い
て
（
第
二
報
）

374
水
俣
市
地
先
漁
場
に
お
け
る
生
物
・
水
質
・
底
質
等
の
調
査
概
報

一
九
五
八
年
一

0
月

375
不
知
火
海
の
概
要
と
水
俣
調
査
中
間
報
告

377
水
俣
湾
内
外
の
水
質
汚
濁
に
関
す
る
研
究

378
遠
城
寺
宗
知
書
簡
（
大
島
一
郎
宛
）

379
カ
ー
ラ
ン
ド
書
簡
（
武
内
忠
男
宛
）

第
四
節

熊
本
県
水
産
試
験
場

一
九
宜
九
年
―
―
一
月
一

0
8

九
二

0

一
九
五
九
年
―
一
月
一
六
日
九
一
九

一
九
五
九
年
一
一
月
一

0
8

一
九
万
六
年
1
五
九
年

一
九
五
七
年
―
―
一
月
＝
＿

0
日

〔
一
九
五
七
年
＿
二
月
〕

一
九
五
九
年

九
一
五

八
八
〇

八
五
八

八
四
九

八
四
六

八
四
五

八
三
二

八
三
三

八
二
七
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新
日
本
窒
素
労
働
組
合

387
漁
民
に
対
す
る
ピ
ケ
反
対
／
各
門
は
平
常
通
り
通
行
で
き
る
（
新
日
窒

労

線

ニ

ュ

ー

ス

）

一

九

五

九

年

八

月

一

九

日

388
漁
民
問
題
に
対
す
る
組
合
の
態
度
決
定
（
新
日
窒
労
組
ニ
ュ
ー
ス
）

一
九
五
九
年
八
月
二
0
日

一
九
五
九
年
―
一
月
三

8

389
我
々
は
暴
力
を
否
定
す
る

390
今
次
漁
民
問
題
に
対
す
る
／
組
合
の
正
式
態
度
決
定
／
昨
日
団
交
を

第
二
節
労
働
団
体

〔
一
九
五
九
年
―
二
月
〕

386
水
俣
病
闘
争
の
当
面
の
問
題
点
と
今
後
の
方
向 一

九
五
九
年
―
二
月
＝
＿
日

385
水
俣
病
罹
病
者
等
の
援
護
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
要
綱

第
一
節
政
党

第
五
章
各
種
団
体

381 
M
I
N
A
M
A
T
A
 D
I
S
E
A
S
E
 

380
カ
ー
ラ
ン
ド
書
簡
（
石
黒
理
兵
衛
宛
）

一
九
五
九
年
―
二
月
ニ
ニ

8

〔
一
九
五
九
年
〕

一
九
五
七
年
―
一
月
一
七
日

一
九
五
九
年

l

一
月
一
八
日

382
水
俣
市
奇
病
対
策
の
件

斑
水
俣
病
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

384
水
俣
病
防
止
の
た
め
の
危
険
海
域
の
指
定
憔
獲
禁
止
並
び
に
漁
獲
禁

止
に
伴
う
損
失
補
償
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
要
綱
（
案
）

一
九
五
九
年
＿
二
月
＝
＿
日

九
三
三

九
三
四

九
三
四

九
二
九

九
二
八

九
二
七

九
二
六

九
二
六

九 九
二

0

地
域
ミ
ニ
コ
ミ
紙

水
俣
タ
イ
ム
ス

399
汚
水
が
怪
し
い
／
住
民
は
不
安
に
戦
＜

400
奇
病
の
そ
の
後
／
実
際
患
者
は
百
名
以
上

＿
九
五
六
年
＿
―
-
月
一

0
日

九

四

六

〔
一
九
五
六
年
―
一
月
〕

九
四
五

〔
一
九
五
六
年
＿
一
月
〕

397
月
浦
に
猫
系
マ
ヒ
病
発
生

398
恨
ま
れ
る
会
社
／
水
俣
の
奇
病
は
中
毒
性
の
も
の

一
九
五
六
年
五
月
二
＝
日

第
一
節

第
六
章

一
九
五
九
年
―
一
月
九

B

396
工
場
廃
水
停
止
処
置
反
対
請
願
〕
（
熊
本
県
知
事
、
熊
本
県
漁
連
宛
）

第
四
節

395
水
俣
病
原
因
に
就
て

第
三
節

そ
の
他
の
団
体

日
本
化
学
工
業
協
会

そ
の
他

394
水
俣
奇
病
対
策
に
つ
い
て
の
申
入
れ

391
決
議
文

391
会
社
の
石
頭
依
然
変
ら
ず
／
漁
業
問
題
と
一
時
金
を
／
天
び
ん
に
か

け
る
な
＂
~
（
さ
い
れ
ん
）

一
九
五
九
年
ご
＿
月
五
日

一
九
五
七
年
一

0
月
一
五
8

一
九
五
九
年
九
月

393
精
力
的
に
／
徹
夜
団
交
を
行
う
／
一
時
金
団
交
は
中
断
（
さ
い
れ
ん
）

一
九
五
九
年
―
一
月
二
六
日

も
っ
て
会
社
に
申
入
れ
（
さ
い
れ
ん
）

一
九
五
九
年
―

I

月

六

日

一
九
五
九
年
―
一
月
五
日

九
四
五

九
四
五

九
三
四

九
三
五

九
三
七

九
三
七

九
三
八

九
四
三

九―
1
1
1
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417
今
年
は
ど
う
な
る

401
精
神
病
院
行
も
あ
る

402
君
子
危
き
に
近
よ
ら
ず
／
漁
組
漁
拷
見
合
わ
せ
を
要
請

一
九
五
七
年
二
月
―
一
日

価
廃
水
浄
化
を
要
請
の
漁
民

406
猫
マ
ヒ
病
双
子
島
で
発
生
／
イ
ワ
シ
子
も
危
い

一
九
宜
七
年
二
月
―

-
8

407
奇
病
様
々
？
／
魚
は
敬
遠
さ
れ
る

408
解
明
さ
れ
ぬ
奇
病
の
謎
／
市
民
の
不
安
は
増
大
す
る
一
方

一
九
五
七
年
四
月
二
七
8

一
九
五
七
年
五
月
二
五
日

一
九
五
七
年
七
月
七
日

411
奇
病
は
何
日
解
決
す
る
？

412
海
軍
施
設
部
は
奇
病
と
関
係
な
し

413
奇
病
は
ど
う
な
る
？
二
／
功
名
と
派
閥
の
争
い

一
九
五
七
年
九
月
二
七
日

一
九
五
七
年
一

0
月
二
五
H

一
九
五
七
年
一

0
月
二
五
日

414
水
俣
の
時
事
問
題

415
漁
業
転
換
は
難
航
／
水
俣
海
域
の
不
漁
対
策
一
九
五
七
年
＿
二
月
＿
四
日

416
漁
場
を
失
っ
た
漁
民
は
ど
う
な
る
！
／
年
の
瀬
は
目
の
前
に

一
九
五
七
年
一
一
月
一
―
1
0
日

一
九
五
七
年
―
二
月
二
四
日

一
九
五
八
年
一

月
―
―
日

410
奇
病
対
策
あ
れ
こ
れ
／
対
策
委
員
会
東
上
1
1
県
は
北
薩
入
漁
交
渉

409
漁
民
と
日
窒
と
の
溝
深
し
／
悪
水
処
置
で
対
立

403
奇
病
の
其
後

似
私
は
魚
を
大
い
に
た
べ
ま
す
／
伊
藤
水
俣
保
健
所
長

一
九
五
六
年
―
二
月
二
九
日

一
九
五
六
年
―
二
月
一

0
日

九
五
三

九
五

九
五

九
五

九
五
〇

九
五
〇

九
四
九

九
四
九

一
九
五
七
年
六
月
＿
六
日
九
四
九

九
四
八

九
四
八

一
九
五
七
年
―
二
月
二
六
8

九
四
七

九
四
七

九
四
七

九
四
七

一
九
五
六
年
―
二
月
一

0
日

九

四

六
九
四
六

435
水
俣
巷
談

436
漁
場
補
償
一
応
妥
結

437
市
民
の
食
生
活
は
ど
う
す
べ
き
か

＿
九
五
八
年
―
一
月
一
六
日

一
九
五
八
年
一

418
奇
病
に
同
情
金
や
衣
類

419
奇
病
は
ど
う
な
る
／
熊
大
の
研
究
も
中
止
？
一
九
五
八
年
四
月
一
一
四
日

420
奇
病
問
題
解
決
遠
し
／
そ
れ
で
も
白
子
で
猫
が
発
病

422
奇
病
は
ど
こ
へ
行
く

423
陳
情
一
本
槍
の
奇
病
委

424
水
俣
病
の
そ
の
後
に
つ
い
て

425
奇
病
対
策
協
議
会

426
漁
場
補
償
四
億
円
か
／
政
府
の
奇
病
対
策
決
定

月
―
―
日

一
九
五
八
年
七
月
一

0
日

一
九
五
八
年
七
月
二
四
日

一
九
五
八
年
九
月
―
―
―
日

一
九
五
八
年
九
月
ニ
―
日

一
九
五
八
年
一

0
月
一
九
日

一
九
五
八
年
一

0
月
一
九
日

427
湯
堂
湾
の
真
珠
養
殖
／
西
村
真
珠
が
進
出
か
一
九
五
九
年
三
月
五
日

428
奇

病

あ

れ

こ

れ

一

九

五

九

年

五

月

二

0
日

429
解

説

／

奇

病

と

悪

水

と

ポ

ス

一

九

五

九

年

七

月

五

日

430
漁

組

対

新

日

窒

の

争

い

一

九

五

九

年

七

月

五

H

431
奇

病

と

魚

市

場

一

九

五

九

年

七

月

五

日

432
ク
リ
ン
カ
ー
工
場
に
難
色
／
奇
病
の
海
を
掻
き
混
ぜ
る

一
九
五
九
年
七
月
二
九
日

433
水
俣
巷
談

434
奇
病
問
題
解
説
／
今
迄
市
民
は
奇
病
の
魚
を
喰
べ
て
来
た

一
九
五
九
年
七
月
二
九
日

＿
九
五
九
年
八
月
九
日

一
九
五
九
年
九
月
―

=
-
8

一
九
五
九
年
九
月
―
-
＝
日

一
九
五
九
年
九
月
―
―
二
日

421
奇
病
原
因
は
推
定
の
線
／
汚
水
調
査
は
じ
ま
る

九
六

九
六

九
六
〇

九
五
九

九
五
九

九
五
九

九
五
八

九
五
八

九
五
七

九
五
七

九
五
六
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四
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第
二
節
水
俣
時
事
新
報

438
戦
時
物
の
申
し
子
か
／
奇
病
原
因
の
究
明
一
転
す

一
九
五
九
年
一

0
月一

0
8

439
遠
海
物
取
引
魚
市
場

440
水
俣
漁
組
総
会

441
奇
病
の
先
は
ど
う
な
る

船
有
機
水
銀
に
決
っ
た
け
れ
ど
／
八
代
海
浄
化
の
途
な
ほ
遠
し

一
九
五
九
年
一

0
月一

0
日

一
九
五
九
年
一

0
月一

0
日

一
九
五
九
年
一

0
月
二
八
日

＿
九
五
九
年
―
一
月
二
0
日

443
漁
民
の
暴
力
に
理
解
を
／
平
口
氏
の
は
な
し
一
九
五
九
年
二
月
ニ
―
日

樹
奇
病
問
答
／
漁
民
の
襲
来
は
ま
ず
な
い
一
九
五
九
年
―
二
月
一

0
日

445
今

年

も

あ

と

二

十

日

／

魚

一

九

五

九

年

―

二

月

一

0
日

細

水

俣

巷

談

一

九

五

九

年

―

二

月

一

0
日

447
社
説
／
奇
病
を
転
機
と
し
て
市
民
も
工
場
も
立
ち
上
れ

一
九
五
九
年
ご
一
月
＝
＝
一
日

一
九
五
九
年
＿

0
月
二
五
日

横
水
俣
病
／
原
因
ま
す
ま
す
混
乱
／
実
証
の
な
い
有
機
水
銀
説
／
病
理

所
見
の
対
立
を
つ
く
新
日
窒

九
六
六

九
六
五

九
六
五

九
六
四

九
六
四

九
六
四

九
六

九
六

九
六

九
六

九
六
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5 解説

日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
の
進
出
以
前
の
水
俣

水
俣
は
、
熊
本
県
の
最
南
端
に
位
置
す
る
。
地
理
的
に
は
九
州
の
西
海
岸
に
あ
り
、

九
州
本
島
と
天
草
諸
島
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
内
海
、
不
知
火
海
に
面
し
て
い
る
。
か

つ
て
陸
路
は
山
々
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
た
め
、
交
通
の
手
段
と
し
て
は
船
に
よ
る
海
上

ル
ー
ト
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

水
俣
周
辺
に
は
縄
文
時
代
よ
り
人
が
住
み
つ
き
、
数
多
く
の
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

文
献
上
は
延
喜
式
（
九
0
五
年
）
に
地
名
が
見
え
る
の
が
最
初
と
い
う
。
近
世
に
至
る
と

肥
後
、
薩
摩
の
国
境
に
接
し
、
軍
事
的
に
も
要
衝
の
地
と
な
っ
た
。
ま
た
近
代
に
は
い

る
と
、
最
後
の
内
戦
と
な
っ
た
西
南
戦
争
で
戦
火
に
み
ま
わ
れ
た
歴
史
を
も
つ
。

『
水
俣
市
史
』
に
よ
る
と
、
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
（
以
下
「
H
窒
」
と
い
う
）
が
進
出

す
る
直
前
で
あ
る
一
九
0
0
年
ご
ろ
、
水
俣
の
産
業
で
特
筆
す
べ
き
も
の
は
製
塩
業
で

あ
り
、
近
在
の
農
家
の
数
少
な
い
現
金
収
入
源
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、
三
四
町
余
の

塩
田
に
九
三
の
塩
焼
き
小
屋
が
あ
り
、
約
二

0
O
I
Q
の
農
家
が
そ
こ
で
働
い
て
い
た
、

と
記
録
に
見
え
て
い
る
。
塩
の
年
間
生
産
最
は
数
十
万
俵
に
達
し
、
そ
の
多
く
は
佐
賀
、

島
原
方
面
に
移
出
さ
れ
ソ
ー
メ
ン
製
造
に
使
わ
れ
た
。
お
よ
そ
二
五
0
年
つ
づ
い
た
製

塩
業
は
、
塩
専
売
法
施
行
(
-
九
0
九
年
）
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
港
は
、
水
俣

か
ら
は
木
材
、
竹
材
、
木
炭
が
搬
出
さ
れ
、
鹿
児
島
県
の
大
口
村
に
あ
っ
た
牛
尾
金
山

の
た
め
、
石
炭
を
運
び
込
む
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。
一
八
九
八
年
当
時
、
村
戸
数
二
、
五

四
二
、
う
ち
商
業
―
―
―
七
九
、
飲
食
店
二
七
、
漁
家
八
四
戸
で
あ
っ
た
。
残
り
は
農
家
と

ー

【
解
説
】

日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
の
水
俣
へ
の
進
出

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
頃
か
ら
月
の
浦
一
帯
で
ミ
カ
ン
園
、
茶
園
の
増
反
が
進
め
ら
れ
た
。

水
俣
周
辺
の
地
形
の
特
徴
は
、
芦
北
か
ら
水
俣
へ
と
リ
ア
ス
式
の
悔
岸
線
が
複
雑
に

入
り
組
ん
で
伸
ぴ
、
山
が
海
ま
で
迫
っ
て
平
坦
地
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
水
俣
湾
は

海
へ
と
張
り
出
し
た
北
側
の
明
神
岬
と
、
沖
合
の
恋
路
島
に
囲
ま
れ
た
二
重
湾
構
造
と

な
っ
て
お
り
、
真
冬
で
も
北
か
ら
の
風
が
遮
ら
れ
溝
内
は
穏
や
か
で
あ
る
。
明
神
岬
か

ら
百
間
、
緑
が
鼻
、
月
の
浦
に
か
け
て
深
く
切
れ
込
み
、
湾
の
内
外
は
潟
や
磯
が
複
雑

に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
中
央
に
は
裸
瀬
、
七
ツ
瀬
に
つ
ら
な
る
海
底
の
脊
梁
山
脈
と
も

い
え
る
自
然
の
魚
礁
が
あ
り
、
海
岸
に
は
茂
道
松
が
茂
っ
て
ほ
ど
よ
い
日
陰
が
で
き
て

い
た
。
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
に
種
類
も
数
も
豊
富
な
魚
介
類
が
自
然
に
集
ま
り
、

天
然
の
産
卵
場
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
水
俣
湾
は
不
知
火
海
の
な
か
で
も
屈
指
の

好
漁
場
で
あ
っ
た
。

曽
木
電
気
か
ら
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
設
立
へ

し
た
が
う

日
窒
の
創
始
者
野
口
遵
は
、
自
ら
の
事
業
に
対
し
は
っ
き
り
と
し
た
信
念
を
持
っ
て

T) 

い
た
。
そ
れ
は
電
気
化
学
会
社
を
興
す
こ
と
こ
そ
、
電
気
技
術
者
と
し
て
の
能
力
を
生

か
し
、
自
ら
の
事
業
欲
を
満
足
さ
せ
る
と
と
も
に
、
近
代
化
を
急
ぐ
時
代
と
国
の
要
請

に
応
え
る
道
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も
日
本
で
は
、
日
露
戦
争
後
、

欧
米
列
強
に
伍
す
べ
く
国
力
を
増
強
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
課
題
に
対
し

野
口
は
、
窒
素
肥
料
の
生
産
を
通
じ
て
食
糧
増
産
に
寄
与
し
ょ
う
と
し
た
。
事
業
化
の

際
の
特
徴
は
、
ま
ず
発
電
所
を
建
設
し
、
電
気
化
学
の
最
も
重
要
な
原
料
と
も
い
う
べ

き
電
気
を
安
価
に
賄
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
六
年
、
野
口
は
友
人
の
勧
め
で
鹿
児
島
県
大
口
村
を
視
察
し
、
曽
木
ノ
滝
の

豊
富
な
水
力
を
利
用
し
て
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
た
。
曽
木
の
第
一
発
電
所

（八

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
の
建
設
は
、
牛
尾
金
山
お
よ
び
そ
の
周
辺
へ
の
送
電
の
た
め
で

あ
っ
た
が
、
金
山
等
に
要
す
る
電
力
は
高
々
二

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
余

剰
電
力
と
引
き
続
き
建
設
さ
れ
た
第
二
発
電
所
（
六
、

0
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
の
電
力
は
、

カ
ー
バ
イ
ド
製
造
に
当
て
る
計
画
で
あ
っ
た
。
同
年
八
月
、
野
口
は
日
本
カ
ー
バ
イ
ド

商
会
を
設
立
し
、
熊
本
県
水
俣
村
に
カ
ー
バ
イ
ド
製
造
工
場
の
建
設
を
始
め
た
。
翌
一
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九
〇
七
年
一

0
月
、
曽
木
電
気
（
資
本
金
二

0
万
円
）
は
送
電
を
始
め
営
業
を
開
始
し
た
。

一
九

0
九
年
八
月
に
至
り
、
野
口
は
曽
木
爾
気
と

H
本
カ
ー
バ
イ
ド
商
会
を
合
併
し
、

日
窒
（
資
本
金
＿

0
0
万
円
）
を
設
立
し
た
。
社
名
に
「
日
本
」
と
「
窒
素
肥
料
」
を
当

て
た
と
こ
ろ
に
、
食
糧
増
産
に
よ
っ
て
国
策
に
資
す
る
と
い
う
事
業
家
野
口
の
野
望
が

表
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
野
口
は
、
ま
ず
カ
ー
バ
イ
ド
を
電
気
炉
で
焼
い

て
窒
素
ガ
ス
を
通
す
、
フ
ラ
ン
ク
・
カ
ロ
ー
法
で
石
灰
窒
素
を
作
っ
た
が
、
売
る
方
も

農
民
も
そ
の
使
用
法
を
十
分
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
販
売
は
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。

つ
い
で
、
石
灰
窒
素
に
水
を
加
え
て
ア
ン
モ
ニ
ア
を
取
り
出
し
、
硫
酸
に
作
用
さ
せ
て

硫
安
を
製
造
し
た
。
こ
の
変
成
硫
安
は
、
石
灰
窒
素
に
く
ら
べ
て
扱
い
や
す
く
肥
効
も

す
ぐ
れ
て
い
た
が
、
製
造
法
が
非
効
率
で
コ
ス
ト
も
高
か
っ
た
。
の
ち
に
野
口
は
、
増

産
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
に
、
カ
ザ
レ
ー
の
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
法
を
導
入
し
硫
安
を

製
造
す
る
よ
う
に
な
る
。

カ
ー
バ
イ
ド
工
場
の
建
設
に
当
た
っ
て
、
野
口
は
現
地
を
見
て
ま
わ
り
、
当
初
候
補

地
と
し
て
原
料
の
石
灰
石
が
近
く
に
あ
っ
て
水
俣
の
北
方
に
位
置
す
る
計
石
を
考
え
た

が
、
地
元
と
折
り
あ
い
が
つ
か
な
か
っ
た
。
つ
づ
い
て
鹿
児
島
県
の
米
ノ
津
港
に
決
め

か
け
た
が
、
最
終
的
に
は
地
元
の
積
極
的
な
勧
誘
に
応
じ
水
俣
に
立
地
し
た
。
対
岸
の

天
草
に
は
石
灰
石
や
良
質
の
無
煙
炭
が
豊
富
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
原
料
や
製
品
の
積
み

入
れ
積
み
出
し
に
適
し
た
良
港
が
あ
り
、
後
背
地
に
は
電
力
の
開
発
に
必
要
な
水
が
豊

富
に
あ
っ
た
。
地
形
的
に
も
工
場
敷
地
の
拡
張
が
し
や
す
い
と
思
わ
れ
た
。

当
時
の
地
主
層
の
中
に
は
、
日
窒
の
誘
致
に
反
対
し
た
勢
力
も
あ
っ
た
が
、
有
力
地

主
の
前
田
永
喜
ら
は
米
ノ
津
に
対
抗
し
、
距
離
が
長
く
な
る
分
の
電
柱
を
寄
付
し
た
り
、

工
場
用
地
を
提
供
す
る
な
ど
い
く
つ
か
の
有
利
な
条
件
を
示
し
、
水
俣
へ
誘
致
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
前
田
ら
は
、
製
塩
業
に
代
わ
る
産
業
の
な
い
水
俣
に
カ
ー
バ
イ
ド
エ

場
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
金
収
入
の
道
を
つ
く
り
、
水
俣
の
繁
栄
を
夢
見
た

了｝

よ
う
で
、
今
日
の
企
業
誘
致
の
先
駆
と
考
え
ら
れ
る
。

日
窒
は
当
初
、
石
灰
窒
素
の
製
造
、
販
売
に
多
く
の
苦
労
を
重
ね
た
が
、
そ
の
後
変

成
硫
安
、
合
成
硫
安
の
製
造
を
手
が
け
、
大
阪
稗
島
工
場
、
八
代
鏡
工
場
、
水
俣
新
エ

場
、
延
岡
工
場
な
ど
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
建
設
し
企
業
規
模
を
拡
張
し
た
。
そ
の
た
め
九
州

山
地
の
白
川
、
緑
川
、
五
ヶ
瀬
川
な
ど
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
に
ま
た
が
る

一
四
の
水
系
に
発
電
所
を
矢
継
ぎ
早
に
建
設
し
た
。
こ
う
し
て
発
電
量
は
、
一
九

0
八

年
出
発
時
に
は
、
八
八

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
翌
年
に
は
六
、

0
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
一
九

一
八
年
に
は
三

0
、
0
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
越
え
、
水
俣
で
カ
ザ
レ
ー
式
ア
ン
モ
ニ
ア

合
成
を
開
始
し
た
一
九
―
一
七
年
に
は
、
実
に
約
四

0
、
0
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
達
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
電
源
の
開
発
か
ら
は
じ
め
る
と
い
う
や
り
方
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
買
電
で
同
種
の
事
業
を
展
開
し
た
他
社
に
比
較

し
て
、
野
口
の
事
業
遂
行
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

な
お
日
窒
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五

0
年
に
企
業
再
建
整
備
法
に
も
と
づ

き
新
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
と
し
て
再
発
足
し
、
一
九
六
五
年
に
は
チ
ッ
ソ
株
式
会

社
と
社
名
を
変
更
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

地
域
社
会
の
変
貌

曽
木
発
電
所
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
牛
尾
金
山
の
動
力
源
は
石
炭
か
ら
電
力
に
変

わ
っ
た
。
水
俣
の
港
か
ら
牛
尾
金
山
へ
運
ば
れ
て
い
た
石
炭
は
不
要
と
な
り
、
石
炭
を

輸
送
し
て
い
た
馬
車
引
き
は
職
を
失
っ
た
。
製
塩
業
の
廃
止
後
は
、
水
俣
で
の
現
金
収

入
の
道
は
水
俣
工
場
の
雁
用
と
い
う
形
に
変
わ
り
、
水
俣
の
地
域
経
済
は
、
日
窒
水
俣

工
場
に
依
存
す
る
形
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

日
窒
の
発
展
に
つ
れ
て
、
水
俣
に
お
け
る
工
場
労
働
者
の
雇
用
の
機
会
は
、
徐
々
に

増
え
た
。
周
辺
地
域
か
ら
工
場
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
集
ま
っ
た
労
働
者
も
、
爆

発
な
ど
の
労
働
災
害
が
多
発
す
る
工
場
で
、
馬
車
引
き
や
地
元
の
日
雇
い
よ
り
低
い
賃

金
で
働
い
た
。
そ
の
乞
食
同
然
の
姿
形
か
ら
当
初
は
「
会
社
勧
進
」
と
地
元
の
人
た
ち

は
蔑
ん
だ
が
、
水
俣
工
場
の
発
展
と
と
も
に
そ
の
社
会
的
地
位
が
向
上
し
た
。
そ
の
結

果
、
「
会
社
ゆ
き
」
と
な
る
こ
と
が
、
水
俣
お
よ
び
周
辺
の
住
民
の
あ
こ
が
れ
の
的
に

な
っ
て
い
っ
た
。
零
細
な
漁
業
・
農
業
以
外
に
収
入
の
道
が
な
か
っ
た
住
民
た
ち
は
、

現
金
収
入
と
「
会
社
ゆ
き
」
の
名
を
求
め
て
日
窒
の
エ
員
に
な
り
た
が
っ
た
。
し
か
し
、

戦
後
に
至
る
ま
で
、
水
俣
工
場
の
賃
金
水
準
は
同
業
会
社
中
最
低
で
あ
っ
た
。
し
か
も

地
元
採
用
の
エ
貝
と
社
員
と
の
間
に
は
、
雇
用
条
件
は
も
と
よ
り
身
分
に
お
い
て
も
厳
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解説

言

然
と
し
た
差
別
が
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
に
い
た
っ
て
初
め
て
、
差
別
撤
廃
を
か
か
げ

た
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
そ
の
実
態
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

は
想
像
で
き
よ
う
。

発
展
す
る
水
俣
を
人
口
推
移
か
ら
概
観
す
る
と
、
一
八
八
九
年
四
月
市
町
村
制
施
行

に
と
も
な
い
、
一
九
村
合
併
し
て
水
俣
村
が
誕
生
し
た
と
き
、
戸
数
二
、
三
二
五
、
人

ロ
―
二
、

0
四

0
人
で
あ
っ
た
。
日
窒
が
水
俣
に
立
地
し
て
四
年
後
の
一
九
―
二
年
一

二
月
、
水
俣
に
町
制
が
施
行
さ
れ
、
一
九
一
六
年
に
は
二
、
九
―
二
戸
、
人
ロ
一
八
、
六

八
一
人
と
な
っ
た
。
水
俣
工
場
が
カ
ザ
レ
ー
式
ア
ン
モ
ニ
ア
工
場
を
建
設
し
は
じ
め
た

一
九
二
五
年
に
は
、
町
は
活
況
を
帯
び
て
人
口
も
増
え
、
四
‘
一
＝
＝
―
-
九
戸
、
二
四
、
八
四

七
人
と
な
り
、
水
俣
工
場
の
発
展
と
と
も
に
流
入
す
る
人
口
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
。

戦
後
水
俣
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
一
九
四
九
年
に
は
、
八
、
六
七
二
戸
、
人
口
四
三
、
ニ

二
五
人
と
な
り
、
久
木
野
村
を
合
併
し
た
一
九
五
六
年
に
は
五
〇
、
四
六
一
人
と
五
万

人
を
越
え
た
が
、
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
L

と
言
わ
れ
た
こ
の
年
を
頂
点
に
、
そ
の

後
は
減
少
に
転
じ
た
。
こ
の
間
、
水
俣
の
地
域
経
済
に
占
め
る
日
窒
水
俣
工
場
の
比
重

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、
た
と
え
ば
一
九
五
五
年
に
は
、
水
俣
工
場
と
そ
の
関
連
子

会
社
に
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
の
納
め
る
市
民
税
は
、
市
税
収
入
の
五

0
パ
ー
セ
ン
ト
を

越
え
、
水
俣
工
場
自
身
も
「
窒
素
は
正
に
水
俣
市
の
ド
ル
箱
」

(18
）
と
豪
語
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
表
現
の
中
に
は
、
水
俣
は
「
チ
ッ
ソ
」
で
持
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
露

骨
に
表
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
近
代
化
の
過
程
に
お
い
て
、
旧
来
の
有
力
地
主
層
は
遅
か
れ
早
か
れ
再
編
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
水
俣
の
場
合
日
窒
を
誘
致
し
た
地
主
層
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
自
ら
の
没
落
を
早
め
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
典
型
的
な

単
一
企
業
支
配
都
市
へ
と
変
貌
し
た
。
水
俣
の
地
域
住
民
は
多
少
の
差
は
あ
れ
水
俣
工

場
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
会
社
な
く
し
て
は
水
俣
は
成
り
立
た
ぬ
と
い

う
「
日
窒
運
命
共
同
体
意
識
」
が
形
成
さ
れ
、
水
俣
工
場
の
発
展
こ
そ
が
町
の
繁
栄
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

住
民
意
識
の
変
貌
を
背
景
に
、
水
俣
工
場
は
積
極
的
に
自
治
体
行
政
に
関
与
し
、
地

域
支
配
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
二
六
年
に
は
、
元
水
俣
工
場
社

貝
の
坂
根
次
郎
が
町
長
に
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
工
場
長
や
日
窒
に
関
係
を
も
つ
七
人

が
町
議
会
議
員
に
な
っ
た
。
ま
た
一
九
五

0
年
に
は
、
元
水
俣
工
場
長
橋
本
彦
七
が
市

(9) 

長
と
な
り
、
多
数
の
水
俣
工
場
社
員
が
議
員
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
日
窒
は
自

治
体
行
政
を
自
ら
の
影
響
下
に
置
い
た
。
た
と
え
ば
新
日
窒
水
俣
工
場
の
原
料
搬
入
・

製
品
搬
出
の
利
便
を
は
か
る
た
め
の
水
俣
港
開
港
計
画
が
行
政
主
導
で
立
案
さ
れ
、
市

あ
げ
て
の
運
動
に
よ
っ
て
実
現
し
た

(23
、
24
、
26
、
29)
。
ま
た
工
場
廃
棄
物
で
埋
ま
っ

た
水
俣
港
湾
底
の
浚
渫
ま
で
が
当
然
の
よ
う
に
公
費
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
る

(22
、
25
、

27)
。
さ
ら
に
水
俣
工
場
の
固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
や
水
俣
川
の
水
利
権
の
独
占
使

8
8
)

、

用
を
許
す
な
と
一
私
企
業
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
多
く
の
政
策
が
と
ら
れ
た
。

日
窒
の
地
域
支
配
は
経
済
・
政
治
機
構
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
の
自
然
環
境
に
ま
で

及
ぴ
、
百
間
港
や
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
海
水
浴
場
な
ど
を
工
場
廃
棄
物
（
大
最

に
生
じ
た
カ
ー
パ
イ
ド
残
浚
な
ど
）
の
捨
て
場
と
す
る
な
ど
、
公
有
水
面
も
し
だ
い
に
日

窒
が
占
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
水
俣
に
お
い
て
日
窒
は
、
文
字
ど
お
り
最
大
の
地

主
で
あ
っ
た
。

(
1
)

野
口
遵
の
伝
記
の
主
な
も
の
は
、
安
藤
徳
器
編
、
野
口
遵
述

r
事
業
談
・
懐
旧
談
』
一
九
＝
＿
八
、

片
桐
龍
―

r
半
島
の
事
業
王
1
野
口
遵
』
一
九
三
九
、
鴨
居
悠
r
野
口
遵
ー
人
問
と
事
業
』
一
九
四

=
-
、
野
口
遵
翁
追
懐
録
編
纂
会
r
野
口
遵
翁
追
懐
録
』
一
九
五
二
、
大
川
次
郎
r
野
口
遵
伝
』
一
九

五
四
・
一
ー
か
ら
「
化
学
経
済
L

に
連
載
、
吉
岡
喜
I

r

野
口
遵
』
一
九
六
二
、
大
場
維
作
r
野
口

遵
は
生
き
て
い
る
』
＿
九
六
四
、
紫
村
羊
五
『
野
口
遵
伝
』
＿
九
八
一
、
そ
の
他
が
あ
る
。

(
2
)

岡
本
達
明
・
松
崎
次
夫
r
水
俣
民
衆
史
ー

1
五
」
一
九
八
九
ー
一
九
九
0
（
ま
た
そ
の
土
台
と
な

っ
た
作
品
、
久
場
五
九
郎
r
水
俣
工
場
労
働
者
史
ー
ー
ー
ニ
』
、
一
九
七
ー
ー
＿
1
-
九
七
七
）
こ
れ
ら
の

本
に
は
、
民
衆
の
生
活
や
生
き
ざ
ま
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

前
出
、
久
場
あ
る
い
は
岡
本
・
松
崎
、
羽
賀
し
げ
子
r
不
知
火
記
」
一
九
八
五
゜

(
4
)

日
窒
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
窒
素
肥
料
事
業
大
観
」
一
九
三
七
な
ど
の
ほ
か
に
、
「
日
本
窒
素

史
へ
の
証
言
」
編
集
委
員
会
編
「
日
本
窒
素
史
へ
の
証
言
」
一
九
七
七
ー
一
九
九
二
、
小
林
英
夫

r
r
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
形
成
と
崩
壊
』
一
九
七
五
、
下
村
政
弘
r
日
本
化
学
工
業
史
論
』
一
九
八
二
、

大
塩
武
r

日
窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
研
究
」
一
九
八
九
な
ど
の
若
作
を
参
照
。
と
く
に
「
日
本
窒
素
史

へ
の
証
言
」
は
チ
ッ
ソ
退
職
者
鎌
田
正
二
を
中
心
に
、
一
九
七
七
年
以
来
正
編
三
0
冊
、
一
九
九
二

ま
で
に
続
編
一
五
冊
出
さ
れ
、
日
窒
関
係
者
を
中
心
に
延
ペ
ニ
0
0
入
の
聞
書
あ
る
い
は
レ
ポ
ー
ト

な
ど
の
形
で
一
冊
に
四
1
五
編
収
録
さ
れ
、
計
六
、
五
0
0
頁
の
証
言
を
収
録
し
て
い
る
。
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窒
素
肥
料
の
重
要
性
と
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成

第
一
次
世
界
大
戦
前
、
世
界
各
国
は
爆
薬
と
化
学
肥
料
の
成
分
で
あ
る
窒
素
を
、
ほ

と
ん
ど
チ
リ
硝
石
か
ら
得
て
い
た
が
、
そ
の
需
要
増
大
に
伴
っ
て
資
源
の
枯
渇
が
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
空
気
中
に
無
尽
蔵
に
あ
る
窒
素
を
直
接
捕
捉
す
る
「
空
中
窒

素
の
固
定
」
、
す
な
わ
ち
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
法
の
発
明
と
そ
の
工
業
化
の
た
め
に
世
界

．
の
化
学
者
は
競
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
た
。
チ
リ
硝
石
や
硫
安
な
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
た
日
本
も
事
情
は
同
じ
で
、
い
か
に
国
内
自
給
を
計
る
か
が
国
家
や
企
業
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

す
で
に
一
九
一
三
年
、
野
口
は
そ
の
著
『
工
業
上
よ
り
見
た
る
空
中
窒
素
固
定
法
』

で
、
硫
安
の
製
造
法
に
つ
い
て
「
石
灰
窒
素
法
は
醤
え
ば
蒸
気
船
の
如
く
、
ア
ン
モ
ニ

ア
合
成
法
は
航
空
船
に
も
誓
う
べ
き
も
の
な
り
」
と
述
べ
、
ア
ン
モ
ニ
ア
工
業
に
つ
い

て
の
先
見
性
を
示
し
て
い
る
。
一
九
一
四
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
硫
安

の
輸
入
が
途
絶
し
た
た
め
価
格
が
高
騰
し
、
日
窒
の
生
産
は
需
要
に
追
い
つ
か
な
い
ほ

ど
の
好
況
と
な
り
、
こ
の
大
戦
中
に
莫
大
な
資
本
蓄
積
を
果
し
新
輿
の
化
学
会
社
と
し

て
の
地
歩
を
固
め
た
。

こ
こ
で
野
口
は
い
よ
い
よ
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
と
い
う
夢
の
実
現
に
と
り
か
か
る
。
野

口
は
一
九
ニ
―
年
外
遊
中
に
、
イ
タ
リ
ア
人
カ
ザ
レ
ー
が
新
し
い
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
法

を
発
明
し
た
と
聞
い
て
訪
ね
、
ま
だ
実
験
段
階
の
「
カ
ザ
レ
ー
式
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成

2

日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
の
発
展
ー
有
機
合
成
化
学
の
展
開

(
5
)

水
俣
工
場
の
初
期
労
働
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
前
出
、
久
場
あ
る
い
は
岡
本
・
松
崎
の
ほ
か
に
、

水
俣
病
第
一
次
訴
訟
に
お
け
る
新
日
窒
労
維
「
水
俣
病
裁
判
に
お
け
る
水
俣
工
場
第
一
組
合
労
働
者

の
証
言
」
一
九
七
一
一
に
詳
し
い
。
ま
た
鬼
塚
巌

r
お
る
が
水
俣
」
一
九
八
六
、
岡
本
達
明
ぶ
口
成
化

学
労
働
の
初
期
形
態
に
つ
い
て
」
化
学
史
研
究
一
九
九
0
を
参
照
。

(
6
)

日
本
硫
安
工
業
協
会

r
硫
安
工
業
労
働
の
実
態
』
一
九
五
六
゜

(
7
)

色
川
大
吉
「
不
知
火
海
民
衆
史
」
、
、
色
川
編
『
水
俣
の
啓
示
（
下
）
』
一
九
八
三
所
収
。

(
8
)

船
場
正
宮
「
チ
ッ
ソ
と
地
域
社
会
」
宮
本
憲
一
編

r
公
害
都
市
の
再
生
』
一
九
七
七
所
収
、
前
出

色
JII
ら
の
論
文
参
照
。

法
」
の
特
許
実
施
権
を
一

0
0
万
円
で
買
い
取
っ
た
。
野
口
は
当
時
と
し
て
は
破
格
と

さ
れ
た
大
金
で
こ
の
技
術
の
将
来
性
に
賭
け
た
と
言
え
よ
う
。
一
九
二
三
年
、
社
内
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
宮
崎
県
延
岡
で
カ
ザ
レ
ー
式
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
に
と
り
か
か
り
、

直
接
硫
酸
に
作
用
さ
せ
て
硫
安
を
製
造
し
は
じ
め
た
。
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
三
年
後

に
は
、
水
俣
に
一
二
倍
規
模
の
カ
ザ
レ
ー
式
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
工
場
を
建
設
し
た
。
硫
安

の
合
成
に
続
い
て
延
岡
で
は
火
薬
工
場
も
建
設
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
の
ち
に
朝
鮮
の

興
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
大
規
模
に
生
産
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
窒
の
発
展
の
核
と
な

っ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
工
業
は
、
高
温
高
圧
で
触
媒
を
使
用
す
る
代
表
的
な
重
化
学
工
業
で

T) 

あ
り
日
本
の
化
学
工
業
史
の
な
か
で
重
要
な
エ
ポ
ッ
ク
を
画
し
た
。

こ
の
頃
の
日
窒
の
発
展
を
資
本
の
面
か
ら
み
て
み
る
と
、
一
九

0
六
年
に
は
資
本
金

1
1
0
万
円
で
出
発
し
た
が
、
日
窒
設
立
時
に
一

0
0
万
円
、
一
九
一

0
年
倍
額
に
増
資
、

一
九
―
二
年
さ
ら
に
倍
額
増
資
し
、
て
四

0
0
万
円
と
な
り
、
一
九
一
五
年
に
一
、

0
0

0
万
円
、
さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
で
硫
安
が
高
騰
し
た
一
九
二

0
年
に
は
二
、
二

0

0
万
円
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
株
主
に
は
一

0
割
四
分
の
高
配
当
を
し
、
社
員
は
、
全

員
金
時
計
を
下
げ
た
。
一
九
―
一
六
年
に
は
日
窒
は
、
年
産
約
七
万
ト
ン
の
合
成
硫
安
を

製
造
し
、
日
本
の
全
生
産
量
の
五

0
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
た
。
こ
う
し

て
日
窒
は
、
名
実
と
も
に
日
本
有
数
の
肥
料
会
社
と
な
り
、
硫
安
製
造
界
に
確
固
た
る

地
位
を
築
き
上
げ
た
。

ア
セ
チ
レ
ン
有
機
合
成
化
学
へ

①
ア
セ
チ
レ
ン
有
機
合
成
化
学
の
展
開

一
九
二
三
年
、
日
窒
は
硫
安
の
製
造
を
石
灰
窒
素
法
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
法
に
転

換
し
た
た
め
、
カ
ー
バ
イ
ド
は
原
料
と
し
て
不
要
と
な
っ
た
。
一
九
二
五
年
か
ら
そ
の

カ
ー
バ
イ
ド
を
利
用
し
て
、
ア
セ
チ
レ
ン
を
出
発
点
と
し
た
有
機
合
成
の
研
究
を
始
め

た
。
当
時
有
機
合
成
の
分
野
で
は
、
そ
の
特
許
の
ほ
と
ん
ど
が
ド
イ
ツ
の
化
学
工
業
会

社
に
握
ら
れ
て
い
た
。
ア
セ
チ
レ
ン
有
機
合
成
化
学
の
要
に
位
置
す
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
・
酢
酸
の
製
造
法
も
例
外
で
は
な
く
、
日
窒
は
特
許
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
乏
し
い

情
報
を
頼
り
に
工
業
化
の
道
を
探
り
続
け
た
。
七
年
後
、
一
九
三
二
年
橋
本
彦
七
を
チ
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解説

ー
フ
と
す
る
研
究
ス
タ
ッ
フ
は
、
つ
い
に
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
酢
酸
製
造
技
術
を
自
力

で
作
り
上
げ
た
。
以
後
、
水
俣
工
場
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
中
間
原
料
と
し
て
酢
酸
、

さ
ら
に
無
水
酢
酸
、
酢
酸
ビ
ニ
ー
ル
、
酢
酸
練
維
素
、
酢
酸
エ
チ
ル
、
ア
セ
ト
ン
、
プ

タ
ノ
ー
ル
な
ど
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
製
品
化
し
た
。
ま
た
一
九
四
一
年
に
は
、
日
本
で
初
め

て
ア
セ
チ
レ
ン
か
ら
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
合
成
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
水
俣
工
場
は
ア
セ
チ
レ
ン
有
機
合
成
化
学
の
開
発
工
場
で
あ
り
、
戦

前
の
日
本
化
学
工
業
界
の
技
術
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
日
窒
は
、
水
俣
工
場

で
開
発
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
技
術
を
使
っ
て
、
朝
鮮
咸
鏡
南
道
に
建
設
さ
れ
た
興
南
工
場

を
中
心
と
す
る
、
東
洋
一
の
電
気
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
作
り
上
げ
た
。

②
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
の
特
徴

当
時
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
合
成
す
る
方
法
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
っ
た
。

―
つ
は
、
反
応
液
に
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
過
剰
に
吹
き
込
ん
で
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を

合
成
す
る
ガ
ス
循
環
方
式
、
い
わ
ゆ
る
「
過
剰
ア
セ
チ
レ
ン
法
」
で
、
も
う
―
つ
は
、

多
量
の
反
応
液
を
循
環
さ
せ
ア
セ
チ
レ
ン
を
吹
き
込
み
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
合
成
す

る
「
反
応
液
循
環
法
」
で
あ
る
。

日
窒
が
開
発
し
た
技
術
は
、
「
反
応
液
循
環
法
L

で
あ
り
、
日
窒
法
ま
た
は
「
母
液

循
環
法
」
と
呼
ば
れ
た
。
す
な
わ
ち
一
五
ー
ニ
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
硫
酸
溶
液
に
触
媒
水

銀
と
助
触
媒
の
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
(
-
九
五
一
年
か
ら
は
酸
化
鉄
）
を
溶
か
し
こ
ん
だ
反

応
液
（
水
俣
工
場
で
は
母
液
と
称
し
た
）
を
、
ポ
ン
プ
で
循
環
さ
せ
な
が
ら
反
応
器
（
同
じ

く
生
成
器
と
称
し
た
）
の
中
に
ア
セ
チ
レ
ン
を
吹
き
込
む
と
水
と
反
応
し
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
が
生
成
す
る
。
母
液
に
生
じ
た
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
蒸
発
器
（
分
溜
器
と
称
し

た
）
で
蒸
発
さ
せ
精
溜
塔
で
二
度
純
化
し
て
製
品
化
し
た
。
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
取
り
出
し

た
あ
と
母
液
は
酸
化
槽
で
触
媒
水
銀
を
酸
化
し
た
り
補
っ
た
り
し
て
再
び
生
成
器
へ
戻

し
連
続
的
に
運
転
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。

水
俣
工
場
で
は
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
六
八
年
ま
で
三
六
年
間
、
基
本
的
に
は
変
わ

る
こ
と
な
く
こ
の
母
液
循
環
法
で
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
生
産
さ
れ
た
。
一
九
―

-

l

二
年
、

一
期
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
酢
酸
設
備
（
水
俣
工
場
で
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
合
成
設
備
と
酢

酸
合
成
設
備
を
セ
ッ
ト
に
し
て
建
設
し
、
設
置
し
た
順
に
一
期
、
二
期
、
・
・
・
・
・
・
と
称
し
た
）
で

『

r
i
,
．

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
生
産
実
績
二
五
九
ト
ン
で
出
発
し
、
一
九
＿
―
-
三
年
か
ら
三
七
年
に

か
け
て
五
期
設
備
ま
で
矢
つ
ぎ
早
や
に
増
設
し
、
技
術
的
難
点
を
改
良
し
な
が
ら
安
定

し
た
生
産
を
達
成
し
た
。
一
九
四

0
年
に
は
九
、
一
五
九
ト
ン
の
生
産
実
績
を
上
げ
大

戦
前
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
戦
争
中
の
爆
撃
の
た
め
一
時
生
産
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、

戦
後
は
二
、
二
六
三
ト
ン
か
ら
徐
々
に
生
産
を
上
げ
、
一
九
五
五
年
に
は
一

0
、六三―――

ト
ン
に
達
し
、
戦
前
の
最
高
で
あ
っ
た
一
九
四

0
年
の
生
産
量
を
上
回
っ
た
。

こ
の
間
水
俣
工
場
で
は
、
機
器
や
反
応
条
件
な
ど
に
つ
い
て
種
々
の
改
良
が
な
さ
れ
、

生
産
性
の
向
上
が
は
か
ら
れ
た

(
9
)
。
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
五
六
年
に
か
け
て
な
さ

れ
た
技
術
改
良
に
よ
っ
て
、
生
産
量
は
大
幅
に
増
大
し
た
が
、
こ
の
一
連
の
技
術
改
良

は
、
水
俣
病
発
生
と
の
関
連
で
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
改
良
と
は
、

(
i
)
助

触
媒
を
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
か
ら
酸
化
鉄
に
変
え
、
(
~
l
l
)

従
来
の
常
圧
式
の
開
放
シ
ス
テ

ム
か
ら
半
ば
密
閉
化
し
た
減
圧
シ
ス
テ
ム
に
改
め
温
度
・
圧
力
な
ど
の
反
応
条
件
を
変

更
し
、
（
出
）
ア
セ
チ
レ
ン
の
吹
き
込
み
量
を
大
幅
に
増
量
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結

果
、
設
備
規
模
は
そ
の
ま
ま
で
生
産
量
を
数
倍
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
の
よ
う
な
技
術
改
良
と
新
た
な
設
備
の
増
設
に
よ
っ
て
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ピ
ド
の
生

産
最
は
一
九
五
一
年
六
、

0
0
0
ト
ン
レ
ベ
ル
か
ら
、
一
九
五
五
年
に
は
一

0
、
0
0
0

ト
ン
を
越
え
、
一
九
五
六
年
に
は
一
五
、
九
一
九
ト
ン
、
生
産
量
が
ビ
ー
ク
と
な
っ
た

一
九
六

0
年
に
は
実
に
四
五
、
二
四
五
ト
ン
と
な
り
、
十
年
た
ら
ず
の
間
に
七
倍
の
生

{
3
)
 

産
最
を
達
成
し
た
。

と
こ
ろ
で
ド
イ
ツ
の
コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム
社
が
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
工
業
化
に
成

功
し
た
の
は
一
九
―
二
年
で
あ
る
が
、
す
で
に
一
九
三

0
年
に
は
ス
イ
ス
の
労
働
衛
生

医
学
者
ツ
ァ
ン
ガ
ー
が
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
生
成
時
に
副
成
す
る
有
機
水
銀
に
よ
っ

て
中
毒
患
者
が
発
生
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
職
場
内
で
の
予
防
策
を
提
言
し
て
い

telo

さ
ら
に
三
年
後
、
ド
イ
ツ
の
パ
ー
ダ
ー
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
エ

場
で
の
有
機
水
銀
中
毒
症
の
症
状
を
具
体
的
に
記
述
し
、
そ
れ
が
メ
チ
ル
水
銀
・
エ
チ

で
4
)

ル
水
銀
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の

生
成
と
と
も
に
有
機
水
銀
が
副
成
す
る
こ
と
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の

生
産
方
式
（
過
剰
ア
セ
チ
レ
ン
法
）
の
み
な
ら
ず
、
日
窒
の
母
液
循
環
方
式
で
も
メ
チ
ル
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水
銀
は
副
成
し
て
い
た
。
先
に
述
べ
た
生
産
効
率
を
あ
げ
る
た
め
に
な
さ
れ
た
水
俣
工

場
の
新
技
術
に
よ
る
「
改
良
」
が
、
実
は
メ
チ
ル
水
銀
の
副
成
を
も
飛
躍
的
に
増
大
さ

せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
生
産
が
増
す
に
つ
れ
て
、
水
俣

工
場
か
ら
水
俣
湾
に
流
れ
こ
む
メ
チ
ル
水
銀
の
量
が
増
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

③
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
エ
程
の
特
徴

水
俣
工
場
の
ア
セ
チ
レ
ン
を
出
発
点
と
す
る
有
機
合
成
部
門
で
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
・
酢
酸
と
な
ら
ん
で
重
要
な
製
品
は
塩
化
ピ
ニ
ー
ル
で
あ
る
。
世
界
で
初
め
て
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
を
工
業
化
し
た
の
は
、
一
九
一
＿
一
五
年
ド
イ
ツ
の
イ
ー
・
ゲ
ー
・
フ
ァ
ル
ベ
ン

(
I
G
-
F
a
r
b
e
n
)
で
あ
る
が
、
日
窒
で
は
一
九
三
七
年
末
か
ら
研
究
を
は
じ
め
、
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
モ
ノ
マ
ー
合
成
の
反
応
様
式
、
触
媒
、
低
温
凝
集
、
精
製
、
重
合
な
ど
の
技
術
的

課
題
を
次
々
と
解
決
し
、
一
九
四
一
年
日
本
で
初
め
て
工
業
化
に
成
功
し
た
。
の
ち
に

こ
の
技
術
は
世
界
的
水
準
と
評
価
さ
れ
た
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
触
媒
に
水
銀
（
昇

采
）
が
使
わ
れ
て
お
り
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ビ
ド
工
程
に
く
ら
べ
れ
ば
微
羅
だ
が
、
や
は

り
メ
チ
ル
水
銀
が
副
成
し
て
い
た
。

植
民
地
朝
鮮
へ
の
進
出
と
日
窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
形
成

一
九
一

0
年
、
日
本
は
中
国
大
陸
進
出
の
足
が
か
り
と
し
て
韓
国
を
併
合
し
て
植
民

地
と
し
、
朝
鮮
総
督
府
を
置
い
て
朝
鮮
人
民
を
支
配
し
た
。
総
督
府
の
保
護
の
も
と
に

日
本
か
ら
多
く
の
企
業
が
軍
需
産
業
と
し
て
進
出
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

朝
鮮
半
島
の
大
河
赴
戦
江
の
電
源
開
発
に
着
目
し
た
土
木
技
術
者
森
田
一
雄
と
久
保
田

豊
の
勧
め
に
よ
り
、
野
口
は
早
速
そ
の
開
発
に
と
り
か
か
っ
た
。
当
時
日
本
国
内
の
電

力
開
発
は
五
大
電
力
会
社
に
抑
え
ら
れ
、
国
内
で
の
大
き
な
飛
躍
は
望
め
な
い
状
況
に

あ
っ
た
。
し
か
も
国
内
で
硫
安
一
ト
ン
当
た
り

I

銭
と
さ
れ
た
電
力
価
格
が
、
赴
戦
江

を
開
発
す
れ
ば
―

1
0
分
の
一
以
下
に
で
き
る
と
見
積
ら
れ
た
。
赴
戦
江
の
水
利
権
を
既

に
持
っ
て
い
た
三
菱
と
の
間
で
ト
ラ
プ
ル
も
あ
っ
た
が
、
一
九
二
五
年
六
月
、
朝
鮮
総

督
府
は
日
窒
に
赴
戦
江
の
開
発
を
許
可
し
、
さ
ら
に
植
民
地
経
営
の
確
立
の
た
め
に
、

生
産
し
た
肥
料
の
半
分
は
朝
鮮
内
に
供
給
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
て
興
南
工
場
の

建
設
も
認
め
た
。

u
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以
後
、
朝
鮮
総
督
府
の
庇
護
の
も
と
に
、
日
窒
は
赴
戦
江
周
辺
山
岳
地
帯
で
は
火
田

民
（
焼
畑
農
業
民
）
を
追
い
払
い
、
典
南
で
は
警
察
権
力
の
後
楯
で
強
圧
的
に
用
地
買
収

を
進
め
た
。
さ
ら
に
代
替
地
や
金
銭
賠
償
に
つ
い
て
の
約
束
を
履
行
し
な
い
な
ど
不
法

な
手
段
で
ダ
ム
や
工
場
の
建
設
を
進
め
、
当
時
総
合
化
学
工
場
と
し
て
は
東
洋
一
の
規

模
の
興
南
工
場
を
建
設
し
た
。
赴
戦
江
の
電
源
開
発
は
、
束
シ
ナ
海
側
に
流
れ
て
い
た

水
を
山
を
掘
削
し
て
日
本
海
側
に
導
く
と
い
う
大
工
事
で
あ
っ
た
が
、
ダ
ム
お
よ
び
ト

ン
ネ
ル
を
作
る
工
事
は
劣
悪
か
つ
危
険
な
条
件
の
下
に
強
行
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
朝
鮮

(8) 

人
や
中
国
人
の
労
働
者
に
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

一
九
三

0
年
、
赴
戦
江
発
電
所
か
ら
の
送
電
が
可
能
と
な
り
朝
鮮
窒
素
肥
料
株
式
会

社
（
以
下
「
朝
窒
」
と
略
）
は
操
業
を
開
始
し
た
。
つ
づ
い
て
、
長
津
江
、
虚
川
江
お
よ

び
鴨
緑
江
本
流
の
電
力
開
発
を
次
々
に
手
掛
け
た
。
と
く
に
鴨
緑
江
本
流
に
建
設
さ
れ

た
水
豊
ダ
ム
は
、
一
九
四
五
年
五
月
時
に
は
ニ
一
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
出
力
を
誇
り
、

当
時
満
州
と
呼
ん
で
日
本
が
支
配
下
に
お
い
て
い
た
中
国
東
北
部
と
朝
鮮
に
そ
れ
ぞ
れ

＿
一
九
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
九
六
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
供
給
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

(9} 

時
に
朝
窒
が
消
費
し
た
電
力
は
、
約
二
四

0
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
達
し
た
。

こ
れ
ら
の
電
源
開
発
を
甚
盤
に
、
当
時
東
洋
一
の
規
模
を
誇
っ
た
電
カ
・
化
学
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
中
心
興
南
工
場
は
、
敷
地
一
、
九
八

0
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
従
業
貝
数
は
四
万
五
千
人
を
数
え
た
。
そ
れ
に
隣
接
し
て
、
本
宮
工
場

・
龍
典
工
場
が
つ
ら
な
り
、
ま
た
咸
鏡
北
道
産
の
石
炭
を
利
用
す
る
目
的
で
建
設
さ
れ

た
阿
吾
地
工
場
や
永
安
工
場
な
ど
、
北
部
朝
鮮
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
。
肥
料

な
ど
の
無
機
合
成
品
だ
け
で
な
く
、
水
俣
工
場
で
開
発
さ
れ
た
独
自
の
技
術
を
生
か
し

て
、
植
民
地
朝
鮮
で
数
々
の
有
機
合
成
品
を
大
規
模
生
産
し
た
。
設
備
能
力
で
は
、
世

界
一
の
規
模
を
誇
る
水
電
解
工
場
や
世
界
第
一
二
位
の
ア
ン
モ
ニ
ヤ
合
成
工
場
、
日
本
一

の
規
模
の
硫
酸
工
場
、
硫
安
工
場
、
硬
化
油
・
グ
リ
セ
リ
ン
・
脂
肪
酸
•
石
鯨
な
ど
を

製
造
す
る
油
脂
工
場
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
・
黒
色
火
薬
・
導
火
線
・
雷
管
な
ど
を
製
造
す

る
火
薬
工
場
、
カ
ー
バ
イ
ド
工
場
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
工
場
、
人
造
宝
石
工
場
、
メ
タ
ノ

ー
ル
合
成
工
場
、
石
炭
直
接
液
化
工
場
、
お
よ
ぴ
付
属
の
工
作
工
場
や
私
設
の
埠
頭
設

備
そ
の
他
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
群
は
、
数
多
く
の
自
家
消
費
す
る
中
間
製
品
も
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い
わ
ゆ
る
傾

含
め
、
肥
料
、
油
脂
、
火
薬
、
有
機
化
学
合
成
品
、
貴
金
属
そ
の
他
の
生
産
品
目
は
多

種
多
量
に
及
ん
だ
。

ア
メ
リ
カ
の

T
V
A
に
も
比
較
さ
れ
る
こ
の
大
事
業
は
、
野
口
に
率
い
ら
れ
た
=
1
0
 

代
の
技
術
者
を
中
心
に
わ
ず
か
一

0
年
足
ら
ず
で
実
現
さ
れ
た
。
の
ち
に
社
長
と
な
っ

た
白
石
宗
城
は
、
「
時
代
の
要
請
に
応
え
る
強
力
な
意
欲
と
技
術
と
資
金
が
三
位
一
体

訪）

と
な
っ
て
初
め
て
こ
の
こ
と
が
成
就
し
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
朝
窒
は
朝
鮮
総
督

府
の
庇
護
の
下
に
発
展
し
た
の
で
、
当
然
軍
需
産
業
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
が
、
十
五

年
戦
争
の
進
展
と
と
も
に
軍
部
と
の
協
力
関
係
は
い
よ
い
よ
強
ま
っ
た
。
海
軍
と
共
同

で
航
空
燃
料
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
を
開
発
し
た
が
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
原
料
に
複
雑
な

過
程
を
た
ど
っ
て
生
産
す
る
そ
の
技
術
は
、
戦
後
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
製
造
に
生
か
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
国
家
に
役
に
立
つ
事
業
と
し
て
野
口
が
考
え
た
石
炭
直
接
液
化

事
業
や
、
火
薬
類
の
製
造
な
ど
軍
需
を
賄
う
の
に
力
を
尽
く
し
た
。

日
窒
は
ア
セ
チ
レ
ン
有
機
合
成
化
学
会
社
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
す
る
に
伴
い
、

次
々
と
子
会
社
を
設
立
し
、
一
九
三

0
年
頃
に
は
傘
下
に
子
会
社
一

0
社
を
有
す
る
日

窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
0
年
頃
に
は
、
一
―

J
O余
の
子
会
社
を
持

つ
ま
で
に
成
長
し
、
森
、

B
産
、
日
曹
と
並
ん
で
新
興
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
代
表
と
目
さ

れ
、
三
菱
、
住
友
、
三
井
の
旧
財
閥
系
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
対
抗
す
る
勢
力
に
ま
で
な
っ

g
 

こ。t
 日

窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
崩
壊
と
戦
後
の
再
出
発

一
九
四
五
年
三
月
か
ら
七
月
末
に
か
け
て
、
水
俣
工
場
は
数
回
に
わ
た
る
爆
撃
で
壊

滅
的
な
被
害
を
う
け
た
。
敗
戦
後
、
日
窒
は

G
H
Q
に
よ
る
財
閥
解
体
の
対
象
と
な
り
、

延
岡
工
場
は
分
割
さ
れ
て
旭
化
成
株
式
会
社
と
し
て
独
立
し
、
新
た
に
一
部
社
員
が
積

水
化
学
株
式
会
社
を
設
立
し
、
日
窒
本
体
は
水
俣
工
場
を
唯
一
の
工
場
と
し
て
再
出
発

し
た
。
同
時
に
全
体
の
八
割
に
お
よ
ぶ
海
外
資
産
は
す
べ
て
失
わ
れ
た
。
一
九
五

0
年、

企
業
再
建
整
備
法
に
基
づ
き
新
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
（
以
下
「
新
日
窒
兄
と
略
）
と
改

称
さ
れ
た
。

戦
後
復
興
に
あ
た
っ
て
政
府
は
肥
科
と
石
炭
の
生
産
に
重
点
を
お
き
、

斜
生
産
方
式
を
と
っ
て
助
成
し
た
。
水
俣
工
場
で
は
、
敗
戦
と
同
時
に
肥
料
部
門
の
復

旧
が
は
じ
ま
り
、
一
九
四
五
年
一

0
月
に
は
硫
安
、
一
―
一
月
に
カ
ー
バ
イ
ド
、
翌
年
ニ

月
酢
酸
、
八
月
硝
酸
と
い
う
よ
う
に
、
い
ち
早
く
生
産
が
再
開
さ
れ
、
一
九
五

0
年
ご

ろ
に
は
戦
前
の
生
産
規
模
を
回
復
し
た
。
一
九
五

0
年
代
に
は
、
肥
料
な
ど
の
無
機
合

成
品
の
利
潤
が
低
下
し
た
が
、
有
機
合
成
品
は
莫
大
な
利
潤
を
も
た
ら
し
た
(
1
7
、

19
、

20)
。
一
九
五

0
年
か
ら
の
一

0
年
間
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
有
機
合
成
部
門
で

は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
技
術
の
改
良
・
刷
新
が
な
さ
れ
、
設
備
も
拡
張
さ
れ
た

(21)
。
な
か
で

も
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
は
数
年
の
う
ち
に
三
ー
七
倍
の
生
産
規
模
に

達
し
た
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
全
国
生
産
量
の
う
ち
チ
ッ
ソ
の
生
産
量
は
一
九
五
〇

年
当
時
一
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
業
界
第
一
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
水
俣
病
が
公
式

確
認
さ
れ
た
一
九
五
六
年
に
は
、
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
成
型
に
不
可
欠
な
可
塑
剤

D
o
p
（
ジ
オ
ク
チ
ル
・
フ

ェ
タ
レ
ー
ト
）
は
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
か
ら
誘
導
さ
れ
る
が
、
当
時
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
は
ほ
と

ん
ど
輸
入
に
頼
る
し
か
な
く
、
し
か
も
ヤ
シ
油
を
原
料
と
し
た
も
の
が
主
で
量
が
不
足

し
た
た
め
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
需
要
の
増
加
に
と
も
な
い
、
国
内
で
の
工
業
化
が
強
く

望
ま
れ
て
い
た
。
水
俣
工
場
で
は
戦
前
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
を
生
産
し
た
技
術
を
応
用
し
、

一
九
五
＿
一
年
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
か
ら
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
を
誘
導
・
合
成
す
る
こ
と
に
成

功
し
、
引
き
つ
づ
き

D
o
pも
製
品
化
し
て
た
ち
ま
ち
市
場
を
独
占
し
た
。
こ
れ
は
水

俣
工
場
に
お
け
る
技
術
開
発
の
戦
後
の
代
表
例
で
あ
る
。
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
、

D
o
pと

も
に
需
要
を
賄
い
切
れ
な
い
状
態
で
増
産
に
増
産
を
か
さ
ね
た
。
原
料
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
が
フ
ル
生
産
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
き
に
述
べ
た
工
程
の
改
良
・

刷
新
は
そ
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
新
日
窒
は
肥
料
な
ど
の
無
機
部
門
の

不
況
を
補
っ
て
な
お
余
り
あ
る
有
機
部
門
の
好
況
に
支
え
ら
れ
(
1
7
、

20
、
21)
、
戦
後
に

お
い
て
も
総
合
化
学
会
社
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
。

(
1
)

化
学
工
業
史
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
徳
二
編

r
日
本
化
学
工
業
発
達
史
』
一
九
六
八
‘

r
戦
後
日
本

化
学
工
業
発
達
史
』
一
九
七
三
な
ど
を
、
日
本
の
化
学
技
術
史
に
つ
い
て
は
、
飯
島
孝

r
日
本
の
化

学
技
術
』
一
九
八
＿
を
参
照
。

ゞ
、
9
9

ヽ
？

~
5
．

w
.
9
,
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(
2
)

飯
島
孝
「
わ
が
国
の
ア
セ
チ
レ
ン
法
ア
七
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
技
術
の
発
展
＿

1
三
」
化
学
史
研

究
、
一
九
九

0
。
ま
た
チ
ッ
ソ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
の
実
態
、
化
学
技
術
史
お
よ
び
産
業
史

的
な
観
点
か
ら
の
詳
し
い
検
討
は
、
飯
島
孝
•
岡
本
逹
明
「
水
俣
病
原
因
工
場
の
産
業
史
・
技
術
史

(
-
）
ー
（
四
）
」
、
岐
阜
経
済
大
学
論
集
二
七
(
-
〉
し
二
九
（
一
）
、
一
九
九
一
―
―
し
一
九
九
五
を
参
照
。

(
3
)

有
馬
濫
雄
「
工
場
の
運
転
実
態
か
ら
み
た
水
俣
病
」
、
有
馬
編

r
水
俣
病
ー
―

-
0
年
の
研
究
と
今

日
の
課
題
』
一
九
七
九
、
所
収
。

(
4
)
 
H
,
 
Z,agge,, 
E
,
f
a
h
c
u
n
g
e
n
 
Obe, 
Q
r
n
k
s
H
b
e
,
m
g
;
/
t
"
n
g
e
n
,
 
Acch. 
f. 

G
e
w
e
,
b
e
p
a
t
h
.
 

"
・
G
e
w
,
b
e
h
y
.
,
 
1
,
 
5
3
9
,
 

1
9
3
0
.
 

(
5
)
 
E
.
W
.
 B
,
a
d
e
,
 &
 E. 
Holsteio, "
D
a
s
 Q"ecksilbe,, s
e
m
,
 G
e
w
i
n
n
a
n
g
,
 t
e
c
h
m
s
c
h
,
 V
e
,
w
e
n
-

d
"
n
g
 "
"
d
 Giftwi,k"ng". 
Be<lin, 
1
9
3
3
.
 

(
6
)
 
I
c
u
k
a
y
a
m
,
 et 
al, 
St"dies o
n
 the o,igin 
of 
"
"
"
l
i
v
e
 agent of 
M
i
n
,
m
a
t
,
 disease. 

m
 .
 

Ind"stdal 
wastes 
containing 
m
m
"
'
Y
 c
o
m
p
o
"
n
d
s
 
f
r
o
m
 
M
i
n
,
m
,
t
a
 faeto,y• 

K
"
m
,
m
o
t
o
 

M
e
d
i
c
a
l
 J. 
1
5
(
2
)
 

＂ 
5
7
,
 

1
9
6
2
、
喜
田
村
正
次
ら
「
Acetylene
接
触
加
水
反
応
に
伴
う
副
反

応

(I)
、
メ
チ
ル
水
銀
の
生
成
」
日
薬
理
誌
、
六
三
（
四
）
＂
ニ
ニ
八
、
一
九
六
七
、
瀬
辺
恵
鐙
ら

'Acetylene
接
触
加
水
反
応
に
伴
う
副
反
応
(Il)
」
日
薬
理
誌
、
さ
―
-
（
四
）
＂
二
四
四
、
一
九
六
七
゜

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
第
VIl
報
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
田
島
静
子
「
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物
の
生
成
に
関

す
る
研
究
」
熊
本
医
会
誌
、
四
四

(
1
0
)
"
八
七
九
、
一
九
七
0
を
参
照
。

(
7
)

入
施
山
且
朗
ら
ぷ
水
俣
工
場
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
生
産
停
止
前
後
の
水
俣
地
方
の
水
銀
に
よ
る
汚

染
状
況
」
熊
本
医
会
誌
、
四
三
(
―
-
）
＂
九
四
六
、
一
九
六
九
。

(
8
)

姜
在
彦
編

r
朝
鮮
に
お
け
る
日
窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
』
一
九
八
五
、
ま
た
松
岡
信
夫

r
朝
鮮
窒
素
肥

料
株
式
会
社
の
体
質
と
行
動
一
ー
四
」
自
主
講
座
一
六
号
＿
九
七
ニ
ー
一
九
七
三
、
そ
の
他
の
論
文

参
照
。

(
9
)

朝
鮮
電
気
事
業
史
編
集
委
員
会
『
朝
鮮
電
気
事
業
史
』
、
一
九
八
一
。

(10)

田
代
三
郎
編
「
特
集
興
南
工
場
」
、
化
学
工
場
、
一
九
五
一
年
一
月
号
。

(11)

前
出
大
塩
ら
の
著
書
参
照
。

漁
業
被
害
か
ら
水
俣
病
ヘ

水
俣
工
場
の
廃
棄
物
と
汚
染
問
題

有
機
化
学
合
成
工
場
は
、
危
険
性
が
高
い
。
第
一
に
、
装
置
そ
の
も
の
が
高
い
危
険

性
を
も
ち
、
燥
発
な
ど
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。
第
二
に
、
生
産
工
程
で
使
用
す
る
原

材
料
、
中
間
製
品
、
そ
し
て
造
り
出
さ
れ
た
最
終
製
品
な
ど
、
化
学
物
質
の
多
く
は
劇

毒
物
で
あ
る
。
第
三
に
、
各
工
程
か
ら
多
種
多
様
な
有
毒
化
学
物
質
が
廃
棄
物
の
形
で

排
出
さ
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
操
業
す
る
に
当
た
っ
て
は
安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
を
確

立
し
、
原
材
料
の
取
扱
い
や
装
置
運
転
に
つ
い
て
の
安
全
教
育
を
施
し
、
廃
棄
物
は
で

き
る
だ
け
系
外
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
、
工
場
外
に
放
出
す
る
場
合
は
環
境
汚
染
を
防

止
す
る
た
め
無
害
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
化
学
工
業
が
早
く
か
ら
成
立
し
た
イ
ギ

リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
化
学
工
場
の
運
転
・
管
理
上
の
安
全
性
が
配
慮
さ

れ
、
安
全
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
た
。
日
本
で
も
輸
入
さ
れ
た
知
識
な
が
ら
、
戦
前
か

ら
化
学
毒
物
の
安
全
管
理
と
廃
水
処
理
の
必
要
性
は
科
学
者
・
工
業
技
術
者
の
問
や
行

，＇｝
 

政
庁
の
出
版
物
な
ど
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

水
俣
工
場
も
総
合
化
学
工
場
と
し
て
日
常
的
に
危
険
性
を
持
つ
合
成
装
置
と
原
材
料

を
取
り
扱
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
場
の
労
働
者
に
対
す
る
安
全
教
育
は
全
く
し
て
こ

な
か
っ
た
。
多
少
と
も
考
え
は
じ
め
た
の
は
一
九
六
一
年
ご
ろ
か
ら
で
、
水
俣
病
の
発

生
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
五
ー
六
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
三

0
年
代
、
ア
セ
チ
レ
ン
有
機
合
成
化
学
工
場
と
し
て
出
発
し
た
頃
の
水
俣
工

場
で
は
、
と
く
に
酢
酸
合
成
装
置
の
設
計
に
当
た
っ
て
爆
発
を
ど
う
防
止
す
る
か
が
き

わ
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
経
営
者
や
設
計
技
術
者
は
爆
発
の
危
険

性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
製
品
化
を
急
ぐ
あ
ま
り
不
完
全
な

ま
ま
の
装
置
で
運
転
を
開
始
し
た
。
事
故
や
故
障
が
発
生
す
る
と
そ
の
つ
ど
改
良
し
て

い
く
と
い
う
や
り
方
を
と
っ
た
た
め
、
一
応
安
定
し
た
運
転
が
な
さ
れ
る
ま
で
数
年
を

要
し
た
。
労
働
者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
」
式
で
、

運
転
す
る
本
人
に
任
さ
れ
た
。
事
実
、
職
工
の
採
用
に
当
た
っ
て
「
燥
発
す
る
が
、
死

ん
で
も
い
い
か
L

と
聞
き
「
い
い
で
す
」
と
答
え
た
者
を
採
用
し
た
し
、
現
場
で
は
酸

を
浴
び
る
な
ど
し
て
服
が
ボ
ロ
ポ
ロ
に
な
る
た
め
労
働
者
は
結
局
フ
ン
ド
シ
姿
で
運
転

に
当
た
り
、
有
毒
な
粉
塵
・
蒸
気
・
ガ
ス
・
反
応
液
な
ど
を
体
に
か
ぶ
り
な
が
ら
作
業

を
す
る
と
い
う
実
態
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
燥
発
や
労
働
災
害
が
頻
発
し
た
。
工
場
内

部
で
す
ら
、
労
働
安
全
衛
生
に
関
し
て
必
要
な
配
慮
を
欠
い
て
い
た
水
俣
工
場
で
は
、

工
場
廃
棄
物
が
外
部
の
環
境
を
い
く
ら
汚
染
し
て
も
ま
っ
た
く
無
頓
着
で
あ
っ
た
。

戦
後
に
い
た
っ
て
も
水
俣
工
場
は
、
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
再
々
注
意
さ
れ
る
ほ
ど
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労
働
災
害
の
多
い
工
場
で
あ
っ
た
。
内
に
労
働
災
害
を
頻
発
さ
せ
た
工
場
は
、
外
に
向

か
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
し
た
。
廃
水
、
粉
塵
、
有
毒
ガ
ス
の

無
処
理
放
出
が
原
因
で
早
く
か
ら
紛
争
が
起
き
た
。
た
と
え
ば
一
九
四
九
年
、
丸
島
排

水
路
へ
流
さ
れ
た
廃
水
で
下
手
の
農
作
物
が
枯
死
し
、
被
害
者
が
土
の
う
で
排
水
路
を

塞
き
止
め
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
工
場
裏
山
の
農
作
物
も
煤
塵
で
枯
死
し
、

ま
た
一
九
五
五
年
、
降
下
煤
塵
の
被
害
に
つ
い
て
丸
島
地
区
住
民
か
ら
市
議
会
へ
請
願

が
な
さ
れ
た

(28)
。
こ
の
よ
う
な
被
害
は
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
た
の
で
、
工
場
内
部

に
被
害
額
を
算
定
す
る
担
当
者
が
置
か
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

水
俣
工
場
の
最
大
の
汚
染
源
は
工
場
廃
水
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
水
俣
病
の
原
因

物
質
と
な
っ
た
メ
チ
ル
水
銀
だ
け
で
な
く
、
重
金
属
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
有
害
物
質
が
含

ま
れ
て
い
た

(
1
1
|
8
4
、
126
、
Illー

94
な
ど
参
照
）
。
肥
料
生
産
が
主
で
あ
っ
た
時
代
は
石

灰
窒
素
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
を
分
離
す
る
際
に
生
じ
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
、
硫
酸
・
硫

安
工
場
な
ど
か
ら
の
廃
棄
物
が
主
で
あ
っ
た
が
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
・
酢
酸
を
は
じ

め
有
機
合
成
が
主
力
に
な
る
と
、
数
多
く
の
化
学
毒
物
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

危
険
性
は
格
段
に
高
く
な
っ
た

(11
ー

82)
。
し
か
し
な
が
ら
水
俣
工
場
は
、
「
冷
却
水
を

流
す
」
程
度
の
認
識
で
(
1
1
)
、
危
険
な
廃
水
を
無
処
理
の
ま
ま
流
し
つ
づ
け
た

(16)
。

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
設
備
の
廃
水

こ
こ
で
水
俣
病
を
引
き
起
こ
し
た
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
廃
水
が
ど
ん
な
も
の
か
見
て

お
き
た
い
。
水
俣
工
場
の
主
要
生
産
品
で
あ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
中
間
製
品
と

し
て
ひ
と
つ
づ
き
の
工
程
で
す
ぐ
酸
化
さ
れ
酢
酸
に
合
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
の
た
め
酢
酸
設
備
と
呼
び
、
担
当
は
酢
酸
課
酢
酸
係
で
あ
っ
た
。

水
俣
工
場
で
精
ド
レ
ー
ン
と
呼
ば
れ
た
精
溜
塔
廃
液
は
ど
の
よ
う
に
し
て
出
る
か
。

①
、
生
成
器
の
母
液
中
に
ア
セ
チ
レ
ン
を
吹
き
込
む
と
水
加
反
応
に
よ
っ
て
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
が
で
き
る
。
そ
の
母
液
を
分
溜
器
に
送
り
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
水
を
蒸

発
さ
せ
る
。
②
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
水
の
混
合
ガ
ス
は
精
溜
塔
に
送
り
、
水
を
分

離
流
出
さ
せ
る
（
温
度
が
一

0
0
度
以
下
に
よ
る
と
水
蒸
気
は
水
に
な
る
）
。
こ
れ
が
精
溜

塔
廃
液
11
精
ド
レ
ー
ン
で
あ
る
。
蒸
留
水
に
ほ
ぼ
等
し
い
が
、
母
液
の
中
に
副
成
し
た

メ
チ
ル
水
銀
が
混
じ
っ
て
い
る
。
③
、
水
分
が
除
か
れ
た
ガ
ス
は
、
中
間
コ
ン
デ
ン
サ

ー
（
第
一
と
第
一
一
精
溜
塔
の
間
に
あ
る
冷
却
装
置
）
で
さ
ら
に
温
度
を
下
げ
て
第
二
精
溜
塔

に
送
る
。
そ
こ
で
微
妙
な
温
度
調
節
に
よ
っ
て
、
液
状
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
（
沸
点

―1
0
・
八
度
）
に
す
る
。
④
、
中
間
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は
、
千
本
以
上
の
細
い
鉄
の
管
の

中
に
水
を
循
環
さ
せ
、
そ
の
間
を
通
る
ガ
ス
を
冷
却
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
ガ

ス
は
酸
化
が
進
ん
で
酢
酸
に
な
っ
た
も
の
も
含
ん
で
強
酸
性
で
あ
っ
た
か
ら
、
細
管
は

腐
食
し
て
孔
が
あ
き
冷
却
水
が
漏
れ
だ
す
の
が
常
で
あ
っ
た
。
漏
れ
出
し
た
冷
却
水
は

先
の
精
ド
レ
ー
ン
と
一
緒
に
な
っ
て
排
出
し
た
の
で
、
ひ
っ
く
る
め
て
精
ド
レ
ー
ン
と

呼
ば
れ
た
。
⑤
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
か
ら
の
漏
出
が
あ
ま
り
ひ
ど
く
な
る
と
、
密
閉
状
態

の
工
程
全
体
の
圧
力
が
変
わ
っ
て
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
溜
出
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
運
転
を
止
め
孔
が
あ
い
た
細
管
を
取
り
替
え
た
。
ま
た
定
期

修
理
と
称
し
、
そ
う
な
る
前
に
運
転
を
停
止
し
て
、
腐
食
の
進
ん
だ
細
管
を
あ
ら
か
じ

め
取
り
替
え
る
こ
と
も
し
た
。
工
場
の
稟
議
書

(rnー

67)
を
み
る
と
、
中
問
コ
ン
デ
ン

サ
ー
チ
ュ
ー
プ
が
頻
繁
に
漏
出
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
廃
水
だ
け
な
ら
、
酢
酸
設
備
の
排
水
は
見
た
目
は
あ
ま
り
汚
く
な
い
。
し
か

し
、
ア
ル
デ
ヒ
ド
設
備
か
ら
は
精
ド
レ
ー
ン
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
廃
水
が
常
時
出
て

い
て
、
「
見
た
目
に
も
い
ち
ば
ん
汚
＜
臭
い
も
ひ
ど
い
」
状
態
に
な
る
。
そ
の
第
一
は

母
液
で
、
運
転
中
い
つ
も
吹
き
こ
ぼ
れ
て
い
た
。
ま
た
成
分
を
分
析
す
る
時
、
硝
酸
で

酸
化
す
る
と
き
、
生
成
器
に
た
ま
っ
た
金
属
水
銀
を
コ
ッ
ク
を
あ
け
て
取
り
出
す
時
な

ど
に
流
れ
出
た
。
さ
ら
に
は
、
母
液
が
劣
化
し
て
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ビ
ド
の
生
成
が
思
わ

し
く
な
く
な
る
と
排
水
溝
に
ぶ
ち
ま
け
て
、
新
し
く
入
れ
替
え
る
の
が
常
で
あ
っ
た
と

い
う
。
母
液
以
外
に
も
、
一
日
三
回
交
替
時
に
作
業
員
が
床
を
洗
っ
た
水
、
装
置
の
定

期
解
体
時
の
洗
浄
水
、
毎
液
酸
化
設
備
の
タ
ン
ク
類
を
洗
っ
た
水
な
ど
が
排
出
さ
れ
た

(
1
1
1
7
5
)
。
元
酢
酸
係
の
椎
野
吉
之
助
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
排
水
量
は
、
精
ド

レ
ー
ン
が
時
間
量
で
九
ー
＿
一
五
立
法
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
が

I

日
あ
た
り
約
八
八
立
法

メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
と
い
う
。
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漁
業
紛
争
に
み
る
漁
協
と
水
俣
工
場

環
境
汚
染
を
め
ぐ
る
漁
民
と
水
俣
工
場
と
の
紛
争
は
、
す
で
に
大
正
時
代
、
一
九
二

0
年
代
か
ら
起
こ
っ
て
お
り
、
水
俣
病
発
生
以
前
に
少
な
く
と
も
記
録
に
四
回
と
ど
め

ら
れ
て
い
る
。

①
漁
協
の
対
応

水
俣
工
場
が
作
成
し
た
「
水
俣
に
お
け
る
漁
業
補
償
の
沿
革
」

(11ー

98)
は
加
害
者

側
の
記
録
だ
が
、
こ
れ
を
丁
寧
に
読
む
と
工
場
が
発
展
す
る
に
従
い
水
俣
湾
周
辺
海
域

の
汚
染
が
徐
々
に
深
刻
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
漁
場
汚
染
の
た
め
窮
迫
し
た

漁
業
組
合
員
が
漁
協
幹
部
を
突
き
上
げ
、
水
俣
工
場
に
補
償
要
求
す
る
よ
う
何
度
も
主

張
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
声
は
な
か
な
か
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
表

面
化
し
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
一
九
二

0
年
代
の
紛
争
で
、
漁
協
は
補
償
要
求
を
取
り
下
げ
法
廷
で
も
争

わ
な
い
と
一
札
を
入
れ
、
「
当
今
・
・
・
・
・
・
真
に
困
窮
し
」
て
い
る
の
で
寄
付
を
お
願
い
す

る
、
と
い
う
形
で
和
解
し
た
。
し
か
も
永
久
に
苦
情
を
申
し
立
て
な
い
と
い
う
こ
と
ま

で
約
束
し
て
い
る
(
1
)
。
戦
後
、
法
改
正
に
伴
う
国
の
漁
業
権
買
い
上
げ
で
一
時
を
し

の
い
だ
も
の
の
、
そ
の
後
も
赤
字
経
営
が
続
い
た

(
2
)
。
一
九
五
一
年
、
漁
協
は
赤
字

補
填
の
た
め
日
窒
か
ら
宜

0
万
円
借
り
た
が
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
地
先
海
面
の
一
部

に
つ
い
て
漁
業
権
を
放
棄
し
、
工
場
廃
棄
物
に
よ
る
埋
め
立
て
を
認
め
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
漁
業
紛
争
の
処
理
に
お
い
て
、
漁
協
組
合
長
の
果
た
し
た
役
割
は
無
視
で

き
な
い
。
水
俣
漁
協
の
歴
代
の
組
合
長
は
漁
業
関
係
者
で
は
な
く
町
の
有
力
者
で
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
戦
前
の
組
合
長
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
深
水
吉
毅
は
、
水
俣
の
大
地
主
で

町
長
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
後
の
組
合
長
淵
上
末
記
は
、
山
林
事
業
者
で
市
議
会
議

員
（
の
ち
市
議
会
議
長
）
で
あ
っ
た
。
漁
民
で
な
い
町
の
有
力
者
を
組
合
長
に
す
え
る
理

由
は
、
対
外
的
な
顔
と
し
て
必
要
な
こ
と
と
内
輪
も
め
を
避
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
水
俣
湾
の
漁
場
汚
染
問
題
の
場
合
、
組
合
長
は
水
俣
工
場
の
意
を
体
し
、
む
し
ろ

組
合
貝
を
説
得
す
る
側
に
ま
わ
っ
た
。
一
九
四
三
年
の
被
害
交
渉
の
際
、
組
合
長
深
水

は
交
渉
の
当
事
者
で
あ
る
と
同
時
に
町
長
と
し
て
立
会
人
で
も
あ
る
と
い
う
奇
妙
な
立

場
に
立
ち
、
結
局
、
交
渉
は
水
俣
工
場
の
重
要
性
の
み
が
強
調
さ
れ
て
終
わ
っ
た

(
6
)
。

一
九
五
四
年
の
覚
書
き
締
結
の
際
も
、
組
合
長
淵
上
は
水
俣
工
場
幹
部
と
の
間
で
い
わ

ゆ
る
ポ
ス
交
渉
を
行
い
、
組
合
員
の
強
硬
意
見
を
抑
え
込
ん
だ

(12)
。

②
水
俣
工
場
の
対
応

水
俣
工
場
と
漁
協
の
間
の
漁
場
汚
染
紛
争
は
、
工
場
の
生
産
羅
が
増
大
す
る
に
つ
れ

て
激
し
く
な
っ
た
。
一
九
二

0
年
代
に
起
こ
っ
た
最
初
の
漁
業
紛
争
は
、
カ
ザ
レ
ー
式

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
新
工
場
が
完
成
し
合
成
硫
安
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ

の
廃
水
を
水
俣
湾
の
最
深
部
に
流
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た
。
漁
協
は
、
「
流
出
ス
ル
排

水
貯
蔵
残
流
及
埋
立
地
等
力
…
…
沿
岸
二
於
ケ
ル
漁
獲
」
に
影
響
が
あ
る
と
し
て
、
水

俣
工
場
に
補
償
要
求
し
た
。
工
場
は
「
影
響
ノ
有
無
及
ヒ
…
…
損
害
ノ
程
度
ノ
調
査
モ

致
難
」
と
し
て
拒
絶
し
、
数
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
―
一
五
年
に
至
り
、
工
場

側
か
ら
海
面
埋
立
て
を
持
ち
出
し
、
よ
う
や
く
見
舞
金
を
支
払
っ
た
(
l
)
。

一
九
四
三
年
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ビ
ド
の
生
産
量
が
敗
戦
前
の
ビ
ー
ク
に
達
し
た
翌
年
、

二
回
目
の
漁
業
補
償
要
求
が
漁
協
か
ら
出
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
一
九
四
二
年
の
生
産
量

は
八
、
四
八

0
ト
ン
で
あ
り
、
水
俣
病
の
最
初
の
急
性
発
症
患
者
が
出
た
と
さ
れ
る
一

九
五
三
年
の
生
産
量
六
、
五
九
ニ
ト
ン
を
上
回
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
は
、
工
場
は
要

求
を
逆
手
に
と
っ
て
、
一
五
万
円
余
の
補
償
と
引
き
換
え
に
漁
協
に
地
先
漁
業
権
を
放

棄
さ
せ
埋
立
地
を
確
保
し
、
永
久
に
補
償
要
求
を
し
な
い
と
い
う
示
談
書
を
取
り
交
わ

し
た

(
6
)
。

戦
後
の
漁
業
紛
争
も
似
か
よ
っ
た
経
過
と
結
果
を
見
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
漁
協

側
は
わ
ず
か
な
見
舞
金
と
引
き
換
え
に
、
工
場
に
廃
棄
物
捨
て
場
と
し
て
海
面
を
譲
り

渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。
時
と
し
て
、
埋
立
用
の
海
面
を
得
る
た
め
に
水
俣
工
場
か
ら
紛

争
を
し
か
け
た
か
に
見
え
る
こ
と
さ
え
あ
る
(
7
、

8
)
。

日
窒
は
水
俣
湾
周
辺
海
域
を
廃
棄
物
捨
て
場
な
い
し
埋
め
立
て
用
地
と
し
か
考
え
て

い
な
か
っ
た
が
、
漁
業
紛
争
に
お
け
る
対
応
ぶ
り
は
傍
若
無
人
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ

、。
す
な
わ
ち
、
り
ま
ず
廃
水
・
廃
棄
物
に
よ
っ
て
漁
場
を
使
え
な
く
し
、
補
償
要
求
を

逆
手
に
と
っ
て
わ
ず
か
な
涙
金
で
漁
場
を
放
棄
さ
せ
る
。
回
工
場
側
が
埋
め
立
て
地
を

必
要
と
す
る
時
の
み
交
渉
に
応
じ
、
そ
れ
以
外
の
と
き
は
補
償
要
求
を
つ
っ
ぱ
ね
る
。
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い
そ
の
つ
ど
工
場
は
永
久
示
談
条
項
、
「
今
後
の
漁
業
被
害
に
つ
い
て
は
責
任
を
問
わ

な
い
」
と
い
う
一
項
を
入
れ
さ
せ
る
。
⇔
漁
協
内
部
の
強
硬
意
見
は
組
合
長
や
市
の
有

力
者
を
通
じ
て
抑
え
さ
せ
る
、
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
漁
民
を
屈
伏
さ
せ
る
た
め
の
大
義
名
分
な
い
し
殺
し
文
句
と
し
て
、
戦
前
に
は

「
国
家
の
存
立
上
緊
要
な
る
地
位
」
、
戦
後
に
は
「
水
俣
市
の
繁
栄
の
た
め
」
な
ど
が
用

い
ら
れ
た
。
同
時
に
交
渉
に
は
、
町
長
や
警
察
署
長
を
立
ち
会
わ
せ
る
な
ど
、
権
力
機

構
も
最
大
限
利
用
し
た

(
6
)
。

③
行
政
の
対
応

汚
染
に
よ
る
漁
場
被
害
が
深
刻
で
あ
り
漁
民
の
生
活
が
侵
害
さ
れ
、
ま
た
地
域
住
民

が
水
俣
工
場
の
廃
棄
物
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
被
害
を
こ
う
む
っ
て
い
た
時
、
行
政
機

関
の
対
応
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

降
下
煤
塵
の
被
害
に
つ
い
て
、
丸
島
地
区
住
民
か
ら
市
議
会
に
請
願
が
な
さ
れ
た
が
、

対
策
が
取
ら
れ
た
形
跡
は
な
い

(28)
。

水
俣
病
発
生
以
前
に
熊
本
県
が
水
俣
工
場
の
環
境
汚
染
に
関
し
て
調
査
し
た
こ
と
が

た
だ
一
度
だ
け
あ
っ
た
。
一
九
五
二
年
、
水
俣
市
漁
協
が
排
水
に
よ
る
漁
業
被
害
を
再

三
訴
え
た
こ
と
か
ら
、
県
は
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
、
ま
ず
県
水
産
課
が
水
俣
工
場

に
排
水
に
つ
い
て
報
告
を
求
め

(21)
、
さ
ら
に
三
好
礼
治
水
産
係
長
が
現
地
調
査
に
お

も
む
い
た
。
三
好
は
水
俣
工
場
に
排
水
の
性
状
や
処
理
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た

が
、
「
排
水
は
あ
ま
り
害
が
な
い
」
と
言
う
ば
か
り
で
要
領
を
得
ず
、
協
力
的
で
は
な

か
っ
た
。
三
好
は
結
論
と
し
て
「
漁
業
被
害
は
水
俣
工
場
か
ら
の
直
接
の
排
水
の
被
害

と
、
長
年
月
に
累
積
さ
れ
た
被
害
と
考
え
る
べ
き
」
だ
と
指
摘
し
、
「
排
水
に
対
し
て

は
必
要
に
よ
っ
て
は
分
析
し
成
分
を
明
確
に
し
て
置
く
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
復
命
し

た
が

(22)
、
何
の
対
策
も
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
三
好
報
告
が
生
か
さ
れ
て
行
政

が
し
か
る
べ
き
手
を
打
ち
、
水
俣
工
場
が
従
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
の
水
俣
病
被
害
は

様
相
を
変
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

環
境
異
変
の
発
生

敗
戦
直
後
の
頃
か
ら
、
百
間
港
最
奥
部
の
水
俣
工
場
排
水
口
付
近
に
船
を
係
留
し
て

置
く
と
、
カ
キ
な
ど
が
つ
か
な
い
こ
と
に
水
俣
湾
周
辺
の
漁
師
は
気
付
い
て
い
た
。
数

年
経
っ
て
湾
内
の
海
草
類
が
枯
死
標
流
し
、
ス
ズ
キ
な
ど
の
魚
が
浮
き
は
じ
め
て
、
手

で
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
五
一

1
五
二
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
汚
染
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
っ
て
多
種
類
の

海
草
や
魚
が
漂
流
し
、
カ
キ
、
ア
サ
リ
、
ビ
ナ
な
ど
貝
類
が
斃
死
し
て
口
を
開
き
腐
臭

が
漂
っ
た
。
前
に
述
べ
た
県
水
産
課
の
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。
の
ち

に
患
者
多
発
地
区
と
な
る
湯
堂
や
月
の
浦
な
ど
で
カ
ラ
ス
や
ア
メ
ド
リ
な
ど
が
落
ち
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
湾
周
辺
漁
村
部
落
で
猫
や
豚
が
狂
い
死
に
し
は
じ
め
た
。

一
九
五
三
ー
五
四
年
に
は
、
被
害
は
水
俣
湾
内
か
ら
湾
外
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
魚

の
浮
上
・
斃
死
が
ま
す
ま
す
増
え
、
一

0
数
年
ぶ
り
に
育
っ
た
烏
貝
も
海
岸
か
ら
一
、

-3) 

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
は
死
滅
し
て
漁
獲
が
な
か
っ
た
。
の
ち
に
な
さ
れ
た
水

俣
市
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
五

0
1
五
三
年
の
平
均
漁
獲
量
が
―
二
万
貫
余
で
あ
っ

た
の
が
、
一
九
五
四
年
約
七
万
五
千
貰
、
一
九
五
五
年
約
四
万
五
千
貫
、
一
九
五
六
年

二
万
五
千
貫
余
と
激
減
し
た
(
I
I
|
1
6
3
)
。

一
九
五
四
年
に
な
る
と
、
水
俣
湾
周
辺
漁
村
の
ほ
と
ん
ど
の
猫
が
死
に
絶
え
、
よ
そ

か
ら
貰
っ
て
き
て
も
育
た
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
ネ
ズ
ミ
が
増
え
漁
網
が
食
い
荒
ら

さ
れ
て
困
る
の
で
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
と
、
漁
民
が
行
政
当
局
に
陳
情
し
た
の
も
こ

の
頃
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
以
降
は
、
魚
の
浮
上
は
湯
ノ
児
方
面
で
も
み
ら
れ
た
。
そ
こ
で

も
貝
や
海
草
は
死
滅
し
て
海
岸
は
腐
臭
で
鼻
を
突
く
よ
う
に
な
り
、
鳥
や
猫
が
舞
い
狂

う
現
象
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
工
場
排
水
に
よ
る
汚
染
が
水
俣
湾
内
か
ら
湾
外

へ
と
広
が
り
、
漁
獲
量
が
激
減
し
た
こ
と
は
、
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
漁
民

で

6
}

た
ち
は
こ
れ
ら
の
異
変
の
原
因
は
水
俣
工
場
の
排
水
に
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
。

一
九
五
三
年
の
暮
れ
ご
ろ
か
ら
異
常
事
態
は
住
民
に
も
及
び
、
「
猫
踊
り
病
」
と
そ

っ
く
り
な
症
状
を
呈
す
る
激
症
の
水
俣
病
患
者
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五

四
年
に
は
、
水
俣
工
場
附
属
病
院
の
細
川
一
院
長
は
、
臨
床
医
と
し
て
豊
富
な
経
験
を

も
っ
て
し
て
も
診
断
の
つ
か
な
い
、
奇
妙
で
悲
惨
な
中
枢
神
経
系
疾
患
患
者
に
つ
い
て

(9) 

考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
。
同
じ
こ
ろ
、
水
俣
の
開
業
医
た
ち
も
何
人
も
の
奇
病
患
者
を
診

察
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
五
五
年
に
な
る
と
、
二
人
の
患
者
が
手
足
の
し
ぴ
れ
、
ふ
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ら
つ
き
、
足
が
も
つ
れ
、
う
ま
く
喋
れ
な
い
な
ど
の
症
状
を
訴
え
、
地
元
の
病
院
で
診

で.,

断
が
つ
か
ず
、
熊
本
大
学
附
属
病
院
に
検
査
入
院
し
た
。

こ
の
よ
う
に
水
俣
湾
周
辺
漁
村
部
落
で
は
、
の
ち
に
奇
病
と
呼
ば
れ
る
重
症
の
患
者

が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
水
俣
工
場
排
水
に
よ
る
汚
染
の
影
響
は
、

ま
ず
漁
業
被
害
と
い
う
形
で
表
面
化
し
、
や
が
て
人
間
の
発
症
へ
と
進
行
し
、
一
九
五

六
年
五
月
一
日
、
公
式
に
水
俣
病
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
＇
水
俣
病
の
歴
史

の

幕

開

き

で

あ

る

。

（

有

馬

澄

雄

）

(
］
)
化
学
毒
物
の
毒
性
と
そ
の
取
扱
に
関
す
る
予
防
対
策
に
関
し
て
は
、
農
商
務
省

r
金
属
中
毒
の
予

防
注
意
書
』
＿
九
一
九
、
内
務
省
社
会
局

r
有
害
工
業
解
説
そ
の
こ
＿
九
二
四
、
同

r
有
害
工
業

解
説
そ
の
二
」
一
九
二
六
な
ど
が
あ
る
。
廃
水
処
理
法
に
関
し
て
は
柴
田
三
郎
『
工
業
廃
水
』
一
九

四
三
な
ど
の
著
作
。
職
業
病
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
鯉
沼
茄
吾

r
職
業
病
と
工
業
中
毒
』
＿
九

＿
―
-
八
な
ど
を
参
照
。
わ
が
国
で
は
職
業
病
と
し
て
の
無
機
水
銀
中
毒
は
、
遅
く
と
も
一
八
八
九
年
ご

ろ
か
ら
専
門
誌
に
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

丁
通
明
証
言
な
ど
。
前
出
新
日
窒
労
維
「
労
働
者
の
証
言
」
、
ま
た
岡
本
・
松
崎
の
前
掲
書
を
参

照。

(
3
)

水
俣
病
研
究
会

r
水
俣
病
に
た
い
す
る
企
業
の
責
任
」
一
九
七
0
。

(
4
)

久
場
五
九
郎
「
水
俣
工
場
労
働
者
史
(
2
)
」
一
九
七
一
―
ー
。

(
5
)

田
中
ト
ク
ノ
「
主
人
の
追
憶
」
、
水
俣
病
研
究
会
編
r
認
定
制
度
へ
の
挑
戦
』
一
九
七
二
所
収
。

(
6
)

渡
辺
栄
蔵
の
証
言
。
土
本
典
昭

r
逆
境
の
な
か
の
記
録
」
一
九
七
六
所
収
。

(
7
)

有
馬
澄
雄
「
細
川
一
論
ノ
ー
ト
(
3
)
水
俣
病
の
発
見
」
、

r
暗
河
」
第
九
号
、
一
九
七
五
所
収
。
原

田
正
純

r
水
俣
病
」
一
九
七
二
、
同
r
水
俣
•
も
う
ひ
と
つ
の
カ
ル
テ
』
一
九
八
九
な
ど
を
参
照
。

(
8
)

最
首
悟
編
『
出
月
私
記
ー
浜
元
二
徳
語
り
』
＿
九
八
九
、
熊
本
大
学
医
学
部
水
俣
病
研
究
班

r
水

俣
病
ー
有
機
水
銀
中
毒
に
関
す
る
研
究
」
一
九
六
六
゜

（
本
文
中
の
(
9
)
（18)
な
ど
は
第
I
編
の
資
料
番
号
を
示
し
、

(
I
l
,
8
2
)
（Il_163)
な
ど
は
第
Il
編

の
資
料
番
号
を
示
す
）

il-i

——
~l. 

-
l
-
，
一
三
「
一

9
[
-
'
i
i

「
—-
-
L
―
-
i
1
1

ャ

i
g
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事
件
発
生
か
ら
見
舞
金
契
約
締
結
ま
で
(
-
九
五
六
年
五
月
ー
一
九
五
九
年
三
月
）
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一
九
五
六
年
五
月
に
水
俣
病
の
集
団
的
発
生
が
公
式
に
確
認
さ
れ
て
か
ら
一
九
五
九

年
―
―
一
月
の
見
舞
金
契
約
の
締
結
に
至
る
こ
の
三
年
八
カ
月
の
期
間
は
、
そ
の
後
の
四

0
年
に
及
ぶ
水
俣
病
事
件
史
の
縮
図
と
も
い
う
べ
き
時
期
で
あ
り
、
お
よ
そ
水
俣
病
に

つ
い
て
問
わ
れ
る
べ
き
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
問
題
が
凝
縮
さ
れ
た
形
で
表
れ
た
時
期
で

あ
る
。
水
俣
病
確
認
後
の
き
わ
め
て
早
い
時
期
に
、
被
害
漁
民
は
、
何
が
問
題
で
あ
り
、

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
チ
ッ
ソ
と
行
政
が
何
を
な
す
べ
き
か
を
明
確
に
提
示
し
て
い

た
。
そ
れ
は
、
無
害
だ
と
い
う
確
証
の
な
い
限
り
工
場
廃
水
は
排
出
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
、
今
日
の
視
点
か
ら
み
て
も
き
わ
め
て
正
鵠
を
射
た
問
題
提
起
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
チ
ッ
ソ
と
行
政
は
、
工
場
の
操
業
を
止
め
な
い
た
め
に
、
原
因
は
解
明

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
口
実
で
、
被
害
者
か
ら
提
起
さ
れ
た
問
題
を
真
摯
に
受
け
と
め

ず
、
排
水
の
停
止
、
漁
獲
の
禁
止
な
ど
、
と
る
べ
き
対
策
を
な
ん
ら
と
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
有
機
水
銀
説
が
出
る
に
及
ん
で
、
す
べ
て
を
補
償
処
理
の
問
題
に
転
化
さ
せ
、

加
害
責
任
を
不
問
に
付
し
た
ま
ま
政
治
的
に
処
理
し
て
終
っ
た
。

こ
の
時
期
の
事
件
の
展
開
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。①

一
九
五
六
年
五
月
1
一
九
五
七
年
夏

水
俣
病
の
集
団
発
生
が
公
式
に
確
認
さ
れ
、
そ
の
実
態
把
握
と
原
因
解
明
に
向
け
て
、

す
ば
や
い
対
応
が
な
さ
れ
、
原
因
が
魚
介
類
を
媒
介
と
し
た
重
金
属
で
あ
り
、
そ
れ
が

は
じ
め
に

う
と
画
策
し
た
。
加
え
て
、
行
政
も
漁
獲
禁
止
措
置
を
回
避
し
た
た
め
に
、
さ
ら
に
被

害

を

継

続

・

拡

大

さ

せ

て

し

ま

っ

た

。

．

②
一
九
五
七
年
夏
ー
一
九
五
九
年
六
月

漁
獲
禁
止
の
要
求
は
し
り
ぞ
け
ら
れ
、
工
場
は
排
水
を
流
し
続
け
た
。
「
奇
病
」
の

恐
怖
か
ら
湾
内
魚
介
類
の
摂
食
が
自
粛
さ
れ
た
た
め
に
、
患
者
の
発
生
は
一
時
止
ま
っ

た
か
に
見
え
た
が
、
収
入
の
途
を
絶
た
れ
漁
民
の
生
活
は
窮
乏
し
た
。

熊
本
大
学
研
究
班
の
原
因
究
明
は
手
探
り
状
態
が
続
い
た
が
、
一
九
五
八
年
七
月
ま

で
に
、
マ
ン
ガ
ン
・
セ
レ
ン
・
タ
リ
ウ
ム
の
三
物
質
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
そ
の
二
、

三
が
複
合
し
て
水
俣
病
を
発
生
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
物
質
の
出
所
は
水
俣
工
場
だ

と
い
う
見
解
に
達
し
て
い
た
。
厚
生
科
学
研
究
班
も
お
な
じ
見
方
を
し
て
お
り
、
厚
生

省
が
そ
れ
を
発
表
す
る
と
チ
ッ
ソ
と
通
産
省
は
猛
烈
に
反
論
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
、

チ
ッ
ソ
は
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
排
水
の
排
出
先
を
水
俣
湾
か
ら
水
俣
川
河
口
に
変
え

た
。
そ
の
た
め
、
河
口
方
面
に
新
患
者
が
発
生
し
さ
ら
に
被
害
地
域
が
拡
大
し
て
い
っ

た
。
食
品
衛
生
調
査
会
水
俣
食
中
毒
特
別
部
会
が
設
置
さ
れ
、
原
因
究
明
に
よ
う
や
く

国
が
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
た
。
そ
の
過
程
で
、
熊
本
大
学
研
究
班
で
は
、
有
機
水

銀
に
的
を
絞
っ
て
い
っ
た
。

③
一
九
五
九
年
七
月
1
―
二
月

原
因
物
質
が
有
機
水
銀
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
因
果
関
係
の
確
定
が
大
詰
め
に
な

っ
た
た
め
に
、
そ
の
前
に
事
件
を
政
治
的
に
決
着
さ
せ
よ
う
と
、
チ
ッ
ソ
と
行
政
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
画
策
が
行
わ
れ
た
。
通
産
省
は
、
水
銀
説
に
異
を
唱
え
、
厚
生
省
は

食
品
衛
生
調
査
会
の
答
申
に
工
場
と
の
関
連
を
明
記
さ
せ
ず
、
答
申
と
同
時
に
水
俣
食

中
毒
特
別
部
会
を
解
散
し
た
。
継
続
す
る
汚
染
に
よ
っ
て
極
限
状
態
ま
で
追
い
つ
め
ら

れ
た
患
者
、
漁
民
は
、
排
水
の
停
止
と
被
害
補
償
を
要
求
し
て
実
力
行
使
に
ま
で
立
ち

上
が
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
チ
ッ
ソ
は
「
原
因
未
確
定
」
と
し
て
強
硬
な
態
度
を
取
り
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続
け
、
行
政
も
そ
れ
を
擁
護
し
て
、
汚
染
防
止
の
た
め
の
排
水
規
制
も
被
害
の
原
因
・

責
任
関
係
も
あ
い
ま
い
に
し
た
ま
ま
、
す
べ
て
の
問
題
を
補
償
問
題
に
転
化
さ
せ
、
そ

れ
を
低
額
の
漁
業
補
償
と
患
者
見
舞
金
で
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
俣
病
事
件
そ

の
も
の
を
封
じ
込
め
て
し
ま
っ
た
。

水
俣
病
の
確
認
：
・
…
漁
民
、
工
場
排
水
停
止
を
要
求

（
一
九
五
六
年
五
月
1
一
九
五
七
年
夏
）

水
俣
病
の
公
的
確
認

前
史
で
み
た
よ
う
に
、
一
九
五

0
年
前
後
か
ら
、
水
俣
湾
で
は
魚
が
浮
い
た
り
貝
が

口
を
開
け
て
悪
臭
を
放
つ
な
ど
の
異
変
が
現
れ
始
め
た
。
年
を
追
う
に
つ
れ
て
、
そ
う

し
た
海
の
異
常
は
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
り
、
代
表
的
な
漁
で
あ
っ
た
ボ
ラ
や
イ
ワ
シ
漁

な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
漁
獲
は
著
し
く
減
少
し
始
め
て
い
た
。
一
九
五
三
年
頃
に
な
る

と
、
湾
周
辺
で
猫
が
踊
り
狂
っ
て
海
に
飛
び
込
ん
だ
り
、
海
鳥
や
カ
ラ
ス
が
舞
い
落
ち

る
な
ど
の
異
常
現
象
が
目
立
ち
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
頃
に
は
既
に
、
人
の
水
俣

病
も
発
生
し
て
い
た
。
手
足
が
し
び
れ
、
足
元
が
ふ
ら
つ
き
、
言
葉
が
も
つ
れ
、
目
が

見
え
な
く
な
っ
た
り
、
歩
け
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
あ
げ
く
に
は
犬
が
吠
え
る
よ
う
な

叫
び
声
を
発
し
な
が
ら
、
烈
し
い
痙
攣
を
繰
り
返
し
死
に
至
っ
た
。
地
元
の
医
者
た
ち

は
、
原
因
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
脳
炎
や
梅
毒
あ
る
い
は
直
接
の
死
因
で
あ
る
肺
炎
な

ど
と
カ
ル
テ
に
記
し
た
。

当
時
水
俣
地
域
で
も
っ
と
も
施
設
が
整
っ
て
い
た
チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
の
附
属
病
院
に

も
そ
の
よ
う
な
患
者
が
連
れ
て
こ
ら
れ
、
医
師
た
ち
の
首
を
か
し
げ
さ
せ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
一
九
五
六
年
四
月
に
入
っ
て
、
同
じ
家
族
の
子
供
が
相
次
い
で
入
院
し
た
た

め
、
担
当
し
た
小
児
科
の
野
田
兼
喜
医
師
が
細
川
一
院
長
に
相
談
、
た
だ
な
ら
ぬ
事
態

と
判
断
し
た
細
川
は
、
五
月
一
日
、
同
医
師
を
水
俣
保
健
所
に
走
ら
せ
た
。
知
ら
せ
を

受
け
た
伊
藤
蓮
雄
水
俣
保
健
所
長
は
、
三
日
後
、
附
属
病
院
に
駆
け
つ
け
「
目
を
そ
む

け
る
よ
う
な
激
烈
な
症
状
」
（
新
潟
水
俣
病
訴
訟
証
言
）
を
診
て
、
そ
の
後
直
ち
に
県
衛
生

部
長
に
報
告

(215)
、
や
が
て
厚
生
省
に
も
連
絡
さ
れ

(216)
、
こ
う
し
て
、
水
俣
病
の
存

在
が
よ
う
や
く
公
的
に
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
月
八
日
に
は
、
新
聞
報
道
で

一
般
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

実
態
把
握
と
患
者
の
隔
離

奇
病
に
直
面
し
た
水
俣
現
地
で
は
、
五
月
二
八
日
に
市
と
医
師
会
・
保
健
所
・
新
日

窒
附
属
病
院
・
市
立
病
院
の
五
者
か
ら
な
る
水
俣
市
奇
病
対
策
委
員
会
(
-
九
五
七
・
ニ
・

一
九
奇
病
研
究
委
と
改
称
）
が
急
き
ょ
組
織
さ
れ
、
病
気
の
実
態
把
握
と
患
者
へ
の
対
策

が
精
力
的
に
始
め
ら
れ
た

(362)
。
患
者
発
生
地
区
の
調
査
と
開
業
医
の
カ
ル
テ
の
点
検

な
ど
に
よ
っ
て
次
々
に
患
者
が
発
見
さ
れ
た
。
七
月
に
な
っ
て
緊
急
措
置
と
し
て
、
伊

藤
保
健
所
長
の
判
断
で
さ
し
あ
た
り
疑
似
日
本
脳
炎
と
し
て
市
の
隔
離
病
舎
に
収
容
さ

れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
多
発
地
区
で
は
消
毒
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
の
ち
に
伝
染
性
の

疾
患
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
が
、
そ
う
し
た
行
政
の
対
策
が
一
面
で
は
住
民

の
病
気
に
対
す
る
不
安
や
恐
れ
を
い
っ
そ
う
高
じ
さ
せ
、
患
者
家
族
を
忌
避
・
孤
立
化

さ
せ
る
と
い
う
不
幸
な
事
態
を
生
み
出
す
一
因
と
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
奇
病
が
出
た

家
の
者
は
共
同
井
戸
を
使
わ
せ
て
も
ら
え
ず
、
子
供
も
仲
間
外
れ
に
さ
れ
、
雨
戸
を
閉

め
て
一
家
で
閉
じ
こ
も
る
と
い
っ
た
よ
う
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
患
者
家
族
の

そ
う
し
た
孤
立
と
抑
圧
さ
れ
た
状
態
は
、
そ
の
後
も
か
た
ち
を
変
え
て
続
く
こ
と
に
な

る
。
や
が
て
奇
病
と
湾
内
魚
介
類
そ
し
て
チ
ッ
ソ
の
工
場
排
水
と
の
関
係
が
取
り
ざ
た

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
魚
介
類
の
売
れ
行
き
へ
の
不
安
か
ら
患
者
と
し
て
名
乗
り
出

る
の
を
押
し
止
め
ら
れ
た
り
、
患
者
は
腐
っ
た
魚
を
食
っ
た
か
ら
だ
と
い
っ
た
中
傷
ま

で
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
奇
病
に
侵
さ
れ
な
が
ら
も
患
者
と
し
て

名
乗
り
出
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
せ
た
。
こ
う
し
て
、
患
者
家
族
は
当
初
か
ら
、
悲
惨
な

症
状
に
加
え
そ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
近
隣
・
知
人
な
ど
の
社
会
関
係
か
ら
も
切

り
離
さ
れ
る
と
い
う
苦
痛
を
経
験
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

本
体
は
重
金
属
中
毒
、
工
場
排
水
に
着
目

水
俣
市
奇
病
対
策
委
員
会
に
よ
る
調
査
は
、
細
川
に
よ
っ
て
八
月
二
九
日
付
け
で
最

初
の
医
学
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

(363)
。
こ
れ
に
よ
る
と
患
者
の
発
症
は
一
九
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五
三
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
認
さ
れ
、
し
か
も
地
域
的
に
は
漁
村
地
区
に
集
中
的
に

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
よ
り
先
、
八
月

I

-

l

日
に
熊
本
県
か
ら

原
因
究
明
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
熊
本
大
学
は
水
俣
病
医
学
研
究
班
を
組
織
、
同
研
究
班

は
同
月
二
四
日
に
奇
病
対
策
委
貝
会
と
の
会
合
を
現
地
で
開
き
、
本
格
的
な
原
因
究
明

を
開
始
し
た
。
こ
の
最
初
の
疫
学
的
・
臨
床
的
調
査
は
、
症
状
の
整
理
や
猫
の
水
俣
病

の
発
見
な
ど
も
含
め
て
、
水
俣
病
の
実
態
解
明
と
原
因
究
明
の
手
が
か
り
と
な
る
貴
重

な
第
一
歩
を
記
す
も
の
と
な
っ
た
。
同
研
究
班
は
、
一
―
月
―
二
日
に
第
一
回
の
研
究
報

告
会
を
開
催
し
て
（
紺
）
、
地
域
的
に
集
中
し
て
発
生
は
し
て
い
る
も
の
の
伝
染
性
疾
患

の
疑
い
を
否
定
し
、
む
し
ろ
原
因
は
あ
る
種
の
重
金
属
に
よ
る
中
毒
と
り
わ
け
マ
ン
ガ

ン
が
最
も
疑
わ
し
く
、
人
体
へ
の
侵
入
は
主
と
し
て
魚
介
類
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
そ
し
て
、
汚
染
源
と
し
て
工
場
排
水
が
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。
マ
ン
ガ
ン

を
疑
っ
た
の
は
、
病
理
や
臨
床
面
か
ら
大
脳
核
の
変
化
や
錘
体
外
路
症
状
が
著
明
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
分
析
し
て
み
る
と
湾
内
の
泥
土
や
魚
介
類
や
猫
か
ら
多
量
の
マ

ン
ガ
ン
が
検
出
さ
れ
た
。
つ
い
で
‘
―
一
月
二
五
日
、
熊
本
大
学
研
究
班
と
奇
病
対
策

委
は
、
研
究
の
主
力
を
中
毒
説
に
置
き
工
場
排
水
と
の
関
連
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
く
こ

と
を
再
確
認
し
た
。
一
方
、
事
態
を
重
視
し
た
厚
生
省
は
、
予
備
費
を
支
出
し
て
厚
生

科
学
研
究
班
を
組
織
し
て
、
国
立
公
衆
衛
生
院
の
松
田
心
一
疫
学
部
長
と
宮
入
正
人
技

官
を
一
―
月
二
七
日
か
ら
一
週
間
現
地
に
派
遣
し
た
が
、
そ
の
調
査
結
果
も
、
熊
本
大

学
研
究
班
の
見
解
と
同
じ
結
論
に
達
し
た
。

漁
獲
禁
止
措
置
の
回
避

中
毒
物
質
が
魚
介
類
を
媒
介
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
に
さ
れ
た
段
階
で
、
行
政

と
し
て
は
、
ま
ず
汚
染
さ
れ
た
魚
介
類
の
漁
獲
お
よ
び
摂
食
禁
止
措
置
を
緊
急
に
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
一
九
五
六
年
―
一
月
の
第
一
回
の
熊
本
大
学
研
究
班
の
報

告
会
で
、
有
毒
物
質
を
含
ん
だ
魚
介
類
が
介
在
し
て
い
る
と
さ
れ
、
翌
年
、
一
月
の
厚

生
省
の
厚
生
科
学
研
究
班
の
第
一
回
報
告
会
で
も
そ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
二
月
の

熊
本
大
学
研
究
班
報
告
会
で
は
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
水
俣
湾
内
の
漁
獲
禁
止
が

必
要
と
の
結
論
が
出
さ
れ
た
。
し
か
も
、
こ
の
年
の
四
月
以
降
に
は
、
伊
藤
水
俣
保
健

所
長
が
、
湾
内
の
魚
介
類
で
実
験
的
に
猫
を
発
症
さ
せ
そ
の
有
蒋
性
を
科
学
的
に
証
明

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
は
な
お
漁
獲
禁
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
は
し

な
か
っ
た
。
伊
藤
の
実
験
で
は
、
短
い
も
の
で
一
週
間
前
後
、
長
い
も
の
で
も
四

0
日
以

内
に
猫
が
発
症
し
た
ほ
ど
魚
介
類
の
毒
性
の
程
度
は
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。
こ
の
実
験
が

行
わ
れ
て
い
た
頃
、
水
俣
市
の
北
隣
の
津
奈
木
の
漁
民
が
水
俣
湾
で
漁
獲
し
た
イ
ワ
シ

を
庭
先
に
干
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
喰
っ
た
猫
が
翌
日
つ
ぎ
つ
ぎ
に
発
症
し
た
と
い
う

鬼
気
迫
る
報
告
も
県
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た

(228)
。
し
か
し
な
が
ら
熊
本
県
は
、
研
究
者

の
警
告
や
こ
う
し
た
事
実
を
真
摯
に
受
け
と
め
よ
う
と
は
せ
ず
、
漁
民
に
対
し
て
操
業
・

販
売
の
自
粛
を
要
望
し
た
だ
け
で
徹
底
し
た
漁
獲
の
禁
止
措
置
を
取
ろ
う
と
は
し
な
か

っ
た
。
も
っ
と
も
、
熊
本
県
は
、
熊
本
大
学
研
究
班
が
漁
獲
禁
止
の
必
要
性
を
指
摘
し

た
二
月
の
時
点
で
、
一
応
、
食
品
衛
生
法
を
適
用
し
て
魚
介
類
の
販
売
及
び
そ
の
た
め

の
採
取
の
禁
止
措
置
を
と
る
こ
と
を
検
討
し
た
が
、
原
因
物
質
が
未
確
定
の
た
め
そ
の

適
用
は
困
難
と
し
て
自
粛
を
要
請
す
る
に
止
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
そ
の
後
も
水
俣
市
漁
協
と
熊
本
県
と
の
間
で
は
漁
獲
禁
止
を
め
ぐ
っ
て

折
衝
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
、
一
方
で
住
民
の
不
安
も
一
段
と
大
き

く
な
っ
て
き
た
た
め
に
、
県
は
再
度
、
食
品
衛
生
法
の
適
用
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
八
月
半
ば
に
原
生
省
に
照
会
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
厚
生
省
が
、
「
湾

内
の
す
べ
て
の
魚
介
類
が
有
毒
化
し
て
い
る
と
い
う
根
拠
が
な
い
た
め
法
の
適
用
は
困

難」

(315)
と
の
方
針
を
最
終
的
に
伝
え
て
き
た
た
め
結
局
断
念
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

段
階
に
至
っ
て
も
、
有
毒
魚
介
類
の
漁
獲
・
摂
食
を
禁
止
せ
ず
被
害
を
拡
大
さ
せ
て
し

ま
っ
た
厚
生
省
の
責
任
は
き
わ
め
て
重
大
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
か
つ
て
浜
名
湖
で
ア

サ
リ
の
食
中
蒋
事
件
が
起
こ
っ
た
際
、
静
岡
県
は
同
法
を
適
用
し
て
一
定
区
域
に
つ
い

て
ア
サ
リ
漁
を
禁
止
し
た
が
、
厚
生
省
は
な
ん
ら
異
議
を
さ
し
は
さ
ま
な
か
っ
た
。
原

因
物
質
が
何
で
あ
り
、
す
べ
て
の
ア
サ
リ
が
有
毒
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
は
問
わ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
水
俣
で
は
、
厚
生
省
は
同
法
を
適
用
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
単
に
漁
業
補
償
の
負
担
を
逃
れ
よ
う
と
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
漁
獲
・
販
売

禁
止
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
別
の
意
味
で
事
態
の
重
大
性
が
浮
き
彫
り
に
な
る
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こ
と
を
恐
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
広
い
範
囲
に
及
ぶ
漁
獲
禁
止
と
い

っ
た
異
常
事
態
が
も
た
ら
す
社
会
的
影
響
を
強
く
危
惧
し
た
か
ら
だ
と
言
え
よ
う
。
法

的
な
禁
止
措
置
を
と
れ
ば
、
水
俣
湾
の
魚
介
類
を
汚
染
し
て
い
る
工
場
排
水
に
当
然
目

が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
時
点
で
の
漁
獲
禁
止

に
関
し
て
厚
生
省
が
と
っ
た
態
度
は
、
水
俣
病
事
件
の
帰
趨
を
決
し
た
岐
路
に
位
置
し

て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
市
漁
協
は
、
水
俣
病
の
発
生
防
止
と
魚
価
の
低
下
を
避

け
る
た
め
し
か
た
な
く
湾
内
で
の
操
業
自
粛
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し

て
は
補
償
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
実
際
に
は
徹
底
し
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
近
隣
漁
協

に
そ
う
し
た
自
粛
の
徹
底
方
を
要
請
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ほ
ど
外
部
か
ら
出
漁
者
も

少
な
く
な
か
っ
た
の
で
実
際
に
は
徹
底
し
な
か
っ
た

(ll)
。
患
者
の
発
生
地
域
が
拡
大

し
て
い
っ
た
原
因
に
は
、
汚
染
範
囲
自
体
が
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
こ
の

ょ
う
に
好
漁
場
で
あ
る
水
俣
湾
周
辺
へ
の
外
部
か
ら
の
出
漁
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
無
視

で
き
な
い
。

汚
染
防
止
の
憬
怠
・
放
置

①
排
水
停
止
を
迫
る
漁
民
と
チ
ッ
ソ
の
対
応

奇
病
が
魚
介
類
を
媒
介
と
し
て
発
生
し
、
そ
の
汚
染
源
と
し
て
工
場
排
水
が
疑
わ
し

い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
原
因
が
チ
ッ
ソ
の
排
水
に
あ
る
こ
と
を
直
観

的
に
見
抜
い
て
い
た
漁
民
達
は
、
工
場
排
水
の
停
止
・
浄
化
お
よ
び
排
出
さ
れ
た
ヘ
ド

ロ
の
除
去
を
要
求
し
て
立
ち
上
が
っ
た
。
一
九
五
七
年
一
月
、
水
俣
市
漁
協
は
被
害
対

策
委
員
会
を
設
置
、
チ
ッ
ソ
に
対
し
て
「
汚
悪
水
の
海
面
へ
の
流
出
を
直
ち
に
中
止
す

る
こ
と
」
「
海
面
へ
流
出
す
る
に
つ
い
て
は
浄
化
装
置
を
設
置
し
て
浄
化
の
上
無
害
を

立
証
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
」
（
6
）
の
二
点
を
要
求
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
漁
民
の

要
求
に
沿
っ
た
措
置
が
な
さ
れ
て
お
れ
ば
、
汚
染
源
が
な
く
な
り
、
少
な
く
と
も
そ
の

後
の
被
害
の
拡
大
は
防
げ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
チ
ッ
ソ
は
市
漁
協
の
要
求
に

対
し
て
は
中
和
措
置
な
ど
の
若
干
の
措
置
は
と
る
と
し
な
が
ら
も
、
排
水
の
性
状
は
一

九
四
八
年
頃
と
変
わ
っ
て
い
な
い
と
一
蹴
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
チ
ッ
ソ
は
工
場
排
水
が
疑
わ
れ
た
段
階
で
問
題
の
核
心
に

つ
い
て
か
な
り
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
水
俣
病
が
確
認
さ
れ
た
一
九
五
六

年
頃
ま
で
に
、
工
場
か
ら
水
俣
湾
に
流
さ
れ
て
い
た
排
水
は
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
と
ド
エ

程
と
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
エ
程
の
二
つ
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
ど
ち
ら
に
も
水
銀
が

使
わ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
で
は
大
量
の
水
銀
が
使
わ
れ
て

い
た
(
-
九
五
六
年
の
水
銀
使
用
量
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
六
一
、
四
三
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
エ
程
二
、
五
八
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
。
し
た
が
っ
て
、
チ
ッ
ソ
の
関
係
者
な

ら
、
奇
病
が
重
金
属
中
毒
で
あ
っ
て
工
場
排
水
が
疑
わ
し
い
と
な
れ
ば
ア
セ
ト
ア
ル
デ

と
ド
工
程
の
水
銀
に
目
が
向
い
た
は
ず
で
あ
る
。

事
実
、
水
俣
病
の
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
た
際
、
検
察
官
の
尋
問
に
対
し
て
会
社
幹
部

は
一
様
に
、
そ
う
し
た
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
水
俣
病
が
公
的
に
確
認

さ
れ
た
当
時
、
工
場
次
長
で
一
九
五
七
年
初
め
に
工
場
長
に
な
っ
た
西
田
栄
一
は
、
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
の
排
水
が
も
つ
も
汚
く
、
水
銀
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
知
っ
て

い
た
の
で
、
奇
病
と
の
関
係
で
有
毒
物
質
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
水
銀
を
で
き
る
だ
け

回
収
し
よ
う
と
考
え
た
と
述
べ
て
い
る
。
同
年
四
月
二
三
日
に
提
案
さ
れ
六
月
三
日
に

決
定
し
た
稟
議
書
「
ア
ル
デ
ヒ
ド
装
置
廃
水
処
理
工
事
の
件
」
（
69）
に
は
、
「
五
、
六
期

ア
ル
デ
と
ド
、
装
置
の
精
溜
塔
か
ら
出
る
ド
レ
ン
の
中
に
は
大
部
分
の
水
の
他
に
ク
ロ

ト
ン
、
酢
酸
、
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
及
び
僅
か
な
水
銀
（
約
0
・
0
0
0
八
％
）
を
含
ん
で
い

る
。
又
ス
タ
ー
ト
時
或
は
時
折
運
転
中
に
母
液
が
第
一
塔
に
流
出
し
ド
レ
ン
と
共
に
流

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
更
に
定
期
修
理
の
時
に
は
塔
内
の
ク
ロ
ト
ン
が
多
量
の
水
と
共
に

溝
に
流
れ
る
。
此
等
の
廃
水
を
溝
に
流
さ
な
い
で
ピ
ッ
ト
に
導
き
こ
こ
で
水
銀
の
回
収

を
容
易
に
す
る
た
め
に
蒸
気
で
六
0
℃
以
上
に
あ
げ
鉄
屑
と
接
触
さ
せ
て
水
銀
を
回
収

し
た
後
、
残
液
を
ポ
ン
プ
で
カ
ー
バ
イ
ド
残
澄
と
混
合
中
和
し
て
排
棄
す
る
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
カ
ー
バ
イ
ド
残
流
と
一
緒
に
し
た
あ
と
の
排
出
先
は
水
俣

湾
で
は
な
く
、
不
知
火
海
に
面
し
た
水
俣
川
河
口
の
八
幡
プ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
計
画
の
担
当
者
は
、
水
俣
湾
と
不
知
火
海
と
の
希
釈
効
果
の
差
を
考
え
て
い
た
。
も

っ
と
も
、
し
ば
ら
く
患
者
の
発
生
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
か
ら
か
、
こ
の
エ

事
は
九
月
に
中
止
さ
れ
て
し
ま
う
。
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③
熊
本
県
と
政
府
の
対
応

①
責
任
を
転
嫁
し
た
熊
本
県

奇
病
と
工
場
排
水
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
た
一
九
五
六
年
の
秋
、
熊
本
県
の
蟻
田
重

雄
衛
生
部
長
は
貝
塚
茂
樹
防
疫
係
長
の
報
告
を
受
け
、
厚
生
科
学
研
究
班
の
現
地
調
査

に
合
わ
せ
て
水
俣
を
訪
ね
た
。
患
者
の
家
を
訪
ね
て
湾
内
の
ポ
ラ
を
た
べ
て
発
病
し
た

い
き
さ
つ
を
開
き
、
ま
た
水
俣
市
の
担
当
者
か
ら
チ
ヌ
も
弱
っ
て
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る

こ
と
、
貝
も
全
滅
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
聞
い
て
、
「
こ
れ
は
水
が
原
因
と
考
え
て
、

桜
井
知
事
に
報
告
し
た
。
す
る
と
、
水
上
副
知
事
か
ら
『
蟻
田
さ
ん
、
あ
あ
た
は
こ
れ

か
ら
八
代
よ
り
南
に
は
行
か
ん
で
よ
ご
ざ
い
ま
す
』
と
禁
足
さ
れ
ま
し
た
」
(
-
九
七
六

年
四
月
二
五
B
づ
け
熊
本
日
日
新
聞
『
こ
の
人
こ
の
道
』
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
八
代
よ
り

南
」
と
わ
ざ
と
ぼ
か
し
た
と
こ
ろ
に
か
え
っ
て
凄
み
が
感
じ
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
こ
れ

が
た
ん
に
水
俣
に
近
づ
く
な
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
水
俣
奇
病
の
原
因
す
な
わ
ち
排
水

と
の
関
連
に
つ
い
て
深
入
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
蟻
田
は
「
県
が
責
任
を
負
わ
な
い
よ
う
に
し
た
わ
け
で

す
ね
」
と
い
う
記
者
の
問
に
、
「
桜
井
知
事
は
そ
の
点
利
口
で
し
た
ね
。
私
に
は
黙
っ

て
究
明
会
を
作
っ
て
熊
本
大
学
に
委
託
し
た
」
と
答
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
水

上
副
知
事
は
、
一
九
五
七
年
一
二
月
に
庁
内
の
関
係
部
門
を
網
羅
し
て
組
織
さ
れ
た
県
の

水
俣
奇
病
対
策
連
絡
会
の
主
宰
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
連
絡
会
の
最
初
の

打
ち
合
わ
せ
会
で
、
奇
病
問
題
に
対
処

L
て
い
く
県
と
し
て
の
基
本
方
針
を
ま
と
め
た

が
、
そ
の
際
、
原
因
究
明
の
促
進
な
ど
当
面
の
課
題
を
掲
げ
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
わ

ざ
わ
ざ
「
新
日
窒
と
の
関
係
は
不
明
と
し
て
臨
む
」
(
2
2
1
)
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

つ
ま
り
知
事
ら
は
、
水
俣
病
と
工
場
排
水
と
の
か
か
わ
り
が
明
白
だ
と
思
わ
れ
た
が

ゆ
え
に
、
原
因
究
明
に
熊
本
県
が
直
接
に
か
か
わ
る
こ
と
を
避
け
、
原
因
物
質
の
究
明

が
先
決
だ
と
い
う
こ
と
に
し
て
企
業
の
操
業
を
継
続
さ
せ
、
か
つ
問
題
解
決
の
責
任
を

研
究
者
に
転
嫁
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
熊
本
県
は
、
一
九
五
七
年
二
月
、
正
式

に
水
俣
市
漁
協
か
ら
窮
状
打
開
の
た
め
の
尽
力
を
陳
情
さ
れ
た
が
、
排
水
規
制
な
ど
の

具
体
的
な
被
害
の
拡
大
防
止
の
た
め
の
働
き
か
け
は
な
ん
ら
行
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
年
の
県
の
水
俣
港
修
築
・
浚
渫
事
業
の
際
に
は
、
漁
協
か
ら
エ

＾ 

`•4 

事
に
よ
る
水
俣
病
の
再
発
・
拡
大
へ
の
懸
念
が
表
明
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
時

工
事
を
凍
結
し
た
だ
け
で
、
行
政
自
ら
も
汚
染
防
止
に
有
効
な
対
策
を
講
じ
な
い
ま
ま

―
二
月
に
は
工
事
の
再
開
を
決
定
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

②
責
任
を
放
棄
し
た
厚
生
省

一
方
、
厚
生
省
は
当
初
、
奇
病
は
伝
染
病
と
い
う
観
点
か
ら
防
疫
課
に
所
管
さ
せ
て

い
た
が
、
食
中
毒
と
判
明
し
た
た
め
食
品
衛
生
課
に
所
管
を
移
し
た
。
そ
し
て
一
九
五

七
年
＿
―
-
月
下
旬
、
新
し
い
観
点
で
調
査
す
る
た
め
国
立
公
衆
衛
生
院
か
ら
疫
学
部
の
宮

入
、
化
学
部
の
佐
藤
徳
郎
、
食
品
衛
生
課
か
ら
岡
崎
正
太
郎
の
各
技
官
を
水
俣
に
派
遣

し
た
。
―
―
一
月
ニ
―
日
彼
ら
は
患
者
宅
を
ま
わ
り
、
貝
・
魚
・
湾
内
泥
土
さ
ら
に
は
野
壺

に
捨
て
ら
れ
て
い
た
猫
の
死
体
ま
で
採
取
し
た
。
重
要
な
の
は
そ
の
夜
の
懇
談
会
に
加

わ
っ
た
チ
ッ
ソ
の
徳
江
技
術
部
長
・
上
妻
主
任
か
ら
、
「
排
水
及
び
製
造
工
程
に
つ
き

中
間
製
品
の
分
析
等
に
つ
き
聴
取
」
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
議
論
百
出
」
の
内
容
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
翌
日
工
場
を
見
学
し
「
設
立
及
び
工
程
等
聴
取
」
し
た
こ
と
に
も
照

ら
し
て
み
れ
ば
、
彼
ら
が
工
場
排
水
を
強
く
疑
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

(362)
。

こ
の
調
査
か
ら
帰
っ
た
岡
崎
は
厚
生
省
食
品
衛
生
課
が
編
集
す
る
『
食
品
衛
生
研

究
』
(
-
九
五
七
•
六
）
に
、
r
水
俣
事
件
の
概
要
」
（
補
1
2
)
を
発
表
し
た
。
そ
の
な
か
で

ぶ
水
俣
港
湾
内
の
海
水
及
び
海
底
泥
土
は
、
市
内
に
あ
る
新
日
窒
工
場
の
廃
水
や
廃
棄

物
に
よ
り
強
い
影
響
を
受
け
、
そ
の
汚
染
度
が
大
き
い
」
と
述
べ
湾
内
の
ぼ
う
大
で
危

険
な
汚
泥
が
処
理
で
き
な
け
れ
ば
「
永
久
に
危
険
水
域
と
し
て
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
」
「
こ
の
汚
泥
な
い
し
危
険
物
質
が
湾
内
に
ど
う
し
て
蓄
積
し
た
の
か
、

ど
こ
か
ら
進
入
し
て
き
た
か
の
経
路
や
か
ら
く
り
を
突
き
と
め
て
、
こ
れ
を
完
全
に
遮

断
し
な
け
れ
ば
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
本
事
件
の
原
因
が
根
源
的
に
除
去
で
き
な
い
と
お

も
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
水
俣
奇
病
が
「
公
害
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

水
俣
に
限
ら
ず
第
二
、
第
三
の
水
俣
事
件
発
生
の
可
能
性
す
ら
示
唆
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
厚
生
省
で
は
す
で
に
汚
染
源
と
そ
れ
へ
の
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認

識
を
十
分
に
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
た
ぶ
ん
岡
崎
ら
の
報
告
に
基
づ

い
た
と
考
え
ら
れ
る
四
月
一

0
日
の
「
水
俣
奇
病
対
策
協
議
会
」
（
岡
峙
、
同
上
）
召
集

に
あ
た
っ
て
、
厚
生
省
が
同
省
だ
け
で
は
水
俣
奇
病
の
適
切
な
処
理
は
で
き
な
い
と
し



第Il編事件発生から見舞金契約締結まで 104 

て
、
通
産
省
の
企
業
局
長
・
軽
工
業
局
長
・
化
学
肥
料
局
長
ら
を
加
え
て
い
る
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
(
3
1
3
)
0

こ
こ
で
は
っ
き
り
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
適
切
な
対
処
が
な
さ

れ
た
ら
一
九
五
七
年
の
こ
の
時
点
で
水
俣
病
事
件
は
解
決
さ
れ
得
だ
は
ず
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
か
か
わ
り
を
も
つ
誰
も
が
、
奇
病
は
水
俣
湾
の
魚
介
類
を
介
し
た
食
中
毒

で
あ
り
、
そ
れ
を
汚
染
し
て
い
る
も
の
が
重
金
属
で
あ
り
、
そ
の
由
来
は
工
場
排
水
で

あ
る
ら
し
い
と
認
識
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
奇
病
の
拡
大
を
止
め
る
た
め
に
は
、
汚

染
源
で
あ
る
排
水
を
止
め
か
つ
漁
獲
を
禁
止
し
さ
え
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
り
、
原

因
物
質
な
ど
細
か
く
詮
索
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
緊
急
に
要
請

さ
れ
て
い
，
た
自
明
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
行
政
の
責
任
は
限
り
な
く
重
い
。

③
企
業
擁
護
を
貫
い
た
通
産
省

一
方
、
厚
生
省
の
呼
ぴ
か
け
で
奇
病
対
策
委
員
会
の
懇
談
会
に
参
加
し
た
通
産
省
は
、

原
因
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い
た
か
。
も
と
も
と
、
通
産
省
の
資
任
者

が
こ
の
懇
談
会
に
加
わ
っ
た
こ
と
自
体
、
彼
ら
も
水
俣
奇
病
と
チ
ッ
ソ
と
の
か
か
わ
り

（
す
く
な
く
と
も
そ
の
可
能
性
）
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
ん
な
る
病
気

で
あ
る
か
ぎ
り
通
産
省
は
あ
ず
か
り
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
工
場
排
水

と
の
か
か
わ
り
が
強
く
疑
わ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
通
産
省
も
対
策
の
た
め
の
懇
談
会
に
加

わ
っ
た
の
で
あ
る
。
結
論
か
ら
さ
き
に
い
え
ば
、
原
因
に
つ
い
て
は
チ
ッ
ソ
と
ほ
と
ん

ど
同
じ
認
識
を
も
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
通
産
省
は
、
化
学
工
場
の
設

置
・
運
転
•
生
産
量
な
ど
全
般
に
わ
た
っ
て
細
か
く
監
督
・
指
導
し
て
い
た
か
ら
、
ど

こ
の
工
場
が
ど
の
よ
う
な
方
式
で
、
何
を
ど
の
く
ら
い
生
産
し
て
い
る
か
な
ど
は
手
に

取
る
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
の
主
生
産
物
が

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
常
識
だ
っ
た
と
い
え
る
し
、
と

く
に
担
当
者
は
原
料
•
生
産
方
式
・
使
用
触
媒
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
熟
知
し
て
い

た
。
水
俣
病
関
西
訴
訟
で
元
通
産
省
工
業
用
水
課
長
藤
岡
大
信
は
軽
工
業
課
の
ス
タ
ッ

フ
代
永
久
寿
が
チ
ッ
ソ
の
工
程
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
に
、
チ
ッ

ソ
は
、
こ
と
あ
る
毎
に
福
岡
通
産
省
を
介
し
て
あ
る
い
は
直
接
に
、
通
産
省
と
連
絡
を

と
っ
て
い
た
。
水
俣
湾
に
流
さ
れ
て
い
る
排
水
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
と
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
エ
程
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
重
金
属
が
水
銀
で
あ
る
こ
と

は
、
と
う
に
分
か
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
通
産
省
は
対
策
懇
談
会
に
加
わ
り
、
「
原
因
物
質
」
を
調
べ
る
べ
き
だ

と
い
う
方
向
に
話
を
運
ん
だ
の
で
あ
る
。
チ
ッ
ソ
が
操
業
停
止
に
つ
な
が
る
排
水
停
止

を
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
は
と
も
か
く
、
通
産
省
は
な
ぜ
排
水
を
止
め
さ
せ
よ
う
と

し
な
か
っ
た
の
か
。
水
俣
病
刑
事
事
件
の
取
調
べ
で
、
チ
ッ
ソ
幹
部
は
、
排
水
が
問
題

と
さ
れ
た
時
、
通
産
省
の
指
導
が
あ
れ
ば
停
止
し
た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に
、
単
に
チ
ッ
ソ
と
い
う
一
企
業
を
擁
護
し
た
か

っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
そ
こ
で
の
主
要
な
生
産
物
で
あ
る
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
と
そ
の
原
料

で
あ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
護
り
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

③
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
誘
導
体
の
需
給
事
情

先
述
し
た
よ
う
に
チ
ッ
ソ
が
、
原
因
物
質
を
含
ん
だ
廃
水
の
完
全
な
排
出
停
止
措
置

を
と
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
生
産
を
な
に
よ
り
も
優
先
さ
せ
る
と
い
う
基
本

方
針
に
加
え
て
、
当
時
の
社
内
外
の
化
学
製
品
の
需
給
事
情
が
深
く
係
わ
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
一
九
五
五
年
秋
か
ら
始
ま
っ
た
樹
脂
・
可
塑
剤
の
猛
烈
な
需
要
増
で
、

チ
ッ
ソ
は
製
造
が
追
い
つ
か
な
い
と
い
っ
た
ぜ
い
た
く
な
悩
み
を
抱
え
て
い
た
。
た
と

え
ば
、
一
九
五
六
年
七
月
の
工
場
新
聞
に
は
、
ア
セ
ト
ア
JV
デ
ヒ
ド
か
ら
の
誘
導
体
で

あ
る
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
や

D
o
p
な
ど
に
つ
い
て
、
「
ニ
ポ
リ
ッ
ト
（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
）
に
つ

い
て
は
、
水
俣
工
場
も
増
産
す
る
が
、
全
く
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
需
要
増
、
オ
ク
タ
ノ
ー

ル
も

D
o
p
も
同
様
、
と
く
に
前
者
は
、
チ
ッ
ソ
が
造
ら
ね
ば
輸
入
と
い
う
事
態
に
な

る
の
で
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
増
産
に
努
力
し
て
い
る
。
有
機
の
拡
充
は
急
務
」
と

い
っ
た
好
況
が
誇
ら
し
げ
に
報
じ
ら
れ
て
い
る

(132)
。
す
で
に
環
境
の
異
変
に
加
え
て
、

人
の
水
俣
病
が
発
生
し
て
い
た
こ
の
時
期
に
、
チ
ッ
ソ
は
、
「
ア
セ
チ
レ
ン
・
ア
ル
デ

ヒ
ド
・
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
・
塩
ビ
・
無
酢
・
酢
酸
等
、
来
春
(
-
九
五
七
）
よ
り
相
次
い
で

完
成
す
る
。
こ
れ
等
の
増
産
・
新
設
が
完
成
す
る
時
こ
そ
、
チ
ッ
ソ
と
し
て
の
第
一
段

階
の
『
躍
進
』
と
形
容
し
て
よ
い
」
(133
）
と
位
置
づ
け
、
し
か
し
そ
れ
で
も
「
当
社
の

D
o
p
生
産
量
で
は
、
需
要
の
半
量
程
度
し
か
賄
え
ず
」
(134)
と
い
っ
た
活
況
を
呈
し
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り

・

し

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
当
時
カ
ー
パ
イ
ド
製
造
設
備
を
も
っ
て
い
た
わ
が
国

の
二
二
工
場
の
稼
働
率
が
、
平
均
で
は
五
三
・
五
％
（
一
九
五
七
年
度
見
込
み
）
に
し
か

達
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
チ
ッ
ソ
の
水
俣
工
場
だ
け
は
ほ
ぼ
一

0
0
％
と
い

う
突
出
ぶ
り
を
示
し
て
い
た
（
有
沢
広
巳
編
r
現
代
日
本
産
業
講
座
、

W
、
化
学
工
業
」
岩
波

書
店
、
一
九
五
九
、
二
八
四
頁
）
。

患
者
発
生
地
域
の
拡
大

一
九
五
六
年
末
ま
で
の
調
査
で
へ
五
四
人
の
患
者
が
確
認
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
内
の

＝
ニ
・
五
％
に
当
た
る
一
七
人
が
す
で
に
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
深
刻
さ
は
誰
の
目
に

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
住
民
が
魚
介
の
摂
取
を
控
え
だ
し
た
た
め
に
、
一

九
五
六
年
の
夏
頃
か
ら
新
た
な
患
者
の
発
生
は
一
見
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
。

そ
の
た
め
、
漁
民
の
窮
迫
が
深
刻
な
問
題
と
は
な
っ
て
は
い
た
が
、
一
般
に
は
奇
病
ヘ

の
恐
怖
が
や
や
薄
ら
ぎ
は
じ
め
、
一
九
五
七
年
に
な
る
と
観
光
地
の
湯
の
児
温
泉
や
恋

路
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
は
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、
水
俣
は
一
時
小
康
状
態
を
保
っ
た

観
が
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
九
月
に
は
、
水
俣
湾
に
面
し
た
月
の
浦
部
落
の
住
民
の
一

人
が
新
た
に
奇
病
と
診
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
前
年
の
診
断
で
要
注
意
者
と

な
っ
て
い
た
と
い
う
理
由
で
あ
ま
り
関
心
が
向
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
し
ば
ら

く
は
、
表
面
的
に
は
落
ち
着
い
た
状
態
が
続
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
一
九
五
八
年
八
月
、

水
俣
湾
の
南
部
に
位
置
す
る
茂
道
部
落
で
水
俣
病
が
発
生
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
地

元
民
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
袋
湾
の
カ
ニ
を
食
べ
た
少
年
が
急
性
発
症
し
た

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
の
九
月
か
ら
一

0
月
に
か
け
て
、
水
俣
市
漁
協
の
自
主

禁
漁
区
外
の
梅
戸
寄
り
の
海
で
漁
を
し
て
い
た
漁
民
家
族
に
水
俣
病
患
者
が
発
生
し
た

と
の
報
は
、
再
び
魚
貝
に
対
す
る
住
民
の
恐
怖
を
高
じ
さ
せ
、
鮮
魚
商
は
遠
海
も
の
を

扱
っ
て
も
商
売
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
汚
染
が
次
第
に
拡
大
し
て
い

る
気
配
に
住
民
は
一
段
と
不
安
を
抱
き
は
じ
め
た
。

2

汚
染
の
放
置
と
難
航
す
る
原
因
究
明

（
一
九
五
七
年
夏
I
I
九
五
九
年
六
月
）

試
行
錯
誤
の
原
因
物
質
の
究
明

熊
本
大
学
研
究
班
で
は
、
奇
病
が
魚
介
類
を
介
し
た
中
毒
症
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
か
ら
は
、
疾
病
の
本
態
と
そ
れ
を
惹
起
し
た
原
因
物
質
の
究
明
が
主
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
最
初
、
原
因
物
質
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
マ
ン
ガ
ン
は
、
病
理
学

的
所
見
や
臨
床
症
状
が
整
理
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
病
変
と
合
致
し
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
た
め
に
、
研
究
班
で
も
比
較
的
早
い
時
期
に
か
え
り
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

か
わ
っ
て
、
一
九
五
七
年
四
月
、
公
衆
衛
生
学
の
喜
田
村
正
次
教
授
は
、
工
場
排
水
、

水
俣
湾
内
泥
土
と
水
俣
病
患
者
お
よ
び
ネ
コ
の
臓
器
か
ら
多
量
の
セ
レ
ン
が
検
出
さ
れ

た
た
め
に
セ
レ
ン
説
を
提
起
し
た
。
次
い
で
、
一
九
五
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
神

経
精
神
医
学
の
宮
川
九
平
太
教
授
が
、
水
俣
病
の
症
状
が
末
梢
神
経
に
は
じ
ま
り
、
タ

リ
ウ
ム
中
毒
に
酷
似
し
て
い
る
と
し
て
タ
リ
ウ
ム
説
を
提
起
し
た
。
た
し
か
に
チ
ッ
ソ

の
硫
酸
製
造
工
程
で
排
出
さ
れ
る
コ
ッ
ト
レ
ル
灰
に
タ
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
お
り
、
エ

場
排
水
や
水
俣
湾
内
泥
土
に
も
多
最
に
検
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
複
合
汚
染

の
可
能
性
を
含
め
て
、
そ
の
ほ
か
鉛
や
砒
素
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
に
つ
い
て
分

析
と
動
物
実
験
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
工
場
排
水
と
水
俣
湾
の
泥
土
や
魚
介

類
に
多
く
の
有
毒
物
質
が
検
出
さ
れ
た
た
め
に
ま
ど
わ
さ
れ
、
そ
の
一
っ
―
つ
の
物
質

の
分
析
・
実
験
に
膨
大
な
労
力
と
時
間
が
費
や
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
病
理
学
の
武
内

忠
男
教
授
も
、
す
で
に
一
九
五
七
年
六
月
の
論
文
で
小
脳
顆
粒
細
胞
層
の
萎
縮
に
注
目

し
て
、
そ
の
よ
う
な
変
化
が
水
銀
中
毒
に
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
当
時

は
マ
ン
ガ
ン
や
セ
レ
ン
・
タ
リ
ウ
ム
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
一
九
五
七
年

か
ら
翌
年
の
前
半
頃
ま
で
は
こ
れ
ら
の
実
験
に
迫
わ
れ
、
水
銀
に
的
を
絞
っ
た
本
格
的

な
研
究
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
魚
介

類
を
媒
介
と
し
た
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
究
明
を
困
難
に
し
た
。

こ
の
間
、
先
述
し
た
よ
う
に
一
九
五
七
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
伊
藤
保
健
所
長

が
、
水
俣
湾
産
魚
介
類
で
実
験
的
に
猫
を
発
症
さ
せ
そ
の
毒
性
を
実
証
し
た
。
こ
れ
は
、

研
究
班
に
よ
る
水
俣
湾
産
魚
介
類
に
よ
る
発
症
実
験
が
水
俣
市
漁
協
か
ら
送
付
さ
れ
た

も
の
で
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
武
内
が
伊
藤
に
依
頼
、
研
究
班
の
研
究
協

力
者
の
一
員
と
い
う
立
場
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
確
認
で
、
そ
の
後
の
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実
験
的
研
究
は
著
し
く
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
肝
心
の
有
毒
魚
介

類
の
汚
染
源
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
「
原
因
未
確
定
」
状
態
を
続
け
さ
せ
て
し
ま

っ
た
。
排
水
が
汚
染
源
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
は
‘
―
つ
の
方
法
と
し

て
、
後
に
細
川
が
実
験
し
た
よ
う
に
、
排
水
を
直
接
動
物
に
投
与
す
る
と
い
う
実
験
方

法
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
社
外
の
研
究
で
は
つ
い
に
こ
の
実
験
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

チ
ッ
ソ
の
非
協
力

一
方
、
チ
ッ
ソ
は
、
一
九
五
七
年
五
月
、
工
場
内
に
奇
病
研
究
組
織
を
つ
く
っ
た
が
、

熊
本
大
学
の
研
究
班
が
、
見
当
は
ず
れ
の
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
に
安
心
し
つ
つ
、
余

裕
を
も
っ
て
マ
ン
ガ
ン
、
セ
レ
ン
、
タ
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
追
試
し
反
論
を
続
け
た
。
そ

し
て
、
本
来
な
ら
、
外
部
の
研
究
者
に
協
力
し
て
一
日
も
早
く
自
ら
の
責
任
の
有
無
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
そ
う
し

た
姿
勢
と
は
全
く
逆
行
し
て
、
工
場
排
水
に
焦
点
が
絞
ら
れ
た
時
点
で
、
外
部
の
研
究

者
か
ら
の
協
力
要
請
に
は
閉
鎖
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
原
料
や
生
産
プ
ロ
セ
ス
・
製
品

あ
る
い
は
ま
た
排
水
の
成
分
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
に
は
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ

っ
た
。
水
銀
に
的
が
絞
ら
れ
は
じ
め
た
段
階
で
も
、
熊
本
大
学
研
究
班
が
昇
禾
を
使
っ

て
い
る
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
廃
水
に
関
心
を
向
け
て
い
る
の
を
よ
い
こ
と
に
、
そ
れ
よ
り
は

る
か
に
大
量
の
水
銀
を
触
媒
と
し
て
使
っ
て
い
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
を
公
表
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

加
え
て
、
チ
ッ
ソ
は
、
排
水
や
泥
土
の
採
取
に
対
し
て
は
非
協
力
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
妨
害
さ
え
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
熊
本
大
学
の
入
鹿
山
且
朗
教
授
が
、
エ

場
の
外
の
排
水
溝
の
泥
土
の
採
取
を
と
が
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
(109)
。

さ
ら
に
は
、
水
俣
湾
産
魚
介
類
の
買
占
め
な
ど
も
、
結
果
的
に
研
究
班
の
魚
介
類
の
入

手
を
困
難
に
し
て
実
験
の
障
害
と
な
っ
た
（
廊
）
。
チ
ッ
ソ
は
、
「
熊
大
側
か
ら
の
協
力

要
請
は
我
が
ま
ま
勝
手
で
、
協
力
さ
せ
る
権
利
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
工
場
が
早
期

究
明
に
好
意
的
に
協
力
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
考
え
方
と
非
常
に
相
違
が
あ
る
」
と
い

っ
た
加
害
者
の
立
場
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
高
姿
勢
(109)
を
終
始
と
り
続
け
、

原
因
究
明
を
ホ
圭
n

し
だ
乃
で
も
る
。

こ
の
よ
う
に
、
チ
ッ
ソ
の
幹
部
た
ち
は
、
工
場
が
汚
染
源
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
が
、
自
ら
は
そ
の
点
を
解
明
す
る
こ
と
を
怠
り
、
そ
の
一
方
で
、

外
部
の
研
究
者
に
は
手
が
か
り
と
な
る
情
報
を
積
極
的
に
出
そ
う
と
も
し
な
い
で
原
因

物
質
に
つ
い
て
の
厳
格
な
証
明
を
要
求
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

熊
本
大
学
研
究
班
の
研
究
態
勢

原
因
究
明
が
難
航
し
た
原
因
に
は
、
チ
ッ
ソ
の
非
協
力
や
行
政
の
怠
慢
と
い
っ
た
外

在
的
な
障
害
に
加
え
て
、
研
究
者
の
公
害
問
題
に
対
す
る
問
題
意
識
の
希
簿
さ
と
研
究

態
勢
に
内
在
し
た
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

熊
本
大
学
の
研
究
者
た
ち
は
、
発
生
源
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
原
因
物
質
の
生
成
・
排
出

の
プ
ロ
セ
ス
を
追
求
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
も
っ
ば
ら
魚
介
類
と
海
底
泥
土
の
分
析
や

実
験
ネ
コ
と
患
者
の
診
断
を
通
し
て
原
因
物
質
を
つ
き
と
め
る
こ
と
に
主
力
を
注
い
だ
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
は
、
研
究
者
が
早
い
段
階
で
漁
獲
禁
止
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
「
原
因
物
質
が
未
確
定
」
と
い
う
理
由
で
行
政
が
そ
れ
を
実
施
し
な

か
っ
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
漁
獲
を
禁
止

す
る
た
め
に
は
ま
ず
原
因
物
質
の
特
定
が
必
要
と
の
論
理
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
て
い

っ
た
面
も
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
の
上
、
研
究
者
の
内
部
で
は
、
講
座
制
な
ど
の
制
約
も
あ
っ
て
研
究
班
内
の
有
機

的
連
携
が
か
な
ら
ず
し
も
う
ま
く
い
か
ず
効
率
的
な
研
究
分
担
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
講
座
毎
に
原
因
物
質
に
つ
い
て
競
い
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
結
果
を
相
互
に
き
び
し
く
検
討
し
あ
う
と
い
う
共
同
研
究
本
来
の
体
制
は
十
分
に
は

と
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
、
原
因
物
質
の
分
析
が
当
面
の
目
標
と
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
分
析
定
量
技
術
が
理
学
部
や
薬
学
部
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
る
ま
で
は
備
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
。
加
え
て
、
工
学
系
か
ら
の
協
力
を
得
よ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
原
因

物
質
を
排
出
し
て
い
た
チ
ッ
ソ
工
場
内
で
、
ど
の
よ
う
な
物
質
が
使
用
さ
れ
、
ど
の
よ

う
な
工
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
が
中
間
生
成
物
も
含
め
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
十
か
な
田
哉
を
寺
だ
な
ハ
ま
ま
餅
応
を
進
b
,．
に
こ
．
そ
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し
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
、
工
場
の
内
部
に
つ
い
て
は
「
硫
酸
・
硫
安
・
硫
燐
安
や
ビ
ニ

ー
ル
等
を
製
造
し
、
特
に
こ
こ
数
年
の
生
産
は
目
立
っ
て
著
し
い
も
の
が
あ
る
ら
し

い
」
（
宮
川
他
、
一

i

i

―
二
巻
補
冊
三
、
一
九
五
九
・
―
―
-
）
と
い
っ
た
程
度
の
知
識
の
ま
ま
で
研

究
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
原
因
物
質
と
な
っ
た
有
機
水
銀
を
排
出
し

て
い
た
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
中
間
原
料
で
あ
る
た
め
、
そ

の
生
産
量
や
製
造
工
程
に
つ
い
て
は
チ
ッ
ソ
の
公
表
文
書
に
は
通
常
は
記
載
さ
れ
て
お

ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
高
価
な
水
銀
が
多
量
に
触
媒
と
し
て
使
用
さ
れ
排
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
、
一
九
五
九
年
こ
ろ
ま
で
熊
本
大
学
の
研
究
班
に
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
も
し
、
応
用
化
学
分
野
の
研
究
者
が
研
究
班
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

こ
う
し
た
障
害
は
早
い
時
期
に
克
服
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、

工
場
排
水
が
疑
わ
し
い
と
な
れ
ば
、
当
然
、
工
場
の
各
種
の
製
造
工
程
や
使
用
物
質
に

つ
い
て
の
検
討
が
不
可
欠
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
関
し
て
は
当
初
工
場
に

対
し
て
若
干
の
問
い
合
わ
せ
を
し
た
だ
け
で
、
研
究
班
の
内
部
で
独
自
に
検
討
さ
れ
た

形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
内
在
的
問
題
に
加
え
て
、
研
究
費
の
不
足
が
さ
ら
に
原
因
究
明
を
困
難

に
し
た
。
熊
本
大
学
研
究
班
の
主
な
研
究
費
は
、
熊
本
県
の
委
託
費
に
加
え
一
九
五
七

年
度
か
ら
の
文
部
省
の
科
学
研
究
費
が
三
年
間
で
一
三
八
万
円
、
そ
れ
に
一
九
五
八
年

―
二
月
に
設
置
が
決
ま
っ
た
食
品
衛
生
調
査
会
水
俣
食
中
毒
特
別
部
会
か
ら
の
一

0
0

方
円
の
配
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
文
部
省
ま
で
も
の
ち
に
は
、
事
態
が

「
政
治
問
題
化
」
し
て
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
鰐
淵
熊
本
大
学
学
長
に
「
研
究
打
ち
切

り
を
雉
憩
」
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

(109)
。

遅
れ
た
行
政
の
究
明
体
制

行
政
に
よ
る
原
因
究
明
体
制
に
関
し
て
み
る
と
、
政
府
レ
ベ
ル
で
は
、
先
に
み
た
よ

う
に
、
厚
生
省
が
一
九
五
六
年
―
一
月
に
厚
生
科
学
研
究
班
を
組
織
し
て
研
究
を
開
始
、

こ
の
研
究
班
は
一
九
五
七
年
一
月
二
五
日
の
第
一
回
の
研
究
報
告
会
で
熊
本
大
学
研
究

班
と
同
じ
く
有
毒
物
は
魚
介
類
を
媒
介
し
て
い
る
と
の
結
論
を
出
し
た
（
細
）
。
次
い
で
、

三
月
末
に
は
、
厚
生
省
に
報
告
書
(371)
を
提
出
、
そ
の
中
で
、
水
俣
湾
海
水
・
泥
土
は

水
俣
工
場
の
排
水
の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
た
め
、
厚
生

省
は
四
月
一
O
B

に
、
文
部
省
•
水
産
庁
・
公
衆
衛
生
院
に
加
え
て
通
産
省
に
も
呼
び

か
け
て
総
合
的
研
究
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
結
局
、
工
場
排
水
が
汚
染
源
で
あ
る
か

ど
う
か
を
直
接
確
か
め
る
こ
と
よ
り
、
原
因
物
質
の
解
明
に
焦
点
を
お
く
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
厚
生
科
学
研
究
班
は
、
一
九
五
八
年
二
月
の

報
告
会
で
は
水
俣
工
場
が
原
因
物
質
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
、
当
時

熊
本
大
学
研
究
班
で
出
さ
れ
て
い
た
マ
ン
ガ
ン
・
セ
レ
ン
・
タ
リ
ウ
ム
の
三
物
質
に
よ

る
実
験
的
再
現
を
主
た
る
研
究
課
題
と
し
た
。
こ
の
研
究
班
の
最
終
的
な
ま
と
め
は
、

松
田
主
任
に
よ
っ
て
一
九
五
八
年
六
月
に
原
生
省
に
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、

厚
生
省
の
山
口
正
義
公
衆
衛
生
局
長
は
七
月
七
日
付
け
で
、
「
新
日
窒
水
俣
工
場
廃
棄

物
が
港
湾
泥
土
を
汚
染
し
、
魚
介
類
・
回
遊
魚
類
が
廃
棄
物
中
の
化
学
蒋
性
と
同
種
の

物
質
で
有
毒
化
、
こ
れ
の
多
量
摂
食
に
よ
っ
て
発
症
し
た
」

(318)
と
推
定
さ
れ
る
と
し

て
、
関
係
省
庁
な
ど
へ
協
力
を
要
請
す
る
通
達
を
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
通
産
省

は
チ
ッ
ソ
の
反
論
を
援
用
し
て
「
工
場
排
水
だ
け
で
な
く
総
合
的
調
査
が
必
要
」
「
三

物
質
が
原
因
と
の
根
拠
は
な
い
」
な
ど
と
主
張
、
依
然
と
し
て
汚
染
源
は
未
確
定
と
い

う
状
況
を
継
続
さ
せ
た
。
国
会
で
追
及
さ
れ
て
政
府
が
、
原
因
究
明
調
査
委
託
費
一
〇

0
万
円
を
支
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
は
、
一
九
五
八
年
―
一
月
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
厚
生
省
は
食
品
衛
生
調
査
会
の
な
か
に
水
俣
食
中
毒
部
会

を
設
け
る
こ
と
を
決
め
、
翌
年
の
一
月
に
鰐
淵
健
之
熊
本
大
学
学
長
を
代
表
に
正
式
に

発
足
さ
せ
た
。
こ
の
部
会
は
、
そ
れ
ま
で
も
研
究
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
熊
本
大
学
の

研
究
班
に
理
学
部
関
係
者
や
そ
れ
に
熊
本
県
関
係
者
や
西
海
区
水
産
研
究
所
な
ど
の
研

究
者
を
加
え
て
編
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
工
場
排
水
に
最
も
関
わ
り
が
あ
る
通
産
省
関

係
者
や
応
用
化
学
の
関
係
者
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
式
確
認
か

ら
二
年
半
以
上
も
経
過
し
て
よ
う
や
く
不
十
分
な
が
ら
総
合
的
な
研
究
体
制
が
つ
く
ら

れ
る
と
い
う
怠
慢
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

チ
ッ
ソ
の
姑
息
な
排
水
対
策

こ
の
よ
う
に
原
因
物
質
の
解
明
は
難
航
し
て
い
た
が
、
厚
生
省
が
、
水
俣
工
場
を
名
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指
し
し
て
、
そ
の
廃
棄
物
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
と
発
表
し
た
こ
と
は
、
チ
ッ
ソ
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
「
化
学
毒
物
」
の
本
体
は
未
確
定
な
が
ら
も
水
俣
病
が
水
俣
工

場
の
廃
棄
物
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
公
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
チ
ッ
ソ
は
、

た
だ
ち
に
『
水
俣
病
に
対
す
る
当
社
の
見
解
』

(108)
を
公
表
、
疑
わ
れ
て
い
る
三
物
質

は
量
も
多
く
な
い
し
、
そ
れ
ら
で
は
猫
も
発
症
し
な
い
と
反
論
を
開
始
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
さ
す
が
に
何
ら
か
の
手
を
打
つ
必
要
に
迫
ら
れ
、
大
急
ぎ
で
廃
水
管
理
委
員
会

を
設
置
し
対
策
を
検
討
し
始
め
た
。

そ
の
最
初
の
対
策
が
、
か
ね
て
か
ら
漁
民
が
求
め
て
い
た
排
水
停
止
を
形
を
す
り
替

え
て
実
現
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
廃
水
を
水
俣
湾
で
は
な
く
水

俣
川
河
口
の
八
幡
プ
ー
ル
ヘ
排
出
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
水
俣
病
の
原
因
物
質

を
含
む
可
能
性
の
高
い
廃
水
を
不
知
火
海
に
流
し
て
、
水
俣
湾
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

希
釈
率
に
頼
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
八
月
に
は
、
カ
ニ
を
食
べ
て
い
た
少
年
が
新
た
に
発

症
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
再
び
住
民
に
不
安
が
高
ま
っ
て
い
た
が
、
予
定
通
り
工
事
は

進
め
ら
れ
、
九
月
か
ら
八
幡
プ
ー
ル
を
経
て
水
俣
川
河
口
へ
排
出
さ
れ
始
め
た
。
そ
の

結
果
、
こ
の
排
出
先
の
変
更
が
な
さ
れ
る
や
た
ち
ま
ち
水
俣
川
河
口
側
に
も
患
者
が
発

生
、
汚
染
は
不
知
火
海
一
帯
に
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ

て
、
こ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
廃
水
に
原
因
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
こ

と
を
チ
ッ
ソ
は
さ
ら
に
確
認
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
排
出
を
止
め
な
か

っ
た
。こ

れ
以
降
、
八
幡
プ
ー
ル
は
、
水
俣
病
に
関
連
す
る
チ
ッ
ソ
の
排
水
対
策
の
か
な
め

と
な
る
の
で
、
そ
の
実
態
を
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
プ
ー
ル
は
、
も
と
も
と
ア

セ
チ
レ
ン
発
生
残
演
（
カ
ー
バ
イ
ド
残
涜
）
の
捨
て
場
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

水
俣
工
場
で
は
、
ア
セ
チ
レ
ン
か
ら
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
・
酢
酸
を
製
造
し
始
め
た
一

九
三
二
年
か
ら
、
カ
ー
バ
イ
ド
残
流
が
出
始
め
た
。
は
じ
め
は
、
こ
れ
ら
の
残
流
は
、

工
場
構
内
で
乾
燥
さ
せ
固
形
物
に
し
て
、
工
場
周
辺
の
沼
沢
地
な
ど
に
捨
て
て
い
た
。

そ
の
後
、
水
俣
川
河
口
に
あ
た
る
八
幡
地
先
の
浜
を
囲
っ
て
捨
て
場
と
し
、
馬
車
や
ト

ロ
ッ
コ
で
運
ん
だ
。
構
内
で
の
沈
澱
が
不
十
分
な
ま
ま
排
出
さ
れ
た
排
水
が
、
水
俣
湾

••••• 

に
流
れ
出
て
海
水
が
白
濁
し
港
内
が
残
流
で
埋
ま
り
は
じ
め
た
た
め
に
、
漁
民
と
の
紛

争
や
浚
渫
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
た
こ
と
は
第
一
綱
で
見
た
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
と
ド
の
増
産
に
と
も
な
っ
て
、

残
演
処
理
の
効
率
化
が
チ
ッ
ソ
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
一

九
五
一
年
か
ら
、
カ
ー
バ
イ
ド
残
流
は
、
ア
セ
チ
レ
ン
発
生
装
置
か
ら
出
た
ス
ラ
リ
ー

（
石
灰
乳
）
の
ま
ま
で
八
幡
地
先
に
送
る
こ
と
に
し
た
。
水
俣
川
河
口
に
広
が
る
遠
浅
の

海
を
囲
う
形
で
捨
て
石
を
置
き
、
そ
の
上
に
石
垣
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
外
張
り
し
た
堤

防
を
築
い
た
。
河
口
扇
状
地
の
砂
浜
が
そ
の
ま
ま
プ
ー
ル
の
底
部
と
な
る
構
造
と
な
っ

て
い
た
。
水
俣
工
場
工
務
部
で
工
事
の
一
切
に
関
与
し
た
長
野
秋
雄
に
よ
れ
ば
、
プ
ー

ル
は
底
部
か
ら
水
分
が
流
出
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
。
粒
子
の
細

か
い
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
で
あ
る
残
演
は
、
水
を
含
む
と
何
倍
に
も
重
く
な
り
圧
力
を

増
し
て
、
プ
ー
ル
の
堤
防
を
決
壊
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
実
際
に
残
祗
プ
ー
ル
の
決

壊
事
故
が
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
残
流
は
、
工
場
か
ら
千
米
あ
ま
り
引
い
た
パ
イ

プ
で
そ
の
仕
切
り
の
中
に
送
り
込
ま
れ
る
。
堆
積
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
水
分
を
早
く

逃
が
す
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
「
角
落
し
」
と
も
呼
ぶ
「
抜
き
桝
」
が
プ
ー
ル
の

四
ヶ
所
に
つ
く
ら
れ
上
澄
水
を
流
し
出
し
、
堤
防
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
パ
イ
プ
が
通

さ
れ
浸
透
水
を
抜
い
た
。
上
澄
水
と
浸
透
水
は
と
も
に
堤
防
の
周
囲
に
設
け
ら
れ
た
排

水
溝
を
通
っ
て
、
水
俣
川
河
口
や
海
に
流
れ
出
た
。
こ
れ
に
底
部
か
ら
の
浸
出
分
が
加

わ
っ
た
。

ま
ず
、
水
俣
JII
河
口
左
岸
の
も
と
の
船
着
場
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
囲
っ
て
入
江
プ
ー

ル
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
れ
が
一
杯
に
な
る
と
堤
防
を
か
さ
上
げ
す
る
と
と
も
に
、
塩
田

プ
ー
ル
、
北
八
幡
プ
ー
ル
と
、
河
口
側
に
さ
ら
に
は
海
側
へ
と
次
々
に
プ
ー
ル
を
拡
張
・

か
さ
上
げ
し
て
い
っ
た
。
八
幡
プ
ー
ル
は
そ
れ
ら
の
総
称
で
あ
る
が
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
の
増
産
ぶ
り
を
反
映
し
て
、
拡
張
・
か
さ
上
げ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う

し
て
、
か
っ
て
遠
浅
の
浜
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
結
果
と
し
て
埋
立
地
に
な
り
、
チ
ッ
ソ

の
資
産
と
な
っ
た
。
海
側
の
甲
区
プ
ー
ル
と
乙
区
プ
ー
ル
の
埋
め
立
て
許
可
を
得
た
の

は
一
九
五
四
年
―
一
月
で
、
翌
年
四
月
か
ら
甲
区
プ
ー
ル
に
残
演
が
入
れ
ら
れ
は
じ
め

た
。
の
ち
に
一
九
六

0
年
一

0
月
、
水
俣
市
漁
協
と
の
補
償
交
渉
で
、
チ
ッ
ソ
は
さ
ら
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に
八
幡
沖
の
海
面
一

0
万
坪
の
埋
め
立
て
権
を
ぬ
け
め
な
く
獲
得
し
た
が
、
そ
こ
が
八

幡
沖
第
一
期
•
第
二
期
プ
ー
ル
と
し
て
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
生
産
が
停
止
さ
れ
る
ま

で
、
残
淡
の
捨
て
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
解
説
末
尾
の
八
幡
プ
ー
ル
群
図
参
照
）
。

水
銀
に
的
が
絞
ら
れ
る

病
理
学
の
武
内
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
す
で
に
早
い
時
期
に
、
水
銀
に
つ
い
て
の
検

討
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
し
か
し
、
当
時
は
マ
ン
ガ
ン
や
セ
レ
ン
、
タ
レ
ウ

ム
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
た
た
め
に
こ
れ
ら
の
実
験
に
追
わ
れ
て
い
た
。
一
九
五
八
年

に
は
い
っ
て
慢
性
経
過
の
四
例
に
つ
い
て
剖
検
す
る
機
会
が
あ
り
、
水
俣
病
の
病
変
の

本
態
を
示
す
所
見
が
得
ら
れ
た
が
、
そ
の
病
理
所
見
は
身
近
な
文
献
に
は
合
致
す
る
も

の
が
当
座
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
ま
た
ま
こ
の
年
に
ド
イ
ツ
で
発
刊

さ
れ
た
神
経
病
理
の
専
門
書
に
、
メ
チ
ル
水
銀
中
毒
に
関
す
る
H
u
n
t
e
r
,
 
R
u
s
s
e
l
l

の
症

例
紹
介
を
見
い
出
し
、
そ
れ
が
水
俣
病
の
剖
検
所
見
と
き
わ
め
て
一
致
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
年
の
半
ば
過
ぎ
か
ら
有
機
水
銀
の
猫
へ
の
投
与
実
験
を

本
格
的
に
開
始
し
た
。
し
か
し
、
水
銀
の
定
量
分
析
を
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
数
カ

月
を
要
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
五
九
年
二
月
、
食
品
衛
生
調
査
会
水
俣
食
中
毒
部
会
の
研
究
体
制
を

検
討
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
奇
病
現
地
連
絡
協
議
会
準
備
会
の
段
階
で
も
、
研
究
の
重

点
と
し
て
、
宮
川
は
依
然
と
し
て
タ
リ
ウ
ム
を
、
ま
た
、
入
鹿
山
は
砒
素
・
硫
黄
を
あ

げ
、
喜
田
村
は
セ
レ
ン
に
加
え
て
水
銀
に
つ
い
て
も
調
べ
る
と
い
っ
た
方
針
を
表
明
し

た
。
武
内
は
こ
の
時
は
、
水
銀
を
具
体
的
に
挙
げ
て
は
い
な
い
が
、
一
二
物
質
(
M
n
,
Tl, 

S
e
)

以
外
の
金
属
及
ぴ
硫
化
物
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
述
べ
て
お
り
、
水
銀
は
未
だ
研

究
班
全
体
の
研
究
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
(Ill)
。
し
か
し
、
や
が
て
武
内
の
研

究
室
で
有
機
水
銀
化
合
物
の
な
か
で
も
ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物
に
よ
っ
て
実
験
的
に
ネ

コ
の
水
俣
病
を
発
症
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
た
め
徳
臣
は
、
臨
床
面
か
ら
水

銀
に
焦
点
を
お
い
た
研
究
を
は
じ
め
た
。
ま
た
、
武
内
の
依
頼
を
受
け
た
喜
田
村
の
水

銀
分
析
の
結
果
、
水
俣
湾
の
魚
介
類
お
よ
び
泥
土
に
多
量
の
水
銀
が
検
出
さ
れ
、
し
か

も
泥
土
中
の
水
銀
量
は
工
場
排
水
口
付
近
を
頂
点
と
し
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

患
者
の
尿
や
臓
器
あ
る
い
は
発
症
猫
の
臓
器
な
ど
か
ら
も
多
量
の
水
銀
が
次
々
に
証
明

さ
れ
る
に
い
た
り
、
一
九
五
九
年
前
半
ま
で
の
研
究
で
、
原
因
物
質
は
、
有
機
水
銀
化

合
物
と
の
結
論
を
出
す
と
こ
ろ
ま
で
究
明
さ
れ
た
。

有
機
水
銀
説
と
事
件
の
政
治
的
処
理
(
-
九
五
九
年
七
月
1
―
二
月
）

有
機
水
銀
説
と
汚
染
源
の
確
定
に
対
す
る
新
た
な
干
渉
・
妨
害

一
九
五
九
年
七
月
一
四
日
、
熊
本
大
学
の
研
究
班
は
、
臨
床
・
病
理
・
分
析
の
角
度

か
ら
み
て
、
水
俣
病
は
「
現
地
の
魚
介
類
を
摂
食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
神

経
系
疾
患
で
あ
り
、
そ
の
汚
染
毒
物
と
し
て
は
、
水
銀
が
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
る
に
至

っ
た
」
と
の
結
論
を
報
告
会
で
確
認
し
た
。
し
か
も
、
同
時
に
、
他
地
区
に
比
し
て
著

し
く
高
濃
度
の
蓄
積
が
確
認
さ
れ
た
水
俣
湾
の
泥
土
中
の
水
銀
量
は
、
チ
ッ
ソ
の
百
間

排
水
口
で
最
も
高
く
遠
ざ
か
る
に
従
っ
て
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

武
内
は
「
有
機
水
銀
」
と
い
う
表
現
を
と
り
た
か
っ
た
が
、
班
全
体
の
賛
同
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
に
「
水
銀
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
。
こ
の
結
論
は
、
同
日
付
で
世
良

完
介
班
長
よ
り
原
生
省
食
品
衛
生
課
長
宛
に
も
報
告
さ
れ

(366)
、
二
ニ
日
に
正
式
に
公

表
さ
れ
た
。
こ
の
有
機
水
銀
説
は
ま
だ
未
解
明
な
点
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
工
場
排
水

が
水
俣
病
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
当
初
か
ら
の
疑
い
を
社
会
一
般
に
は
こ
れ
以
上
な
い

ま
で
に
深
め
さ
せ
た
。
患
者
や
漁
民
に
と
っ
て
は
、
そ
の
排
水
源
が
他
に
考
え
ら
れ
な

い
た
め
こ
れ
で
チ
ッ
ソ
が
汚
染
源
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
と
受
け
と
め
ら
れ
た
。

水
俣
漁
民
は
、
そ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
勢
い
で
こ
の
有
機
水
銀
説
に
勢
い
を
得
て

チ
ッ
ソ
に
補
償
を
迫
っ
た
。
八
月
五
日
に
は
、
熊
本
県
議
会
水
俣
病
対
策
特
別
委
員
会

は
、
西
田
水
俣
工
場
長
を
呼
ぴ
説
明
を
求
め
た
。
工
場
で
は
い
ち
早
く
『
所
謂
有
機
水

銀
説
に
対
す
る
工
場
の
見
解
』

(112)
を
用
意
し
、
有
機
水
銀
説
は
た
ん
な
る
推
論
だ
と

述
べ
た
が
、
一
方
で
排
水
処
理
施
設
を
完
備
す
る
と
約
束
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
チ

ッ
ソ
は
こ
う
し
た
事
態
の
急
変
に
衝
撃
を
う
け
た
が
、
そ
れ
は
チ
ッ
ソ
が
属
す
る
日
本

化
学
工
業
協
会
（
日
化
協
）
や
通
産
省
に
と
っ
て
も
同
様
で
、
有
機
水
銀
説
を
確
定
さ
せ

な
い
た
め
に
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
画
策
が
始
ま
っ
た
。

3
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ま
ず
、
チ
ッ
ソ
に
加
え
清
浦
雷
作
東
京
工
業
大
学
教
授
や
日
化
協
の
大
島
竹
治
理
事

な
ど
か
ら
、
た
め
に
す
る
反
論
が
即
座
に
出
さ
れ
た
。
清
浦
は
、
水
俣
湾
の
海
水
な
ど

を
チ
ッ
ソ
の
援
助
で
調
査
、
水
俣
漁
民
と
の
交
渉
が
大
詰
め
に
な
っ
て
い
た
時
期
に
こ

の
動
き
を
牽
制
す
る
か
の
よ
う
に
、
「
汚
染
は
ひ
ど
く
な
い
、
正
常
。
水
銀
説
の
発
表

は
慎
重
に
す
べ
き
、
未
だ
推
論
」
と
水
俣
市
で
そ
の
結
果
を
発
表
し
た
。
つ
い
で
九
月
、

大
島
が
水
俣
を
訪
れ
、
原
因
は
敗
戦
時
に
湾
内
に
捨
て
ら
れ
た
旧
海
軍
の
爆
薬
だ
と
発

表
し
た
。
す
で
に
熊
本
大
学
研
究
班
が
そ
う
し
た
事
実
は
な
い
こ
と
を
確
か
め
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ッ
ソ
は
、
爆
薬
説
を
大
々
的
に
宣
伝
し
て
、
実
際
に
そ
の
た
め

の
海
底
調
査
作
業
ま
で
演
じ
た

(150)
。
自
ら
も
反
論
の
た
め
の
反
論
を
展
開
し
な
が
ら
、

時
に
は
御
用
学
者
を
利
用
し
、
ま
た
日
化
協
な
ど
の
業
界
や
通
産
省
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
原
因
未
確
定
と
い
う
状
況
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
三
者
は
、
ま
さ

に
一
心
同
体
と
も
言
え
る
よ
う
に
行
動
し
た
の
で
あ
る
。
日
化
協
と
し
て
も
、
チ
ッ
ソ

ば
か
り
か
同
種
の
各
地
の
化
学
工
場
の
生
産
に
支
障
が
及
ぶ
こ
と
は
な
ん
と
し
て
も
避

け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
通
産
省
の
危
機
感
は
さ
ら
に
深
刻
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ

う
し
て
、
一

0
月
の
食
品
衛
生
調
査
会
合
同
会
第
一
回
会
合
で
は
、
そ
う
し
た
チ
ッ
ソ

や
業
界
そ
れ
に
通
産
省
サ
イ
ド
の
画
策
が
効
を
奏
し
て
、
有
機
水
銀
が
原
因
と
し
て
強

く
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
も
の
の
、
断
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
(
2
6
1
)
0

通
産
省
の
事
態
収
拾
策

通
産
省
で
は
、
当
時
す
で
に
チ
ッ
ソ
な
ど
従
来
の
ア
セ
チ
レ
ン
を
出
発
点
と
す
る
電

気
化
学
を
石
油
化
学
に
転
換
す
る
い
わ
ゆ
る
石
油
化
計
画
を
進
め
て
い
た
。
日
本
の
化

学
工
業
に
国
際
的
な
競
争
力
を
つ
け
さ
せ
、
高
度
成
長
さ
せ
て
い
く
た
め
に
緊
急
に
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
チ
ッ
ソ
も
、
こ
の
七
月
、
石
油

化
計
画
を
通
産
省
に
提
出
し
て
い
た
。
も
し
ア
ル
デ
ヒ
ド
生
産
工
程
に
原
因
が
あ
る
と

言
う
こ
と
に
な
る
と
、
チ
ッ
ソ
は
も
と
よ
り
同
業
他
社
に
も
波
及
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
転

換
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
石
油
化
計
画
を
担
当
す
る
秋
山
武
夫

通
産
省
軽
工
業
局
長
に
と
っ
て
そ
う
し
た
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
事
態
を
収
拾
す
る

こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
有
機
水
銀
説
を
否
定
し
続
け
て
時
間
を
稼
ご
う

と
し
た
。
秋
山
は
、
一
九
五
八
年
の
江
戸
川
汚
濁
事
件
で
製
紙
工
場
の
操
業
停
止
命
令

が
出
た
の
に
、
な
ぜ
水
俣
で
は
停
止
さ
せ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
チ
ッ
ソ
刑
事
事
件
に

お
け
る
尋
問
に
対
し
て
、
バ
ル
プ
と
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
で
は
重
要
さ
が
違
う
と
当
然

の
よ
う
に
答
え
、
当
時
輸
入
を
防
退
し
つ
つ
国
内
需
要
を
賄
う
こ
と
が
い
か
に
重
要
課

題
で
あ
っ
た
か
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
方
針
を
持
っ
て
い
た
が
故
に
、
一

九
五
八
年
七
月
に
は
、
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
長
名
で
、
チ
ッ
ソ
工
場
の
廃
棄
物
で
魚
介

類
が
有
毒
化
さ
れ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
と
、
は
じ
め
て
公
式
に
指
摘
し
て
通
産
省
に

通
達
を
出
し
た

(318)
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
、
そ
の
後
も
排
水
を
規
制
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
を
推
進
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
チ
ッ
ソ
と

一
体
と
な
っ
て
、
熊
本
大
学
の
研
究
班
が
そ
れ
ま
で
に
原
因
物
質
と
し
て
挙
げ
た
個
々

の
物
質
に
つ
い
て
否
定
的
見
解
を
出
す
だ
け
で

(332
、
334)
、
工
場
排
水
そ
の
も
の
を
解

明
す
る
た
め
の
条
件
を
整
え
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

チ
ッ
ソ
の
有
力
製
品
で
あ
る
オ
ク
タ
ノ
ー
ル

•
D
O
P

の
市
況
は
一
時
期
低
落
し
て

い
た
が
、
や
が
て
不
況
か
ら
脱
し
て
、
一
九
五
九
年
前
半
に
は
再
び
上
昇
気
運
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
チ
ッ
ソ
の
営
業
会
議
で
も
強
気
の
増
産
要
望
が
出
さ
れ

(143)
、
オ
ク

タ
ノ
ー
ル
増
産
工
事
が
着
手
さ
れ
、
四
月
末
に
一

0
0
0
ト
ン
／
月
規
模
、
さ
ら
に
五

0
0
ト
ン
／
月
を
増
強
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
石
油
化
学
の
オ
キ
ソ
法
で
い
く
か
、
従

来
の
ア
ル
デ
ヒ
ド
法
で
い
く
か
が
検
討
さ
れ
た
が
、
結
局
、
技
術
の
蓄
積
の
あ
る
後
者

で
い
く
こ
と
に
決
め
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
の
国
内
シ
ェ
ア
は
実
に
八
五
％
以
上

(144)

と
い
う
独
占
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
石
油
化
学
が
、
将
来
、
安
価
で
有
利
で
あ
る
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
た
の
で
、
チ
ッ
ソ
も
千
葉
で
の
石
油
化
学
の
展
開
を
計
画
し
て
い
た
が
、
し

か
し
、
石
油
化
学
に
対
し
て
も
「
当
社
の
カ
ー
バ
イ
ド
よ
り
出
発
す
る
オ
ク
タ
ノ
ー
ル

製
造
技
術
は
ひ
け
を
と
ら
な
い
」
と
し
て
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

（
五
カ
月
）

‘
1
0
月
末
に
は
、
合
わ
せ
て
一
五

0
0
ト
ン
／
月
の
生
産
規
模
を
達
成
し

た
(147)
。
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
可
塑
剤
の
最
大
の
主
要
原
料
で
あ
る
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
は
、
当

時
は
、
花
王
石
鍮
が
ヤ
シ
袖
を
還
元
し
て
わ
ず
か
に
生
産
し
て
い
る
ほ
か
は
、
チ
ッ
ソ

が
独
占
し
て
お
り
、
一
九
五
九
年
も
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
急
増
と
と
も
に
、
供
給
不
足
の

状
態
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
翌
年
春
か
ら
は
、
石
油
化
学
に
よ
る
も
の
が
生
産
さ
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れ
る
か
ら
緩
和
さ
れ
る
見
通
し
だ
っ
た
が

(152)
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
は
、
チ
ッ
ソ

の
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
と
そ
の
原
料
で
あ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
日
本
の
化
学
工
業
と
そ

れ
故
通
産
省
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
通
産
省
に
と
っ
て
、
水
俣
病
の
原
因
が
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
に
あ
る
こ

と
を
公
的
に
確
定
さ
せ
な
い
こ
と
、
そ
れ
と
同
時
に
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
工
場
排

水
の
停
止
要
求
と
補
償
問
題
を
収
拾
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

―
一
月
―
二
日
に
食
品
衛
生
調
査
会
の
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
水
俣
病
に
関
す
る
答

申
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
、
通
産
省
は
一

0
日
、
チ
ッ
ソ
に
排
水
処
理

施
設
の
完
成
を
急
ぐ
よ
う
指
示
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ビ
ド
と
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
製
造
工
場
に
水
銀
に
関
す
る
排
水
調
査
を
指
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
際
、

各
工
程
の
出
口
で
は
な
く
、
工
場
か
ら
の
最
終
的
な
総
合
排
水
を
調
べ
れ
ば
よ
い
と
わ

ざ
わ
ざ
つ
け
加
え
た
。
翌
―
一
日
の
「
水
俣
食
中
毒
に
関
す
る
各
省
連
絡
会
議
」
に
は
、

ほ
か
の
省
庁
か
ら
は
部
課
長
ク
ラ
ス
が
出
て
い
る
の
に
通
産
省
か
ら
は
秋
山
局
長
が
出

席
し
(328)
、
清
浦
雷
作
の
「
水
俣
湾
内
外
の
水
質
汚
濁
に
関
す
る
研
究
（
要
旨
）
」
（
377
）を

配
っ
て
、
水
俣
病
と
水
銀
は
関
係
な
い
こ
と
を
宣
伝
し
た
。
食
中
毒
部
会
の
鰐
淵
委
員

長
は
何
の
た
め
の
会
議
だ
と
怒
っ
て
発
言
し
よ
う
と
し
た
が
厚
生
省
の
高
野
武
悦
食
品

衛
生
課
長
に
と
め
ら
れ
た
（
補
1
7
)
。
こ
の
日
鰐
淵
は
高
野
か
ら
、
翌
日
の
食
品
衛
生

調
査
会
と
の
合
同
委
員
会
で
は
、
工
場
と
の
関
連
に
つ
い
て
発
言
す
る
の
は
ひ
か
え
る

よ
う
説
得
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
‘
―
二
日
の
食
品
衛
生
調
査
会
合
同
委
員
会
で
は
、
鰐

淵
は
研
究
班
の
結
論
の
「
あ
る
種
の
有
機
水
銀
」
は
守
り
と
お
し
た
が
、
工
場
と
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
証
明
が
な
い
と
言
う
主
張
に
は
勝
て
ず
、
や
む
な
く
削

る
こ
と
を
承
知
し
て
答
申
が
ま
と
ま
っ
た
（
効
）
。
そ
の
直
後
、
水
俣
食
中
誨
部
会
は
解

散
さ
れ
た
。
当
事
者
の
鰐
淵
委
員
長
に
さ
え
事
前
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
突
然

の
解
散
で
あ
っ
た
。
鰐
淵
委
員
長
は
「
重
大
段
階
で
解
散
さ
れ
た
の
は
残
念
」
（
一
ー
・

二
0
記
者
会
見
）
と
、
当
然
最
終
的
な
解
明
に
至
る
ま
で
は
自
ら
は
役
割
を
担
っ
て
い
た

も
の
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
見
て
も
、
「
解
散
」
が
い
か
に

政
治
的
に
行
わ
れ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。
―
一
月
二
七
日
の
国
会
の
合
同
審
査
で
、

厚
生
省
当
局
は
「
有
機
化
は
、
医
学
の
分
野
だ
け
で
は
解
明
困
難
。
厚
生
省
だ
け
で
は

責
任
が
も
ち
き
れ
な
い
の
で
窓
口
を
経
済
企
画
庁
に
移
し
、
関
係
各
省
庁
の
多
角
的
研

究
を
す
る
こ
と
に
し
た
]
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
当
時
の
新
聞
も
、
「
ナ
ワ
張
り
争
い

を
止
め
て
、
は
じ
め
て
行
政
が
一
致
協
力
し
た
の
が
中
毒
部
会
の
解
散
」
だ
っ
た
と
そ

の
不
当
性
を
批
判
し
た
。

本
気
で
研
究
を
推
進
す
る
つ
も
り
な
ら
研
究
蓄
積
の
あ
る
水
俣
食
中
毒
部
会
を
母
体

と
し
て
強
化
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
常
道
と
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
あ
え
て
新
し
い

体
制
に
し
て
一
か
ら
始
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
チ
ッ
ソ
内
部
で

は
、
す
で
に
原
因
物
質
が
排
水
中
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
り
、
ま
さ
に
、
汚
染
源
の
解
明
が
最
終
段
階
に
き
て
い
た
。
そ
れ
が
故
に
そ
の
直

前
で
答
申
を
出
さ
せ
解
散
さ
せ
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
的
は
ず
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
チ

ッ
ソ
の
排
水
停
止
と
加
害
責
任
の
確
定
に
至
る
よ
う
な
事
態
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
立
場
に
と
っ
て
の
み
都
合
の
よ
い
解
散
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
、
時
期
的
に
は

一
九
五
六
年
の
段
階
か
ら
、
工
場
排
水
に
対
す
る
重
点
的
な
調
査
研
究
が
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
は
そ
れ
か
ら
目
を
逸
ら
せ
よ
う
と
す
る
画
策
が

終
始
行
わ
れ
て
き
た
が
、
汚
染
源
と
原
因
物
質
の
確
定
が
公
に
大
詰
め
に
な
っ
た
段
階

で
さ
ら
に
焦
点
が
拡
散
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
背
後
に
は
、

工
場
排
水
が
汚
染
源
で
あ
る
こ
と
を
確
定
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
通
産
省
の

意
図
が
強
く
働
い
て
い
た
。

そ
し
て
‘
―
二
月
に
な
っ
て
、
当
時
水
俣
病
問
題
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
漁
業
補
償

と
患
者
補
償
に
決
着
が
着
け
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
原
因
究
明
に
関
す
る
社
会
的
・
政
治

的
関
心
は
急
速
に
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
熊
本
大
学
の
研
究
班
も
共
同
研

究
費
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
未
解
明
の
課
題
を
残
し
な
が
ら
も
そ
れ
ま
で
の
組
織
か

ら
個
別
講
座
単
位
の
研
究
体
制
へ
と
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
因
果
関
係
の
厳
密

な
全
容
解
明
と
い
う
点
で
は
さ
ら
な
る
日
時
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

チ
ッ
ソ
の
社
内
研
究

一
方
、
こ
の
年
に
な
っ
て
チ
ッ
ソ
の
社
内
研
究
で
も
重
要
な
進
展
が
あ
っ
た
が
、
公

表
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
真
因
の
確
定
に
は
寄
与
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
チ
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ッ
ソ
の
社
内
研
究
は
、
一
九
五
七
年
五
月
、
水
俣
工
場
に
水
俣
奇
病
の
研
究
組
織
が
設

置
さ
れ
、
動
物
実
験
は
附
属
病
院
、
資
料
の
採
取
・
分
析
な
ど
は
技
術
部
が
分
担
す
る

と
い
う
体
制
で
開
始
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
熊
本
大
学
研
究
班
の
成
果
を
追
試
し
て
反
論
す

る
こ
と
を
主
た
る
任
務
と
し
て
い
た

(108
、血、

122
、
123
、
149)
。
し
た
が
っ
て
、
「
科
学
的

立
場
か
ら
公
正
な
る
調
査
研
究
」
が
必
要
と
有
機
水
銀
説
を
批
判
し
な
が
ら
、
自
ら
に

不
利
な
実
験
デ
ー
タ
は
公
表
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
附
属
病
院
の
細
川
は
、
自
ら

が
籍
を
お
く
工
場
が
原
因
者
で
あ
る
か
否
か
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
抱

い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
工
場
廃
水
を
直
接
ネ
コ
に
投
与
す
る
実
験
も
有
機
水
銀
説
発

表
前
後
頃
か
ら
続
け
て
い
た
が
、
一
九
五
九
年
一

0
月
六
日
に
な
っ
て
、
そ
の
う
ち
の

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
廃
水
を
直
接
投
与
し
て
い
た
猫
四

0
0号
が
発
症
し
た
。
そ

の
後
、
そ
の
病
理
所
見
を
依
頼
し
た
九
州
大
学
病
理
学
教
室
か
ら
は
、
発
症
猫
は
水
俣

病
と
推
定
さ
れ
る
旨
の
回
答
が
送
付
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る

(378)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
廃
水
が
汚
染
源
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
原
因
物
質

の
厳
密
な
解
明
と
い
う
点
で
も
い
っ
き
ょ
に
進
展
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
直
後
、

チ
ッ
ソ
は
廃
水
の
直
接
投
与
実
験
の
継
続
を
禁
止
し
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
秘
匿
し
た
。

ま
た
、
こ
の
頃
、
精
ド
レ
ン
中
の
水
銀
定
性
試
験
で
有
機
水
銀
を
検
出
し
た

(129)
が、

こ
れ
も
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
頃
を
境
に
、
チ
ッ
ソ
の
対
外
的
反
論
は
さ

す
が
に
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
有
機
水
銀
説
に
対
し
て
上
述
し
た
よ
う
な
政
治
的
収
拾

を
図
り
つ
つ
あ
っ
た
通
産
省
に
、
反
論
を
止
め
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、

こ
う
し
た
内
部
の
実
験
結
果
も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

依
然
と
し
て
続
け
ら
れ
た
水
銀
の
排
出

①
チ
ッ
ソ
の
世
論
対
策
的
排
水
対
策

七
月
に
有
機
水
銀
説
が
公
表
さ
れ
た
が
、
有
機
水
銀
化
合
物
の
特
定
と
そ
の
生
成
過

程
が
厳
密
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
因
果
関
係
が
確
定
し
た
と
は
い
え
な
い
と
い
う

論
理
が
、
依
然
と
し
て
貰
か
れ
た
た
め
に
、
こ
の
結
論
も
被
害
の
拡
大
を
阻
止
す
る
こ

と
に
は
直
ち
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
こ
の
段
階
で
は
、
無
機
水
銀
の
有
機

化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、
排
出
源
と

し
て
は
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
製
造
工
程
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
被
害
の
拡
大
を

防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
排
水
を
緊
急
に
停
止
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
原
因
物
質
と
そ
の
生
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
細
部
に
わ
た
る
ま
で
完
全
に
解

明
さ
れ
ぬ
限
り
「
原
因
は
未
確
定
」
と
い
う
論
理
が
研
究
者
も
巻
き
込
ん
で
こ
の
段
階

に
至
っ
て
も
主
張
し
続
け
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
依
然
と
し
て
排
水
対
策
は
放
置
さ
れ

た。
チ
ッ
ソ
は
、
こ
の
間
、
漁
民
の
排
水
停
止
・
浄
化
の
要
求
に
対
し
て
は
、
「
努
力
す

る
」
「
検
討
中
」
と
い
っ
た
そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
応
に
終
始
し

(87)
、
抜
本
的
な
排
水

対
策
を
講
じ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
有
機
水
銀
説
が
公
表
さ
れ
、
地
元
は
も
と

よ
り
不
知
火
海
一
帯
の
漁
民
が
排
水
停
止
を
要
求
し
て
行
動
に
立
ち
上
が
る
に
及
ん
で
、

目
に
見
え
る
形
で
な
ん
ら
か
の
対
策
を
講
じ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
通
産
省

も
一

0
月
ニ
―
日
、
八
幡
プ
ー
ル
か
ら
の
排
水
中
止
と
排
水
浄
化
装
置
の
早
期
完
成
を

指
示
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
チ
ッ
ソ
は
八
幡
プ
ー
ル
の
上
澄
水
を
ア

セ
チ
レ
ン
発
生
設
備
に
逆
送
す
る
装
置
を
形
の
う
え
で
は
完
成
さ
せ
た
が
、
そ
れ
と
て

も
に
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
廃
水
の
排
出
先
を
八
幡
プ
ー
ル
経
由
で
水
俣
川
に
変
更

し
て
か
ら
一
年
有
余
を
経
た
一
九
五
九
年
一

0
月
末
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
廃
水
は
、
ま
た
八
幡
プ
ー
ル
に
循
環
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
、

チ
ッ
ソ
は
、
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
「
海
へ
の
排
水
は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
た
」
と
知

事
へ
回
答
し
て
い
る
が
、
実
際
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
こ
の
八
幡
プ
ー
ル
は
排
水
を
出

さ
な
い
と
い
う
点
で
は
、
き
わ
め
て
不
備
な
構
造
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

そ
れ
に
加
え
て
、
も
と
も
と
原
因
物
質
を
含
ん
だ
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
廃
水
は
、

こ
の
プ
ー
ル
に
流
さ
れ
た
精
ド
レ
ン
だ
け
か
ら
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
ほ
か

に
も
設
備
の
な
か
で
洩
れ
た
母
液
や
ボ
ン
プ
グ
ラ
ン
ド
洩
れ
あ
る
い
は
機
器
の
洗
浄
水

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
従
来
通
り
工
場
内
の
排
水
溝
を
使
っ
て
直
接
水
俣
湾
に
排
出

さ
れ
て
い
た
。

排
水
の
浄
化
へ
の
要
求
に
対
し
て
、
チ
ッ
ソ
が
こ
の
当
時
設
置
し
た
い
ま
―
つ
の
排

水
処
理
設
備
に
サ
イ
ク
レ
タ
ー
と
セ
デ
ィ
フ
ロ
ー
タ
ー
の
浄
化
装
置
が
あ
る
。
当
初
は
、

一
九
六

0
年
一
二
月
に
完
成
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
事
件
の
収
拾
を
目
論
ん
で
い
た
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通
産
省
の
指
示
も
あ
っ
て
、
約
一

1

一
カ
月
早
め
て
―
二
月
一
九
日
に
も
と
も
と
別
の
目
的

で
つ
く
つ
て
い
た
こ
の
装
置
は
完
成
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
「
本
設
備
の
如
き

高
級
大
規
模
な
浄
化
装
置
は
、
一
般
の
化
学
工
場
で
は
本
工
場
が
最
初
で
は
な
い
か
」

(126)
「
こ
れ
で
ふ
つ
う
の
川
と
同
程
度
の
も
の
が
流
さ
れ
る
」
と
大
い
に

P
R
し
た
。

し
か
し
、
サ
イ
レ
ク
タ
ー
は
、
固
形
物
を
沈
澱
さ
せ
る
だ
け
の
装
置
で
あ
り
、
ま
た
セ

デ
ィ
フ
ロ
ー
タ
ー
は
煤
な
ど
の
微
粒
子
を
含
ん
だ
廃
水
を
処
理
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ

も
水
に
溶
解
し
た
有
機
水
銀
化
合
物
の
除
去
に
は
効
果
が
な
く
、
こ
の
こ
と
は
チ
ッ
ソ

も
承
知
し
ズ
い
た
か
ら
、
は
じ
め
は
、
肝
心
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
工
程
廃
水
は
こ
の

装
置
に
は
流
し
込
ん
で
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
は
原
因
物
質
を
含
ん
だ
廃

水
の
浄
化
と
は
全
く
関
係
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
吉
岡
社
長
は
竣
工
式
で
装

置
の
水
を
コ
ッ
プ
で
飲
ん
で
み
せ
る
と
い
っ
た
演
出
ま
で
し
て
、
こ
れ
で
汚
染
は
な
く

な
っ
た
と
大
々
的
に
宣
伝
し
、
列
席
し
た
県
知
事
を
は
じ
め
外
部
の
来
賓
た
ち
は
ま
ん

ま
と
こ
れ
に
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
装
置
が
、
も
っ
ば
ら
社
会

的
政
治
的
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

②
排
水
停
止
を
め
ぐ
る
攻
防

一
九
五
九
年
に
な
っ
て
、
水
俣
川
河
口
で
、
魚
が
フ
ラ
フ
ラ
浮
き
上
が
っ
て
泳
い
だ

り
、
死
魚
が
目
立
つ
な
ど
の
異
変
が
起
こ
っ
て
い
た
が
、
七
月
、
河
口
の
船
津
部
落
の

漁
民
が
水
俣
病
と
診
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
水
俣
湾
か
ら

七
ー
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
北
の
津
奈
木
湾
で
漁
を
し
て
い
た
漁
民
が
発
病
、
一
方
、
鹿

児
島
県
側
の
出
水
市
や
獅
子
島
な
ど
で
も
猫
の
発
病
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
汚
染
が
不

知
火
海
に
広
く
及
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
沿
岸
一
帯
は
バ
ニ
ッ
ク
状
態
と

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
一

0
月
段
階
に
な
る
と
、
沿
岸
漁
民
の
排
水
停
止
の
要
求

が
一
段
と
強
く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
不
知
火
海
沿
岸
漁
民
は
、
一

0
月
一
七
日
総
決

起
大
会
を
開
催
、
「
完
全
浄
化
装
置
の
完
了
ま
で
操
業
を
中
止
す
る
こ
と
」
を
ト
ッ
プ

に
掲
げ
て
チ
ッ
ソ
に
迫
っ
た

(52)
。
熊
本
県
議
会
水
俣
病
対
策
特
別
委
員
会
で
も
、
排

水
停
止
を
求
め
る
県
漁
連
側
議
員
と
、
チ
ッ
ソ
を
間
接
的
に
弁
護
す
る
地
元
議
員
が
対

立
、
一
時
内
部
分
裂
の
状
態
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
「
原
因
が
判
明
す
る
ま
で

工
場
の
操
業
を
中
止
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
知
事
に
そ

の
た
め
の
臨
時
県
議
会
を
早
急
に
開
倣
す
る
要
求
が
出
さ
れ
た
。
当
時
、
県
漁
連
は
、

都
条
例
に
な
ら
っ
て
県
条
例
に
よ
る
「
排
水
停
止
」
を
要
請
、
「
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
」
と
か
な
り
楽
観
視
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
特
別
委
員
会
で
は
条
例
の
中

味
に
つ
い
て
は
全
く
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
も
、
県
条
例
を
審
議
す
る
た
め
の
臨
時
県
議
会
を
要
請
し
た
特
別
委
も
、
①
知

事
が
、
県
漁
連
と
チ
ッ
ソ
と
の
仲
介
を
す
る
、
②
県
は
、
中
央
の
情
勢
を
考
慮
し
な
が

ら
臨
時
議
会
を
い
つ
開
く
か
検
討
す
る
と
い
う
折
衷
案
で
知
事
と
妥
協
し
て
し
ま
い
、

そ
の
後
、
知
事
が
、
補
償
交
渉
斡
旋
の
た
め
に
社
長
と
会
談
す
る
な
ど
の
動
き
が
出
て

き
た
た
め
に
、
そ
の
推
移
を
見
守
る
と
し
て
つ
い
に
は
開
催
要
請
を
保
留
に
し
て
し
ま

っ
た
。
漁
業
補
償
と
排
水
対
策
は
、
全
く
別
の
事
柄
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
時
期
、
結
局
は
、
す
べ
て
の
問
題
が
補
償
問
題
に
矮
小
化
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
排
水
停
止
を
強
く
要
求
し
て
い
た
県
漁
連
も
、
最
終
的
に
は
斡
旋
の
推
移
を

待
っ
と
い
う
後
退
し
た
姿
勢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
汚
染
の
拡
大
を
防
止

す
る
決
め
手
と
な
る
排
水
規
制
は
実
現
に
ま
で
は
至
ら
ず
、
漁
業
補
償
の
妥
結
に
よ
っ

て
立
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
排
水
規
制
問
題
で
は
、
地
元
水
俣
市
は
地
域
を
あ
げ
て
規
制
を
阻
止
す
る
た
め

に
精
力
的
に
動
い
た
。
水
俣
病
患
者
家
族
も
漁
民
も
地
域
社
会
の
構
成
員
で
は
あ
っ
た

が
、
地
元
社
会
は
、
も
っ
ば
ら
チ
ッ
ソ
の
操
業
を
擁
護
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
こ
の
排

水
規
制
問
題
に
対
処
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
自
治
体
機
構
に
対
し
て
財
政
的
に

も
人
的
に
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
チ
ッ
ソ
の
意
思
が
強
力
に
働
い
て
い
た
。
そ
れ

と
と
も
に
一
面
で
は
、
チ
ッ
ソ
の
労
働
組
合
の
企
業
主
義
や
長
年
に
わ
た
っ
て
醸
成
さ

れ
て
き
た
住
民
の
チ
ッ
ソ
運
命
共
同
体
意
識
が
、
こ
う
し
た
動
き
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
―
一
月
に
は
、
市
議
会
全
員
協
議
会
で
、
知
事
や
県

漁
連
・
チ
ッ
ソ
な
ど
へ
の
決
議
文
を
採
択
、
そ
の
際
「
チ
ッ
ソ
の
操
業
停
止
は
、
社
会

不
安
を
招
く
の
で
、
そ
う
し
た
事
態
が
お
こ
ら
ぬ
よ
う
」
と
の
一
項
目
を
加
え
て
い
る

(196)
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
議
会
の
水
俣
病
対
策
特
別
委
員
会
で
排
水
規
制
の

動
き
が
出
て
き
た
た
め
に
、
市
長
・
議
長
・
商
工
会
議
所
会
頭
・
地
区
労
議
長
な
ど
市



漁
協
を
除
い
た
二
八
団
体
の
代
表
約
五

0
人
の
い
わ
ば
「
オ
ー
ル
水
俣
統
一
戦
線
」
の

4
 

体
制
で
、
「
排
水
ス
ト
ッ
プ
は
水
俣
市
民
全
体
の
死
活
問
題
」
と
知
事
に
陳
情
し
た
。

5

さ
ら
に
‘
―
二
日
の
食
品
衛
生
調
査
会
で
有
機
水
銀
説
が
発
表
さ
れ
る
公
算
が
高
か
っ

た
た
め
に
、
再
度
市
議
会
全
員
協
議
会
を
開
き
、
そ
れ
が
排
水
停
止
に
結
び
つ
く
こ
と

結締約契
＇
を
お
そ
れ
て
、
り
結
論
に
は
「
慎
重
を
期
す
よ
う
」
陳
情
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
チ
ッ

金

・
ソ
の
労
働
組
合
も
、
「
慎
重
に
結
論
を
出
す
よ
う
」
政
府
に
訴
え
る
こ
と
を
決
め
て
い

＂
鐸
．見らか

る
。
こ
の
よ
う
に
、
患
者
と
漁
民
を
除
い
た
地
元
水
俣
は
、
一
貰
し
て
、
排
水
停
止
措

生発
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
牽
制
す
る
行
動
を
と
り
続
け
た
。

件

一
方
、
政
府
や
熊
本
県
も
ま
た
、
漁
民
か
ら
の
度
霊
な
る
排
水
規
制
措
置
の
要
望
に

事

も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
、
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
効
果
的
な
規
制
対
策
を
講
じ
な
い

編n
 

•
第

ま
ま
、
い
わ
ば
時
間
稼
ぎ
に
終
始
し
た
。
熊
本
県
は
、
―
一
月
の
国
会
調
査
団
に
、
そ

’
れ
ま
で
排
水
問
題
で
チ
ッ
ソ
に
何
も
申
し
入
れ
た
こ
と
は
な
い
と
回
答
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
し
(62)
、
ま
た
、
＇
政
府
部
内
で
も
、
厚
生
省
や
水
産
庁

(347)
な
ど
は
、
工
場
排

水
に
対
す
る
措
置
の
必
要
性
を
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
認
識
し
て
通
産
省
に
要
請
し
た
が
、

一
り
九
五
九
年
末
の
段
階
に
な
っ
て
も
、
実
効
性
の
あ
る
排
水
規
制
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
年
の
三
月
に
、
「
公
共
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
法
律
」
と
「
エ

場
排
水
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
が
、
県
漁
連
の
運
動
が
高
揚
し
て

い
た
こ
の
時
期
の
段
階
で
も
、
ま
だ
関
係
政
令
が
出
て
お
ら
ず
実
際
に
は
運
用
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
知
事
は
、
不
知
火
海
を
水
質
保
全
法
の
「
指
定
水
域
」
に
す
る
よ
う
要

請
す
る
と
表
明
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
政
府
に
そ
う
し
た
方
針
は
な
く
、
し

か
も
国
会
で
そ
の
適
用
に
つ
い
て
質
さ
れ
、
次
年
度
に
「
指
定
水
域
」
に
優
先
的
に
取

り
入
れ
る
む
ね
答
弁
し
て
い
な
が
ら
実
質
的
に
は
反
故
に
し
て
し
ま
っ
た
。
国
会
も
ま

た
、
そ
れ
以
上
の
追
及
は
し
な
か
っ
た
。
指
定
が
実
現
し
た
の
は
、
原
因
と
な
っ
た
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
工
程
が
役
目
を
終
え
て
稼
働
が
停
止
し
た
後
の
一
九
六
九
年
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
水
質
二
法
は
、
漁
民
に
排
水
規
制
の

希
望
を
抱
か
せ
る
便
法
と
し
て
引
き
合
い
に
は
出
さ
れ
は
し
た
が
、
そ
の
適
用
は
一
〇

年
間
も
引
き
延
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
時
期
、
政
府
通
産
省
と
し
て
は
、

同
業
他
社
へ
の
影
響
を
く
い
止
め
る
た
め
に
も
、
排
水
問
題
は
解
決
済
み
と
い
う
社
会

的
状
況
だ
け
は
早
く
つ
く
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
チ
ッ
ソ
に

対
し
て
、
水
俣
川
へ
の
排
水
の
中
止
と
浄
化
装
置
の
早
期
完
成
を
指
示
は
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
措
置
が
汚
染
を
実
際
に
防
止
す
る
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
先
述
し
た
通
り

で
あ
る
。
し
か
し
、
通
産
省
と
し
て
は
、
社
会
問
題
と
し
て
の
排
水
問
題
を
鎮
静
化
さ

せ
る
こ
と
が
当
時
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
目
的
さ
え
達
成
さ
れ
れ
ば

よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

事
件
の
決
着
に
利
用
さ
れ
た
補
償
問
題

m漁
業
補
償

①
水
俣
漁
民

水
俣
市
漁
協
は
、
一
九
五
八
年
に
な
る
と
漁
業
被
害
対
策
委
員
会
を
つ
く
つ
て
、
排

水
停
止
の
要
求
に
と
ど
ま
ら
ず
補
償
問
題
に
取
り
組
み
始
め
た
。
し
か
し
「
奇
病
関
係

で
あ
れ
ば
絶
対
受
け
付
け
な
い
」
と
い
っ
た
チ
ッ
ソ
の
強
硬
な
態
度
に
直
面
し
て
事
態

を
進
展
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
漁
民
出
身
で
な
い
当
時
の
組
合

長
が
、
対
策
委
貝
長
を
全
面
に
出
し
て
自
ら
は
消
極
的
姿
勢
に
終
始
し
た
こ
と
も
大
き

く
影
響
し
て
お
り
(23)
、
し
か
も
、
こ
の
段
階
ま
で
は
、
チ
ッ
ソ
に
対
す
る
態
度
は
弱

腰
で
、
補
償
を
「
お
願
い
す
る
」
と
い
っ
た
態
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
チ
ッ
ソ
と
の
交
渉
は
進
展
せ
ず
、
地
元
の
有
力
者
に
仲
介
を
頼
む
方
向
で

打
開
の
道
が
模
索
さ
れ
た
が
、
膠
着
状
態
が
続
い
た
。

し
か
し
、
一
九
五
九
年
七
月
に
有
機
水
銀
説
が
公
表
さ
れ
、
ま
た
、
鮮
魚
小
売
商
組

合
が
水
俣
産
魚
介
類
の
不
買
声
明
を
出
す
に
至
っ
て
、
事
態
は
一
変
し
た
。
い
よ
い
よ

追
い
詰
め
ら
れ
た
水
俣
市
漁
協
は
、
直
ち
に
、
漁
業
被
害
の
補
償
と
し
て
一
九
五
三
年

か
ら
支
給
さ
れ
て
き
た
年
額
四

0
万
を
四

0
0
万
に
増
額
す
る
よ
う
チ
ッ
ソ
に
要
求
し

た
。
そ
し
て
翌
八
月
四
日
に
は
、
市
・
県
・
チ
ッ
ソ
な
ど
の
関
係
者
に
も
出
席
を
求
め

臨
時
総
会
を
開
き
、
そ
の
後
、
漁
民
大
会
を
開
催
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で

停
滞
し
て
い
た
漁
業
補
償
問
題
が
急
展
開
し
は
じ
め
た
。
二
日
後
に
は
、
市
漁
協
は
、

鮮
魚
商
と
と
も
に
は
じ
め
て
市
内
を
デ
モ
、
そ
の
一
部
は
要
求
受
け
入
れ
を
迫
っ
て
、

は
じ
め
て
工
場
内
に
押
入
る
ほ
ど
の
勢
い
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
チ
ッ
ソ
は
、
そ
れ
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ま
で
の
よ
う
に
漁
民
の
要
求
を
一
方
的
に
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の

後
の
交
渉
で
、
市
漁
協
の
要
求
（
①
-
九
五
四
年
以
降
の
補
償
と
し
て
一
億
円
、
年
四

0
万

円
を
四

0
0万
に
、
②
湾
内
の
汚
物
の
完
全
除
去
、
③
浄
化
装
置
の
完
全
化
）
に
対
し
て
、

チ
ッ
ソ
は
①
見
舞
金
と
し
て
三

0
0万
、
②
湾
は
、
公
海
だ
か
ら
会
社
の
独
断
で
は
出

来
な
い
、
県
に
陳
情
し
て
ほ
し
い
、
③
浄
化
装
置
は
、
来
年
三
月
ま
で
に
完
成
、
④
年

額
四

0
万
を
一

0
0
万
に
上
げ
る
、
⑤
分
与
を
約
束
し
た
百
間
埋
立
地
の
工
事
が
遅
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
分
を
二

0
0
万
で
買
い
上
げ
る
と
の
回
答
を
提
示
し
た
が
、
も
は

や
こ
の
程
度
で
は
窮
乏
し
た
漁
民
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
チ
ッ
ソ
は
、
さ
ら
に

1

、
0
0
0
万
円
ま
で
見
舞
金
（
補
償
金
）
の
増
額
を

回
答
し
た
が
、
被
害
の
実
態
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
し
て
漁
民
に
拒
否
さ
れ
、
共
同
で

漁
場
の
被
害
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
で
、
湾
内
で
は
ヘ
ド
ロ
が
二
m
以
上

も
沈
澱
し
て
漁
場
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
事
実
を
否
定
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
に
、
チ
ッ
ソ
は
わ
ず
か
に
増
額
し
て
一
、
三

0
0
万
円
を
回
答
し
た
。
し
か
し
、

漁
協
は
こ
の
程
度
で
は
受
け
入
れ
な
い
と
し
て
工
場
幹
部
を
缶
詰
め
に
す
る
と
こ
ろ
ま

で
事
態
は
緊
迫
し
、
つ
い
に
は
警
察
の
出
動
で
退
去
す
る
チ
ッ
ソ
幹
部
と
漁
民
が
衝
突
、

負
惚
者
が
出
る
と
い
う
事
件
ま
で
発
生
し
た
。
こ
う
し
て
当
事
者
間
の
交
渉
が
行
き
詰

ま
っ
た
た
め
に
、
市
長
を
中
心
と
す
る
斡
旋
委
員
会
の
仲
介
に
よ
り
、
水
俣
病
被
害
の

補
償
で
は
な
い
と
の
前
提
で
、
八
月
末
、
補
償
金
三
、
五

0
0万
円
・
年
額
二

0
0
万

円
・
百
間
埋
立
地
を
無
償
提
供
す
る
と
の
内
容
で
こ
の
補
償
交
渉
は
決
着
し
た
。
た
だ
、

こ
の
補
償
に
は
水
俣
病
関
係
は
含
ま
な
い
と
し
た
た
め
に
、
翌
年
に
、
新
た
な
補
償
問

題
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

②
不
知
火
海
沿
岸
漁
民

次
い
で
、
九
月
に
な
っ
て
津
奈
木
に
患
者
が
発
生
し
た
た
め
そ
れ
ま
で
も
魚
が
売
れ

ず
困
窮
し
は
じ
め
て
い
た
芦
北
郡
の
漁
民
の
チ
ッ
ソ
ヘ
の
要
求
運
動
が
活
発
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
一

0
月
に
な
る
と
、
同
じ
よ
う
に
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て
い
た
不
知
火
海
沿
岸

の
広
範
な
漁
民
が
立
ち
上
が
り
、
熊
本
県
漁
連
が
そ
れ
ら
の
要
請
を
受
け
て
総
決
起
大

会
を
開
き
、
チ
ッ
ソ
に
対
し
て
、
排
水
の
全
面
即
時
中
止
や
有
毒
ヘ
ド
ロ
の
浚
渫
な
ど

と
と
も
に
漁
業
被
害
へ
の
補
償
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
。
な
か
で
も
生
活
に
追
い
詰
め

ら
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
沿
岸
漁
民

(34
、
43)
に
と
っ
て
当
面
の
焦
点
は
補
償
問
題
と

な
っ
て
い
っ
た
が
、
チ
ッ
ソ
は
、
①
排
水
が
原
因
と
断
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
②
市

外
に
補
償
を
出
す
必
要
は
な
い
と
し
て
拒
否
し
た
た
め
に
、
こ
の
補
償
交
渉
は
重
大
な

政
治
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
一
月
二
日
に
は
、
国
会
調
査
団
の
訪
水
に
合
わ
せ
て

約
二
千
人
の
漁
民
が
水
俣
に
集
結
、
調
査
団
へ
の
陳
情
と
と
も
に
デ
モ
と
総
決
起
大
会

を
開
催
、
決
議
文
を
持
っ
て
代
表
が
工
場
と
交
渉
す
る
予
定
だ
っ
た
が
拒
否
さ
れ
、
そ

れ
に
前
回
に
工
場
に
押
し
掛
け
た
際
の
事
件
で
八
名
が
告
訴
さ
れ
た
こ
と
へ
の
怒
り
も

加
わ
っ
て
、
漁
民
が
工
場
に
押
し
入
る
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
不
知
火
海
漁
民
騒
動
」

事
件
が
発
生
し
た
。

こ
う
し
た
事
態
の
緊
迫
化
に
う
な
が
さ
れ
て
、
寺
本
熊
本
県
知
事
は
、
五
名
の
委
貝

（
寺
本
知
事
・
岩
尾
県
議
会
議
長
・
中
村
水
俣
市
長
・
河
津
町
村
会
長
・
伊
豆
熊
日
社
長
）
に
オ
プ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
河
瀬
福
岡
通
産
局
長
・
岡
全
漁
連
専
務
が
加
わ
る
形
で
不
知
火
海
漁

業
紛
争
調
停
委
員
会
を
設
置
し
て
斡
旋
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
際
に
も
チ
ッ
ソ
は
、
高

姿
勢
で
、
通
産
省
が
影
響
を
も
つ
水
質
保
全
法
に
も
と
づ
く
仲
介
委
員
会
方
式
を
強
く

要
望
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
調
停
の
過
程
で
も
、
当
初
、
チ
ッ
ソ
は
「
水

俣
病
の
原
因
が
工
場
排
水
に
あ
る
か
ど
う
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
漁
業
補
償
は
出

せ
な
い
」
と
強
硬
な
姿
勢
を
く
ず
さ
な
か
っ
た
。
一
方
、
県
漁
連
は
、
要
求
額
を
二
五

億
か
ら
九
・
五
億
ま
で
下
げ
た
が
、
し
か
し
結
局
は
総
額
一
億
円
の
調
停
で
決
着
が
つ

け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
内
訳
は
、
通
産
省
や
日
化
協
か
ら
の

「
高
額
補
償
は
、
全
国
の
補
償
を
釣
り
上
げ
る
」
と
い
っ
た
圧
力
を
受
け
て
い
た
チ
ッ

ソ
の
意
向
を
受
け
入
れ
て
、
一
億
円
の
内
、
補
償
金
と
し
て
は
わ
ず
か
三
、
五

0
0
万

円
、
残
り
六
、
五

0
0
万
円
は
融
資
と
い
う
形
式
に
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
内
か
ら
一

1

・
ニ
事
件
の
チ
ッ
ソ
損
害
額
一
、

0
0
0
万
円
を
差
し
引
く
と
い
っ
た
屈
辱
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
、
鹿
児
島
県
側
の
漁
業
補
償
問
題
も
、
ま
た
水
俣
市
鮮
魚
小
売

組
合
の
要
求
も
、
同
様
に
チ
ッ
ソ
の
高
圧
的
な
姿
勢
の
も
と
で
、
表
沙
汰
に
な
ら
な
い

よ
う
な
手
法
で
処
理
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
局
は
資
任
を
明
確
に
し
た
正
当
な
補
償
は
得

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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②
患
者
補
償

一
方
、
患
者
家
族
が
、
チ
ッ
ソ
に
表
だ
っ
て
被
害
の
補
償
を
要
求
し
始
め
た
の
は
、

漁
民
よ
り
遅
れ
、
有
機
水
銀
説
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

七
月
の
水
俣
病
患
者
家
族
互
助
会
総
会
で
補
償
問
題
が
協
議
さ
れ
た
が
、
当
時
は
地
元

漁
民
の
補
償
問
題
が
表
面
化
し
て
い
た
た
め
に
、
す
ぐ
に
は
行
動
に
移
せ
ず
、
市
漁
協

の
補
償
が
決
着
さ
せ
ら
れ
た
以
降
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
九
月
の
チ
ッ
ソ

と
の
接
触
で
は
、
「
今
の
と
こ
ろ
責
任
は
な
い
。
し
か
し
、
寄
付
金
の
よ
う
な
も
の
は

考
え
て
い
る
。
行
政
に
交
渉
す
べ
き
」
と
工
場
長
と
の
面
会
を
拒
否
さ
れ
、
ま
と
も
な

対
応
を
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
不
知
火
海
沿
岸
漁
民
に
対
す

る
漁
業
補
償
の
斡
旋
が
、
知
事
を
中
心
に
し
て
進
行
し
始
め
た
た
め
に
、
患
者
家
庭
互

助
会
も
、
市
や
県
当
局
に
、
知
事
の
斡
旋
に
患
者
補
償
も
加
え
る
よ
う
要
望
し
た
。
し

か
し
、
調
停
委
員
会
が
積
極
的
な
態
度
を
示
さ
な
か
っ
た
た
め
に
、
一
・
一
月
二
五
日
、

調
停
委
員
会
が
斡
旋
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
薄
い
と
判
断
、
チ
ッ
ソ
ヘ
総
額
二
億
―
―
-
‘

四
0
0
万
円
一
人
当
り
三

0
0
万
円
を
直
接
要
求
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
チ
ッ
ソ

は
こ
の
要
求
に
対
し
て
、
ゼ
ロ
回
答
で
対
応
し
た
た
め
に
、
患
者
家
族
達
は
工
場
正
門

前
で
テ
ン
ト
を
張
り
座
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
後
、
デ
モ
や
カ
ン
パ
活
動
を
す
る
と
と
も
に
、
市
や
県
に
対
し
て
進
行
中
の

漁
業
補
償
斡
旋
に
患
者
補
償
も
入
れ
る
よ
う
さ
ら
に
陳
情
を
続
け
、
よ
う
や
く
―
二
月

に
な
っ
て
、
知
事
は
、
調
停
に
患
者
補
償
を
加
え
る
こ
と
を
表
明
し
た
が
、
そ
れ
は
、

患
者
側
に
原
案
を
非
公
式
に
提
示
し
て
成
算
あ
り
と
の
感
触
を
え
た
上
で
の
こ
と
で
あ

っ
た
。こ

の
調
停
委
貝
会
は
、
患
者
補
償
の
基
本
方
針
と
し
て
交
通
事
故
に
よ
る
補
償
例
や

け
い
肺
患
者
補
償
な
ど
の
労
災
補
償
そ
れ
に
国
鉄
の
洞
爺
丸
事
件
の
補
償
方
式
を
参
考

と
し
作
業
を
し
た
が
、
そ
の
根
拠
は
公
に
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
提
示
さ
れ

た
調
停
内
容
は
、
年
金
が
未
成
年
一
万
円
成
人
一

0
万
円
、
死
亡
三

0
万
円
葬
祭
料
ニ

万
、
死
亡
者
の
う
ち
発
病
後
―
＿
一
年
後
の
死
亡
者
に
プ
ラ
ス
一

0
万
円
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
患
者
家
庭
互
助
会
の
内
部
で
は
、
年
金
な
し
で
一
時
払
い
を

要
求
す
る
声
が
あ
り
、
と
く
に
未
成
年
患
者
家
族
の
反
発
が
強
く
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
知
事
の
意
向
を
受
け
た
県
衛
生
部
長
や
市
立
病
院
長
が
患
者
説
得
に
当
た
り

(
2
)
、
市
議
会
特
別
委
も
妥
結
す
る
よ
う
に
勧
告
す
る
こ
と
を
決
め
る
な
ど
、
息
者
は

そ
の
要
求
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
圧
力
に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、

調
停
委
員
会
も
、
最
終
的
に
未
成
年
者
の
年
金
を
三
万
円
に
値
上
げ
す
る
こ
と
で
事
態

の
収
拾
を
図
る
こ
と
に
し
、
結
局
そ
の
内
容
で
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
患
者

家
庭
互
助
会
は
、
調
停
案
の
受
諾
の
可
否
を
全
員
投
票
に
か
け
た
と
こ
ろ
、
、
反
対
が
一

票
多
か
っ
た
た
め
に
座
り
込
み
を
続
行
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
そ
の
た
め
、
市
長
や
議

長
ら
が
調
停
案
賛
成
派
の
渡
辺
互
助
会
会
長
ら
に
反
対
派
の
説
得
を
働
き
か
け
、
そ
れ

も
う
ま
く
い
か
ず
、
渡
辺
会
長
ら
幹
部
が
辞
意
表
明
す
る
な
ど
混
乱
が
続
い
た
。
最
終

的
に
は
、
全
員
集
ま
り
「
涙
を
の
ん
で
」

(
2
)
受
諾
を
決
め
、
座
り
込
み
を
解
く
に
至

る
が
、
す
で
に
県
漁
連
が
妥
結
し
て
お
り
、
し
か
も
年
末
を
控
え
窮
迫
感
(
3
)
が
一
段

と
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
互
助
会
と
し
て
は
不
満
な
が
ら
受
諾
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
一
―
一
月
三

0
日
ぎ
り
ぎ
り
に
、
い
わ
ゆ
る
見
舞
金
契
約
が
調
印

さ
れ
、
補
償
問
題
に
当
面
の
決
着
が
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
―
二
月
二
五
日
と
年
末
も
押
し
迫
っ
た
時
期
に
、
厚
生
省
は
表
向
き
、
「
真

性
患
者
の
決
定
」
と
「
専
用
病
棟
へ
の
入
退
院
の
判
定
」
の
た
め
に
、
正
式
に
水
俣
病

審
査
機
関
を
発
足
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
臨
時
に
水
俣
病
患
者
診
査
協
議
会
を

設
置
（
協
議
会
規
定
は
、
正
式
に
は
一
九
六
0

．
二
•
四
に
施
行
）
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
、
こ
の
患
者
補
償
が
妥
結
し
た
際
に
、
見
舞
金
の
受
給
資
格
者
を
決
め
る
必
要
か
ら

大
急
ぎ
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
水
俣
病
患
者
審
査
機
関

が
補
償
の
受
給
資
格
者
を
決
定
す
る
と
い
う
任
務
は
、
そ
の
後
こ
の
機
関
を
継
承
し
た

水
俣
病
患
者
診
査
会
・
公
害
被
害
者
認
定
審
査
会
に
も
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

チ
ッ
ソ
が
「
原
因
未
確
定
」
を
強
調
し
な
が
ら
一
方
で
調
停
に
応
じ
た
背
景
に
は
、

事
件
を
早
急
に
鎖
静
化
さ
せ
て
し
ま
い
た
い
と
す
る
思
惑
が
強
く
働
い
て
い
た
。
し
か

も
、
チ
ッ
ソ
も
行
政
も
、
被
害
者
に
対
し
て
「
原
因
未
確
定
」
と
い
う
状
況
を
作
為
的

に
つ
く
り
上
げ
、
あ
く
ま
で
も
補
償
責
任
を
認
め
た
か
ら
で
な
く
「
見
舞
金
」
と
し
て

安
上
が
り
で
処
理
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

チ
ッ
ソ
と
行
政
は
こ
う
し
て
補
償
問
題
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
害
の

蘊饂、、
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拡
大
を
食
い
止
め
る
た
め
に
必
要
な
漁
獲
禁
止
と
排
水
停
止
と
い
う
問
題
を
放
置
し
た

ま
ま
、
水
俣
病
事
件
を
政
治
的
に
封
じ
込
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
依
然
と
し
て

水
銀
は
流
さ
れ
、
被
害
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

窮
迫
を
強
い
ら
れ
続
け
た
患
者
・
漁
民
と
行
政
の
救
済
対
策

①
患
者
の
救
済
対
策

伝
染
病
棟
へ
の
収
容
な
ど
当
初
の
患
者
対
策
は
、
当
時
と
し
て
と
り
う
る
便
法
を
す

ば
や
く
用
い
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
患
者
の
救
済
で
は
あ

ま
り
進
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
、
一
九
五
八
年
に
な
っ
て
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
患
者
一
―
入
に
、
滋
養
物
摂
取
の
た
め
結
核
患
者
な
み
の
加
算
金
が
つ
け

ら
れ
た
。
た
だ
、
水
俣
市
か
ら
、
こ
の
年
の
八
月
に
な
っ
て
居
宅
患
者
に
つ
い
て
、
一

人
当
り
月
額
五
0
0
円
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
(168)
、
ま
た
、
熊
大
入
院
患
者
に

対
し
て
も
、
市
費
か
ら
、
研
究
検
査
的
費
用
と
し
て
患
者
と
付
添
い
人
に
そ
れ
ぞ
れ
給

付
金
が
支
給
さ
れ
、
患
者
の
医
療
費
負
担
は
わ
ず
か
な
が
ら
軽
減
さ
れ
た
。
し
か
し
、

医
療
費
が
公
費
で
負
担
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
患
者
一

0
人
が
一
―
一
月
に
市
立

病
院
に
収
容
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
在
宅
患
者
へ
の
国
庫
負
担
は
そ
れ
か
ら

さ
ら
に
五
年
後
と
大
幅
に
遅
れ
た
。
一
九
五
九
年
の
七
月
に
な
っ
て
、
専
用
の
水
俣
病

棟
が
市
立
病
院
内
に
完
成
し
た
。
し
か
し
、
収
容
能
力
が
ベ
ッ
ト
数
三
二
と
小
さ
か
っ

た
た
め
に
、
こ
の
時
点
に
な
っ
て
も
当
時
確
認
さ
れ
た
患
者
の
う
ち
で
一
九
人
が
自
宅

療
養
し
て
い
る
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
当
時
す
で
に
発
病
し
て
い
な
が
ら
水
俣
病
と
診
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

患
者
は
そ
の
ほ
か
に
も
多
数
存
在
し
て
い
た
。
患
者
の
集
団
発
症
が
確
認
さ
れ
た
一
九

五
六
年
の
当
初
は
、
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
局
地
的
で
は
あ
っ
た
が
湯
堂

や
月
の
浦
で
は
か
な
り
集
中
的
な
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
数
十
人
の
患
者

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
原
因
が
魚
介
類
を
経
由
し
た
重
金
属
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、
そ
う
し
た
疫
学
的
な
集
団
検
診
は
積
極
的
に
は
実
施
さ

れ
な
く
な
り
、
地
元
の
医
師
を
通
し
た
偶
然
の
発
見
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
当
時
は
重
症
の
急
性
劇
症
型
が
基
準
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
、

結
果
的
に
は
多
数
の
患
者
が
確
認
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
胎
児
性
患
者
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
「
奇
病
と
も
つ
か
ず
、

小
児
麻
痺
と
も
つ
か
ぬ
」
乳
幼
児
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
一
九
五
九
年
一

0
月
に
は
、

脳
性
小
児
麻
痺
と
診
断
さ
れ
て
い
た
湯
堂
・
月
の
浦
の
幼
児
一
五
人
が
、
水
俣
病
に
似

て
い
る
た
め
さ
ら
に
精
密
検
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
幼
児
が
認
定
さ

れ
る
ま
で
に
は
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
三
年
余
が
費
や
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
間
、
水
俣
病
医
療
救
済
の
外
に
置
か
れ
、
ま
た
患
者
補
償
の
対
象
と

も
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
九
年
の
年
末
近
く
ま
で
は
、
診
療
を
願
い
出
た

患
者
だ
け
に
対
し
て
、
熊
本
大
学
の
徳
臣
教
授
・
市
立
病
院
正
副
院
長
・
医
師
会
幹
部
・

保
健
所
長
の
八
人
で
診
断
す
る
と
い
っ
た
対
応
が
と
ら
れ
て
い
た
。

②
窮
迫
す
る
漁
民

す
で
に
一
九
五
四
年
頃
か
ら
の
急
激
な
漁
獲
の
減
少
も
あ
っ
て
、
漁
民
の
生
活
は
窮

迫
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
水
俣
病
が
確
認
さ
れ
、
ほ
ど
な
く
そ
れ
が
魚
介
類
を
媒
介
し

て
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
水
俣
漁
民
の
魚
は
売
れ
な
く
な

り
始
め
、
漁
業
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
い
よ
い
よ
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
。
魚
へ
の
恐

怖
か
ら
漁
獲
が
あ
っ
て
も
買
い
手
が
つ
か
な
い
と
い
っ
た
八
方
ふ
さ
が
り
状
態
に
な
り
、

水
俣
の
漁
民
に
と
っ
て
、
漁
は
ほ
と
ん
ど
生
業
と
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
水
俣
病
の
た
め
に
労
働
が
不
能
に
な
り
、
ま
た
、
漁
業
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
収
入
が
途
絶
え
た
上
に
医
療
費
の
負
担
ま
で
重
な
っ
て
、
患
家
・
漁
家
の
生

活
は
極
度
に
困
窮
し
て
い
っ
た
。
つ
い
に
は
自
力
で
生
計
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困

難
に
な
り
、
親
族
な
ど
か
ら
の
借
金
で
し
の
ぐ
家
族
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
さ
え
も
難
し

く
な
っ
て
、
つ
い
に
は
生
活
保
護
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
家
族
が
続
出
す
る
に
至
っ
た

(155
、
156
、
157)
。
一
九
五
七
年
―
一
月
に
作
製
さ
れ
た
水
俣
市
の
資
料
に
よ
る
と

(160)
、

当
時
の
多
発
地
区
の
「
奇
病
世
帯
」
四
七
の
う
ち
こ
の
時
点
で
す
で
に
一
七
世
帯
が
生

活
扶
助
を
受
給
し
て
い
た
。
ま
た
、
も
と
も
と
こ
の
地
区
の
漁
業
者
は
四
二
名
を
占
め

て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
一
五
名
が
転
業
、
四
名
が
廃
業
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

水
俣
病
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
ご
一
月
の
水
俣
市
の
奇
病
世
帯
へ
の
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「
世
帯
更
生
資
金
貸
付
希
望
額
調
べ
」
で
も
、
現
状
で
は
生
活
費
も
ま
ま
な
ら
ぬ
か
ら

と
し
て
漁
場
や
漁
法
の
転
換
の
た
め
に
漁
具
や
漁
船
を
購
入
し
た
い
、
あ
る
い
は
養
豚

で
世
帯
の
更
生
を
回
り
た
い
と
す
る
理
由
な
ど
が
主
た
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
世
帯

の
困
窮
状
態
の
一
端
が
こ
こ
に
も
現
れ
て
い
る

(163)
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
生
業

の
場
を
奪
わ
れ
た
漁
民
に
対
し
て
は
、
当
初
は
汚
染
が
及
ぶ
範
囲
に
つ
い
て
徹
底
し
た

調
査
も
行
わ
ず
水
俣
湾
の
近
辺
に
漁
礁
を
増
設
し
た
り
、
鹿
児
島
県
側
へ
入
漁
を
働
き

か
け
る
と
い
っ
た
一
時
し
の
ぎ
の
対
策
し
か
み
ら
れ
ず
、
実
効
性
の
あ
る
漁
業
救
済
策

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
困
窮
に
最
後
の
一
撃
と
な
っ
た
の
が
、
同
じ
よ
う
に
窮
迫
し
て
い
た
鮮
魚

小
売
商

(67
、
68)
に
よ
る
一
九
五
九
年
八
月
の
地
元
産
魚
介
類
の
不
買
決
議
で
あ
っ
た

(65)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
元
漁
民
は
、
完
全
に
生
業
の
道
を
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る

(174)
。
事
実
、
こ
の
頃
か
ら
、
社
会
福
祉
事
務
所
を
訪
れ
る
漁
民
が
一
段
と
増
え

は
じ
め
て
い
る

(173)
。
漁
民
は
、
市
に
窮
状
を
訴
え
善
処
方
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

先
述
し
た
よ
う
に
そ
れ
ま
で
停
滞
し
て
い
た
チ
ッ
ソ
と
の
補
償
交
渉
に
本
格
的
に
取
り

組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
八
月
末
に
は
補
償
金
が
入
っ
た
が
、
そ
れ

も
一
世
帯
当
た
り
に
す
る
と
生
計
を
再
建
す
る
ほ
ど
の
額
と
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
れ

ま
で
の
借
金
の
返
済
に
当
て
た
漁
民
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
な
か
に
は
補
償
金
の
た

め
に
生
活
保
蔑
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
再
び
困
窮
化
し
て
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
発
生

し
た
。
一
九
五
九
年
―
二
月
の
時
点
で
は
、
市
内
の
漁
民
の
生
活
保
護
世
帯
は
六
四
世

帯
に
も
上
り
、
ま
た
、
患
者
家
族
互
助
会
五
八
世
帯
の
う
ち
―
―
-
＿
世
帯
が
生
活
保
護
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
汚
染
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
う
し
た
困
窮
状
態
は

周
辺
漁
民
に
ま
で
及
ん
で
い
っ
た
。
例
え
ば
、
水
俣
市
に
隣
接
し
た
津
奈
木
村
で
は
、

一
九
五
九
年
一

0
月
に
は
、
困
窮
し
た
漁
民
を
救
援
す
る
た
め
に
、
婦
人
会
に
よ
る

「
米
一
合
運
動
L

が
提
起
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
月
に
は
芦
北
福
祉
事
務
所
は
、
湯
浦
町

と
津
奈
木
村
の
四
一
の
漁
業
世
帯
を
生
活
保
護
の
対
象
に
決
定
し
て
い
る
。
多
く
の
漁

家
が
、
極
限
状
態
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
済
的
な
救
済
と
し

て
は
、
こ
の
よ
う
に
生
活
保
護
の
適
用
と
世
帯
更
生
貸
付
金
制
度
の
運
用
程
度
に
と
ど

ま
り
、
そ
の
ほ
か
に
は
、
盆
・
暮
れ
に
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
の
若
干
の
法
外
援

護
措
置
が
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

漁
業
対
策
で
は
、
一
九
五
九
年
の
一
一
月
に
な
っ
て
、
新
た
な
漁
場
の
開
拓
の
た
め

に
、
対
馬
の
イ
カ
漁
の
可
能
性
を
、
ま
ず
津
奈
木
漁
協
か
ら
、
次
い
で
天
草
の
大
道
・
樋

の
島
・
嵐
口
漁
協
も
加
わ
っ
て
試
み
た
が
、
も
っ
ば
ら
内
海
漁
業
に
従
事
し
て
き
た
不

知
火
海
沿
岸
漁
民
に
と
っ
て
、
外
海
で
の
漁
業
は
漁
船
の
規
模
を
は
じ
め
と
し
て
装
備

の
面
で
も
な
じ
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
、
し
か
も
距
離
的
に
も
遠
い
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、

結
局
永
続
的
な
対
策
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
市
漁
協
が
、
「
当
時
の

県
水
産
課
指
導
係
長
が
、
水
俣
病
対
策
の
一
っ
と
し
て
小
型
底
引
き
網
漁
業
を
タ
イ
ゴ

チ
網
漁
業
と
し
て
特
別
に
許
可
す
る
と
し
な
が
ら
、
操
業
直
前
に
な
っ
て
禁
止
を
言
っ

て
き
た
た
め
、
八
統
が
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
転
換
漁
家
は
苦
し
ん
で
い
る
」
と
し
て
、

県
に
陳
情
、
県
は
、
そ
う
し
た
約
束
は
な
か
っ
た
な
ど
と
い
っ
た
事
件
も
発
生
し
た
。

場
当
た
り
的
で
一
貰
性
の
な
い
漁
業
対
策
に
、
漁
民
は
翻
弄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
一
―
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
政
府
は
、
関
係
各
省
庁
の
連
絡
会
議
を
開

催
、
総
合
的
な
救
済
策
の
検
討
に
入
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
国
会
に
よ
る
調
査
団
の
派
遣

と
そ
の
際
発
生
し
た
不
知
火
海
漁
民
騒
動
に
直
面
し
て
、
泥
縄
式
に
組
織
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
会
で
も
、
こ
の
月
、
社
会
党
が
、
熊
本
・
鹿
児
島
両
県
関
係
国

会
議
員
を
中
心
に
水
俣
病
特
別
対
策
委
を
結
成
、
①
家
族
援
護
と
漁
民
の
生
活
安
定
の

た
め
に
特
別
立
法
を
お
こ
な
う
、
②
治
療
費
や
操
業
禁
止
に
と
も
な
う
補
償
の
全
額
国

庫
負
担
、
③
危
険
海
域
の
指
定
、
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
水
俣
病
対
策
要
綱
を
作
り
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
二
つ
の
特
別
法
案
要
絹
を
決
め
、
自
民
党
と
共
同
提
案
す
る
方
向
で

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
一
方
、
自
民
党
も
、
水
俣
病
特
別
対
策
委
を
つ
く
り
各
省
の

対
策
予
算
案
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
の
動
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
・
国
会
い

ず
れ
の
取
り
組
み
も
、
漁
民
と
患
者
の
補
償
問
題
が
見
舞
金
契
約
な
ど
に
よ
っ
て
当
面

の
決
着
を
み
て
政
治
的
・
社
会
的
問
題
と
し
て
は
鎮
静
化
し
て
し
ま
う
と
と
も
に
、
掲

げ
ら
れ
て
い
た
す
べ
て
の
対
策
案
は
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
い
、
つ
い
に
本
格
的
な
救
済

対

策

は

―

つ

も

実

現

し

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

（

丸

山

定

巳

）

（
本
文
中
の

(67
、
68)
（
m)な
ど
は
第
Il
編
の
資
料
番
号
、
（
補
1
7
)
な
ど
は
補
遺
の
資
料
番
号
を
示
す
）
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